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自家絡め新鋭

ッ ク 床 材
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美 しく 丈 夫 な プ ラ ス チ
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冨式株赤責来方東日

¥Il (202)  1  3  0  1  

・Il (74)  8  9 9 2  

大 阪 支 庖 大阪 ilill( 区 高 岡 稲 5 - 1  

福 岡 出 張 所 M 岡 市 稲 口 町 1 5 ー l

東 京 本 社 東 京 郎 中 央 区 八 市i 洲 6 ー 1 ¥1l (281) 0 2 1 1  

名古屋営損所 名古度市中区御幸本田Tj且リ 9 - 8 ¥[e凶，) 0945 .  44 14  

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋 の床材

イ ｊｾリノ

1::ヲート'1イル

スポンジシート

q  

< > ソフトな感触

< > 優秀な耐久力

< > 美しい色彩

東洋リノリユーム株式会社

大阪・ 大阪1 / 11十j 区順位!川] 通 4 T 同( 三二府l ヒソレ)

( 27)  5  0  5  1  ( 代)

東京 ・京; ; >: ｾｦ［＠ '1'  * 区 銀 山 4 ( = 和ピノレ)

( 561)  2  5  6  7  
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近 代 人 の 感 賞 ; ，ニマッチする 、

2 ・トピ? 叩

‘  

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り 型)

( カタロ グ御入用の節は御申込下さし つ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

( 中心吊自由開型)

市 民 oii tiii tl 町 1 :  :  I  4 6 岳 地 f世話. f I i 飽 (72) 7713  ( 代) 7714 番

出 恥 肌 I It UI区 神 川 三崎 町 2 ノ26 宿 泊 点 京 ( 3011 04U3  (332) ，，310骨

驚異的な蒸発量

Ｍｾｾｉｾｲｲｾｊ＠
5 0 0型

重
川
川
山

北k

グ'<.

許 可 不 要 で

3.5屯/ 時

⑪ 株 式 会 社 系 川 銭 乏 所
ｾ＠

社

京

州

本

東

九

大阪市大淀区大仁西 2 丁 目 1

束京 都rll央 区八重洲 6 丁 目 7

福 岡 県 小 倉 市 富 野 5 4 5

電 話 大 阪 (45) 1975代

電 話 束 京 Ｈ ＲＸ ＱＩ ＷＷＷｾＸ

電 話 小 倉 (52) 4862 
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楽寺実録音箆隼に輝〈米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独 . 各 国 特 許

際感盟輯穏襲罵盤鯛甥魁塑懸霧捜臨場環脚類疲棚園田

畠 哩 t I . .  

t i 7・司r: z噌"

日 本 金 異 製 作 所

製造元タヲ火ザヱ糞鎌武曾紘
型 状 儀 費

故 障 絶 無

錆ぴない岩佐のサ・ν シ・ド7ヲー

当社の製品は ボンデライト を して焼付塗装 を して居ます

株式会結岩往鍛工所

本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 3 1 ill 話 代 表 @ 5123 ・3000

尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5 電 話 代 表 @ 6 7 5 1 - 3



日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

- 7. ロイ

ヲ 'v' 1ヌ

特長 ビザータイル・ マーブロイ デラッ クスは 極 化

ビニール樹脂を主原料として、特殊な製法によ

り、高温、高圧下でプレスされた、美しい立体

的なパターンのある高級床材( 壁材) であ ります

( カタログ進呈)

⑩ 中 谷 化 学 株 式 会 社

大阪市東証区大 今 ・ ｮｾド・ ｲ 2 丁目 4 T  E  L 大 阪 (97) 7  7  5  7  - 9  
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@> 最新の設備 優秀の製晶

建 設 大 臣 登 録

( ト) 4  0  8  2  

甲 種・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式・手動式・スプ リン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

El1li三渡 . .  以 - ミ川主川弘常詰緊: 己主ふ; 万川区広三万三三- ぷ ι 九三 I

福田閣議画面開糊哩由時空空空空語霊童置麗磁器語

韓轟議議問型空宇時I 判

難猿轡轡投合語講問時時報

鱗器器官戸 、

題韓融緩麟鞠報開踊場蝿唖蝿

羅龍醐離職鞘踊輔構理

開空問沼野晶一品I I I I I I ! I I I I I I I Iι ←

離繍臨機軸単語醐騨踊油田盤固

欝 神軸踊捕時醐臨画醐

網 開 朝 関 醐 耐 轟 輔 輔

襲鞠輔轄鞠酷鞠輯騨軸蝿

鱒鱒購輔騨職時輯開輔副部

銀 製 自 属 商 拘 巨t 一一一一一一
億醤濯な

欝轡癖蝿騨騨轡融暗闇醐騨尊重

難鱒盤酔隅輔持鞠嘩場製品

職鱒鰻轡鱒輯鞘輔輔髄瞳

購欝轄聾欝貯竺: “ 二日ムー

鰭蟻鱒騨灘購踊輔醐醐拘臨

瞳繊議議 語面長三宅室町三 一

-・園町 圃・岨・・・-.....__ -ー ｾ且 ＱＮ - M  J¥o. . .  . .  

孟 紺 ;，/ 17 ':1 可 ・ 疎 哀 蓄 電Z

本 l苫 尼 崎 市 久 々 匁l 字 コ エ 2 3  ｾＱＡＺ代表 Ｈ ＴＰ Ｉ 5  3  4  1  

札 曜 支 眉 札 ・ 尾 市 宇 叫 町 甲 叫 5 2  2 宵t ( 3 ) 7・38 ( 5 ) 1519 回 73

旭 川 世 襲 所 岨 川 市 常 世 岨 三 γ 回 世 5  0  9  7  

格 広 出 損 所 帯 広 市 西 2 条 南 7 丁 目 6 1tt 3 8 5 6 . 3 8 5 7  

東 北 支 庖 仙 怠 市 土 岨 1 1  2 電 ( 3 ) 3 2 9 6 ' 9 6 1 8  

軌 国 営 ，随 所 杭 岡 市 長 野 下 軒 闘r 2  6 電 2  7  8  3  

軒 渇 宮 療 所 軒 .崎 市 事 臼 町 西 2 丁 目 電 ( 3 )  1  .. 4  j  

盛 岡 宮 銭 前 盛 岡 市 軍 団 地 ヶ 田 町 3 丁 目 1 ‘ 電 ( 2 )  7  4  0  7  

平 宮織所 ｊ ｉ ｾ . t i 古 前 的 関 r 1  0 町 3 僻 地 也 3  3  0  3  

東 京 支 庖 点 : 京 間 柄 f緑 区 間 珂 叩 町 3 8 屯 代 世 ( 933) 7  1  5  6  

軒 宿 宮 寝 間 車 );0: 肌 析 日 l互 開 耐 1 T 悶 6 0 正 ( 3叫 ) 2 " 1  8 ・9 6  7  8  

神 田 宮 鍵 所 東 京 師 千 代 田 区 神 田 陪 住 町 1 2 山 京 ビ ル 旬[. ( 251) 6278 ( 却 1) 3 8 4 1 - '" 

品 川 官 製 所 ボ ，j( r. rl 品 川 k { J i.. J:i.. 川 1 T 日 1 2  5  ｾＱＮｴ＠ ( 44 1)  1  3  0  0  

慣 浜 官 禽 所 情 師 市 中 区 弁 天 過 3 丁 目 . 5 電 ( 2)  7  2  7  8  

n眠時 世 娘 嗣 岡 崎 市 下 相 凹 111"( 4  2  9 電 2  1  6  6  

宇 都 宮 宮療 問 中 間 富 市 且 町 1 丁 目 3 4  2  8 胃[ 7  7  2  2  

甲 府 首 鍵 所 巾 府 市 ι 陣 町 2 1 胃[ 2  '" .. 2 ・6 2  9  2  

水 戸 世 襲 断 水 戸 市 東 開 町 ‘ 7 1  7 円 1 胃t 8  6  3  5  

名 古 屋 支 唐 私 古 田 市 中 村 区 広 仲 町 2 丁 目 岨 八 洲 ビ ル 電 ( 54) 2  8  "  6  ( 55)  9  7  8  6  

静 岡 宮 鍵 所 岬 附 ，li "ム 点 t T  11 1  7 旬1[ ( 3 ) 2 8 4 6 ( 2 ) 6 9 3 1

長 野 宮 泉 所 民 肝 市 場 屠 同 町 7 3  9 明[ ( 2 )  5 . 2  9  2  

怯 本 出 現 所 怯 本 市 民 町 1 • 9 胃r. 2 4 9 7 ' 4 7 4 4  

四 日 市 出 娘所 l川 口 市 市 四 ソ 谷 析 町 2 8  2  3  旬[ 2  • ‘  3  

穴 眠 支 眉 目 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3 電 代 軒 ( . 0) 5  3 ・ 2

大匝間宮曾'随所 大 阪 市 阿 惜 野 区 三 明 町 1 T 悶 2 2 ノ 3 電 ( 77)  8  2  1  7  

大 阻 北 省，随 所 大 臣 市 大 淀 区 胃 神 崎 商 8 γ 目 2 3  電 ( 35)  2  3  0  0  

神 戸 宮 銭 前 神 戸 市 " 合 区 生 間 町 3 丁 目 2 3 電 ( 22)  0  1  8  9  

京 都 宮 察 研 1;t r. 1 l 市中京区軒 町 通 御 池 上ル 中 之 町 . 2  電 ( 22) ・ 9  0  0  

金 沢 宮 県 所 金 沢 市 曜 町 6  5 電 ( 3 )  3  1  3  0  

ｾ 椙 宮 療 所 百 草 幌 市 四 割骨 町 8  8 笥r. 2  0  5  3  

高 松 官 製 所 開 怯 市 壇 上 町 8 0  9  1it ( 3 )  4  2  9  0  

高 知 官 製 所 高 岡 市 岨 困r 3 γ 13 5  0 旬[ ( 2 )  1  5  7  6  

i.e. . . . . 営機 所 悼 島 市 柏 崎 町 2 了 目 1 2 電 ( 2 )  0  6  5  9  

広 島 嘗 償 問 広 島 市 平 田 町 3 丁 目 8 5  6  1tt ( ・ ) 3  7  5  6  

九 州 支 F富 岡 岡 市 檀 辺 過 5 T 回 9 2 電 ( 75) 5  1  8  1  ( 15)  6  9  0  1  

小 倉 曾 鎗 所 '1 台 市 ' 1' ;lt 口 3 丁 目 7 6 正 ( 5 )  3  2  0  1  

m本 営 鋼 所 開 本 市 南 千 反 個 町 1 6  2 電 ( 2 )  0  8  9  3  

住 也 保1' " 随所 陀 111: " 開 ，!i ;$1 見 町 3 7 円 3 電 5  5  1  3  

11"' 疋島 曾，礎研 J鬼 児 島 市 平 野 町 1 1  9 電 ( 2 )  6  7  6  2  

宮 崎 哲 ヨ健所 ;:r 叫 市 地 岨 2  ' " 7 ・正 2  3  1  4  
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法 定 不 燃 材

実. 1: 六; ' ; 1院- f :

( カタログ贈呈)

回受日J I S ，1'f oif I tl.I 旭化工板製造株式会社

大 阪 曾 鰻 所 ・大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  市 (37 ) 6555 - 7  

東 京 出 頭 所 ・ 千 代 同 区神 間 須 問 町 1 の 5 7官位91 ) 6691 - 5  
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新 製 品

富士印ピニココl . J - J L

ビ ニ ー ル レ ー ル の 革 命

折 れ な い . グ

曲らない. グ

釘 頭 が 出 な い . グ

ゴ ト ゴ 卜 音 が し な い .グ

E冨冨冨盟盟国璽置璽霊園

本 J I S 規 格 の 一 級 材 を 使 用 し て お り ま す の で 品質 が均 一 で 折 れ

ま せ ん 。

本 釘 頭 が 全 く 外 に 出 な い の で、 ゴ 卜 コ ト 不 愉 快 な 音が し ま せ ん 。

本 温 度 変化 に 対 し て 、 曲 っ た り 折 れ た り し ま せ ん 。

市原 付 は 至 っ て 簡 単 で す 。

* 色 彩 が 優雅 で とーこ に で も ご 使 用 に な れ ま す 。

製 造 元 総 発 亮 元

株 式 会 社 藤 本 鋳 造 鉄 工 所 犬 阪 鋼 材 株 式 会 社

大 阪 ( 30 1) 2  5 3 ワ

T E し 東 京 ( 33 1) 5 3 ワ 6 T E に 代 表 ( 54) 1  1  6  1  

完 全 な 防 水に. .  .  

I，s/ i / - I I- B A  
• ;i<久に老化しない

. 14J
びる (伸長ヰ，500%)  

・30. C ＭＫ ＷＰ Ｎｃ の ｾ ｲ ｩ ｬｩ 悶て‘完全に ｦ Ａ ＩＡＡ nしれ; る

. 酸、アルカ リに強い

ドイツと ｈｕｾ ｉ Ｚｊ ｬ 先により Ｑ ＴＧ Ｑ ，'(，:{ヒプじ1&

製造 J e タキロン {七う': 1:1<式会社

ぬ
の

地 盤 の注入に・ ・・

特許". 冨T・世' 9t :t理

日航綜合防 71【株式会社

本 社東 京都千 代田区神田 ｬｾ Ｇ車 町 Ｑ 向 Ｙ (った平歯ピル 2 陪}

電 話 (291) 1臥) 4・ 4初2 . 6飽2

大 阪 世 主 同 大 阪 市 ー東 区 道 修 町 1- 4 Ｈ訟 ＮＩｾピルｽ

屯 魅 (2 0 2 ) 6 8 8 4

工事 。暗所東京鍋i I I . i 陽区:板 慣 町 6 町 お 国 世話 (961)冊 目

- 地盤の固結と沈下防止

• t也下，水 の遮断阻止と 漏湧防止

. 隠道地下室、貯水池ダム等の漏湧水防止

取締役社長 山 崎 悦 二
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協和製品の特徴
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e軍弓友!弓田・・，. . ，

日車電気碕手総量金鍾

営業部・大阪販売所

大 阪 市 北 区 高 tA町 16 T E L  312 ・3237- 9  

東 京 販 売 所

東京都品 I11区大井鮫洲町199 T EL 49ト 2819

工 場 大 波 ・ 1金 沢

高 槻 工 場々



.  

軽量、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾｩ ヌー ＢＰ｟ i' ｉｾ ソイド

8j Ji ]';"ILテン1レ7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

目 漉 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6一101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掲上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079

i  ｩＧ，ｉｩｾ，Ｉ＠



， 

東洋間器の商標が統一されます

。 弊 社 てがは事業の発 Ｉｬｾ に ｷ い営業 品 目も多くなりそれぞれの製 品 に造った商加を Ｉ ｉｊ いて

まいりましたがお客機の良品選択に似乱をもたらす忠れがございますのでこのたび長年

皆様から組しまれてきました下記 4 つの ILI 商肢を新商標 ーノogotol<i に統合 す

べての尚 ｉｾｩ 1  ｾ｣Ｎ統ーして使 用し 尚 ｊ ｉｊＱ に対する責任をより ｼ 別確にいたしたいと存じます Ｓ Ｗ 年

1 月か ら)1副次 切借えを行う予定でござ います ので倍 ILI のご変則を お附い 111 よげます

旧 商 標

: 7. . 71<-

〈フ ｢ 百万おた ｾ

TOTOLl H  

!1o
J
画¥竺犠

7i1<i

衛生陶器 付 属 金 具 | トートライト | 食 奇 l  本社 ・ヱ場 小合 di / ｾ｣［ ケ附 ､ ｌ ｌＺｊ 盟 主らケW，idi

大阪営業所 大阪 di 点区川u昔前 ( 23)  4518-

| 索洋陶器株武容社 1  

• 1424  

営 業 所 見と }j t ・大 阪 . :1' ，占 &i ・小 官

出 強 所 u; ぬ ・川 船 ・札 幌 ・flli 台 . '，'; ';111 

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 観 類 そ ろ っ た 泡 ピ j度板

ニューロンプレート

{ 古いやすい、 トタ ン小 j庄の普及 品

ロ ン ガ ラ ス

用途の広い、透明・半透明広ピ平仮

ロンフィックス

丈夫てγ ち れ な い 11:'<新 の 史 ・懐 H占材

ロ ン リ ウ ム

ＱｾＷ Ｑ＠ 11( 附 ー と定" 干 の あ る /，i df<村

ロ ン タ イ ル

あ らゆ る 床 に ? ソチする史しい床材

床 材 の 主 ン 金 /

ロシヲイ ｊｾｋ
30 cm >< 30 cm、. 厚 き 2 mm 

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚さ 2mm、3mm・長 尺

従来のロンリウム ・ロ ンタイルの姉妹品と して、川口

ゴムの最新の設備で完成したビ、ニル 新床材で、色調・

!立れ性 ・耐，t燃性 ・耐油性など格段と俊秀性を有 します。

ロンリウム K ' ロンタイルK I心 、ずれも全層同質で耐

!立れが強化さ れ、然もソフ トな質感 i主公英建築・ビル・

車輔の床にピ ッタりとし価格も一層経済的になってい

ます。

j1 、

本社・ 工場 東京ｲＮ ｮｬ 蜘区本邸内 ッ 均 ｳ ・ 料 電 ｊｾ ，東京 ( 691) 614州 禽)

蒲 生 工 場 崎 J i 恥 飽 百 市 大 事 繍 生 2140 電泌草加{ω7112033荷 j .112

舛 関 節 度京t : l ｲＭｴｾ 凶ｬＧ神川第柏町 Ｒ Ｍ Ｑ Ｖ 電 話 東京 ( 291) 3588- 9  

神田宮礎研 !lt l l m千代1J l P' : 神間鍛市町 2- J 6 電2古 賀電車 ( 291 ) 回03-' 4  

: 1: 陣営鍵所 大 阪 i1i 1何 L i 北 掛 鹿 町 3 3 喧語 大 阪 (27) 4358司、9



.... 

. 明 日 の 日 本 を 礎 く ・ ・ ・ ・ ・ (;) 

H 汗多重岡

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E E冨

・ 基 礎 杭

- 仮 設

- 地 下 鉄

建 築

ピ J レ

工 場

発 電 所

学 校

そのイ也

- 隠 遁

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

Ｎｾ巷［膏

・ 桟 橋

. f I J 白骨白

9 機 械



アスヲアルト防水ほ年限保鐙す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロノサ| 凶)

地 区 会 社 名 住 所 ZE 話ー

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札幌市北三条東 4 - 1 |②問 4倒

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日111} 1  - 2  | ③7790側 35

弁 上 渥 青 工 業 K K 東京都 '1-'央区銀州東 2 ー13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅 ｾ Ｇｉ 日 Ｑ 山 ｉｉｉｊ ＷＷ ( 871) 5311( 841) 5729 

北 条 渥 青 工 業 K K 東京都中央区淡IIIJ 3 ー 7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 奥 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 (361) 5947・(37l ) 1337 

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区事11 [ j 小川 町 1 - 8 ( 251) 0161- 3・1301・2

j屋 青 建 材 K  K  東京協l ド央区銀色伝来 3 - 11 ( 541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪IIIJ 6  ( 921) 0448・0647

大 手口 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 ( 891) 1144- 6・7l 55- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 ( 841) 8501・( 871) 2851

E藍 井 エ 業 K  K  東京都文京区林IIIJ 94 Ｈ ＹｾＱ Ｉ ＰＲ Ｗｬ ・ ＲＵＸＲ

K  K 三 柏 商
ｾ 会 ｺ h  

東京都千代田区中1I国間朋 III J 3  ( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 l ー 1 @7846・8476- 7

| 中 央 建 材 工 業 K K l 名

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 ー12

1:附…。
@6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新IIIJ 北通 1 - 17 @3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福山 ｉ ｾ ｪ 1 - 152 @2360・2030

近 畿 地 区 K  K 新 光 商 庖 大阪市南区指IIIJ 迎 2 - 13 @ 7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老必111]" 2 ー19 Q1l 5976- 8  

;青 71< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 @0251-3  

l 豊 永 建 材 K K | 一 竹 屋111]

中 園 地 区 東 中 園 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22 ③2211・6302

工 業 K  ; 1  高 級 市 内 腿111]"

K  山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小111574 4305 

大 同 エ 業 K  K  宮崎i li .倫遜 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 社 門司市大里束通10丁目 ③1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1 丁目新町 95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区ガill l] 北遜 1 - 18 日新工業 K K大阪滋業所 ( 53) 5281- 3  

4  
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員 の
m 
x  章

4 : 会々 日でー下記の ) j 々が ζ のたび褒立を受けられました。こ乙 l乙誌し

てその栄主主をお祝い 111
し上げます。

記

黄綬褒章 五 卜 以 芳 雄 官 ( 評議員会議長)

同 磯 野 作 太 郎 ロ

同 岸 川 波 l演習

同 Il 秀 雄 u ( 元 強! が〉

藍綬褒章 古 茂 田 可l午自1I 苛

同 菅 谷 三 郎 官 ( 元 狸 'jC) 

同 中 凶 ノ ミ 郎 首 ( 元 副 会 長 〉

理 事 の補欠 選 任
理 事 の 補 欠 選 任

ｬ 凶和 Ｓ ｍ ド ＱＱ 月 ＲＸ Ｑ ＱＱ ｭ 似の定 ｊｉ ふ評議口会において，先般逝去されたま型 Ｇｪｾ

市 川 巡見君および東京転出のため辞任 せられた理事諌早信夫君の理 ｾｪｊ 2  

*" 欠日 [ζ 対する補選を執行いたしましたと乙ろ，下記のとおり選任され

ましたので，乙 ζl ζ 会告いたします。

記

池 田 総-l l l l Ll ( 京郎大学教養学郎教授)

田 中 弥 - i l ( 住宅公団大阪支所次長)



昭 和 36 年 12 月

昭 和 37 年 1 月

忘 年 惣 親 会

近畿在住の会員には

はがきでお知らせし

ました

新 年 交 礼 会

大阪の電話局番は全部 i 3ケタ」に

かわります

大阪( 吹田，守口，布施，尼崎を

含む) の電話をもっとどんどんふや

すために， 2 月 4 日をもって現在

i2ケタ J の電話局番は末尾に「リ

をつけて全部i 3 ケタ」にかわりま

す。

たとえば，44- 1331 は 441- 1331

というようにかわります。現在 i 3

ケタ」の局番はその ままです。

| 会 と 催

ア デ ュ ー 1 9  6  1 年 忘 年 懇 親 会 開 催

本年もあとわずかで過ぎ去ろうとしているあわただしい乙のどろ，会

員皆織のど弘hご|佐賀lζ 存じます。恒例の忘年懇親会は好評の一統芸人に

よるアトラクションを中心にお座敷の会場で催します。何卒お早くお申

し込み下さい。

日 時

1 . 会 場

1  . 会 費

1  . 申 込

1  . 余 輿

1 . お 土 産

1 . 抽 せ ん

お 願 い

記

12 月 14 日( 木) 午後 6 時( 開会) - 8 時( 閉会)

味 国 3 階大広間( 千日前 ・大劇東電話⑩7777番

エレベーターをど利用下さい)

500 円( 別に補助があります)

9 日までに会y!l を添えてお申し込み下さい。

なお定員 300 名に達したときは締め切ります。

一流芸人による新しい内容と型式

1 1 ' ，席者全員に贈呈( 会員有志、の寄贈品)

当せん者Ir . 会員有志の寄贈品進呈

- 準備の鶴合上会場では受付けはいたしません。

・申込者で欠席の場合でも 12 日までにお知らせがない場合は会1fJ

の負担を願います。

・W，席者名簿を作りますので申込みのとき，氏名，勤務先をお知

らせ下さい。

建築関係団体共催

新 年 交 ネL
4

2

 

開 催

恒例による新年交礼会を下記K より開催いたします。多数関係者が一

堂K 会して年頭の祝詞を交換し，かつは相互廻礼の煩を行 くよう，多数

会員お繰り合せど出席下さいますようお願い申し上げます。

記

昭和37年 1 月 4 口( 木) 午後 1 時- 2 時 随 時

大阪建設会館 6階 ( 天神橋南詰め)

300 円

会費を添えて適宜所属団体へお申し込み下さい

12月初 日 名簿作成上締切り日厳守

大阪府建築士会 大阪建設業協会 日 本 建 材 協 会

日本建築学会近畿支部

本 会

円本建築家協会関西支部

1  . と き

1 と こ ろ

1. 会 費

1  . 申 込

1  . 締 切 り

1  .  共催団体



* 新 大 阪 ビ ル デ イ ン グ

* 関 電 ビ ル デ イ ン 夕、

* 阪 神 ビ ル デ イ ン 夕、

* 輸 出 繊 維 会 館

* 千 代 田 生 命 ビ ル デ イ ン グ

* 大 阪 国 際 貿 易 セ ン タ ー

* 大 阪 東 映 会 館

ン ク リ ー ト

実 例

イヲキゼメシト 鯵

糊セメント株式針



建 物 樹 木 の 害 虫

白 自義

ｾ Ｇ＠

。歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番



，、

-・E翠彊彊書園田

調査無料. グ

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

全因子守地方に社ｩＮｾが出張いたしておりますから

遠 近 に 拘 ら ず 御J- -)i fl 次第蛾- ; 1;- ;.j 策 の 御相 談 に 参

上主主します

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3  8  9 番
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第 8 回宵年i j ! 築家特集・ e ・. . . . . . . . . . 7  
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日本近代建築迎動史特集 。・ 一・・・・ ー 12 
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般 計 : 日建設計工務K K

施 工 : KK竹中工務癌

* 邦臨IJTK K本町ピル

絞 骨十 ・日建設計工務K K

施 工 ・K K大林組

主主屋織勧銀ピル ー

段 骨t : K K竹中工務庖設計部

錨 工 K K竹中工務庖

広銀ピル( 大阪) υ

設 問 河内毅就設計事務所

施 工 K K増悶組

大阪興銀ピルーい .... .. ........ .. .  9  
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設計監理 ・田建設計工務K K
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K K大阪建築事務所

施 工 : K K戸悶組

広 島 放 送 会 館 …・・ … 一一 一 一 … … … .. . .( 

殴 針 ・山下寿郎設計事務所

施 工 ・K K大林組

兵同E県 職員会 館一 ー ー ー・ 4  

段 苦ト ・兵庫県建築課

瓦

号
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設 計 渡 辺 建築事務所

施 工 K K戸 団 組

鳴門逓幻保養所観潮荘 ・ 0  ・ 9  

設 計 : 松山郵政局建築部

路 工 : K K岡田組

室内デザイン
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般 針 。彦谷建築設計事務所
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放 射 ー大阪建築事務所
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寺 院
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谷口 尚武 ・力 武 利 夫 ・岩崎益太郎

倉石秀夫 Ｎ ｾ悶務次 ・ 河合正 一

小田島兵吉 ・橋 本 良 介 ・山下 暢雄

吉 田 元 七

ま と め 1. 土 ・基 礎 工 事 ...・ 0 ・… … ・ .. 1  

2. 主体構造および仕上材料・・… 1  

3  生産方式ー・・・・・・・・… ーー ・ 1  

第 3 部 設 備 ・ ・0 ・・・ ・ ・ … … . 1  

中原 茂 ・犬 束 徳 郎 ・上 林 博 雄

木 村 脅 夫 ・吉 田 吉 七 ・川上 秀 光

倉 石 秀 夫

ま と め 1
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第 4 部 都 市計画
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居 留 地 建 築

居留地建築特集号 ICよせて ・ ・.. .. . 2  

明 治初期居留地 ・ ー. . ' 2  

明治 2 - 3年どろの神戸居留地海伴i且

り，明治20年代の海伴通り ，ウオ ール

シュ ・ホール商会，初代クラ プ ・コY

コルディア ， もとシ ー メンス ・インス

ティテュ - r. 江商神戸支庖

明治中期居留 地 0 ・
.  2  

神戸クラプ，二代クラブ ・コンコルデ

ィア ，デラカンプ商会，故高掃栄治氏

の記録による神戸元居留地の一洋館

明治後期居留地 . . ，. . …. . . .  ・ 2  

香港上海銀行神戸支庖， ドイツ 領 事

館，明治後期!神戸もと居留地海岸通り

附近

小総益喜画伯の描いた

明治12年ごろの神戸居留地 ・・ .  2  

パーナ ー ドの描ける神戸居留地風鼠 ・ ・・ ・2

小 松益事画伯の描いた居留地洋館

および山手洋館 一・・ 2

山手に現存する木造洋館 0 ・0 ・e …  e ・e・2

もと神戸女子短期大学北野望書，ヱズラ

・ジェー ・シュエケ氏邸， もとイ ー ・

ストログィ ー氏郎，藤 月 荘，エ7 ・プ

ルム氏邸，小 林秀雄氏邸，東天閣，神

戸女子短期大学山本寮，エー ・ロパー

トソン 氏 邸

川口居留地の沿1(i.... .. .. .. .... 林野 全孝

神戸における洋館主l ! 築の特色とその変遷

一居留地を中心としてー 坂本勝比古… 2

欧米木造技法の伝統と

神戸の木造洋館 ・ 桐 敷 其 次 郎・ 2  
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号

神戸の洋館と「外国造」 ・・・・・・・稲垣 栄三 2  

居留地 と神戸 ー ••. ・ e 島田 勝 次 2  

長谷部鋭吉特集

長谷部鋭吉氏をしのぶ υ 日 竹腰 健造… 3

作品 ・戦前の都…… 0 ・0 ・ H ・・ H ・a・.. ...・ 3  

作品 ・戦後の郎ー ・ ・…. . . . . . . . . . ........ 3  

インナ ーデザイン ・スケッチ n ・……・・. . . 3  

南画 ・油絵 .•.•.•.••.• ••. •. .• ••.. ー" ・・ ・・ 3

長谷部鋭吉氏をしのんで 0 ・・............. ・・ 3  

追 悼 歌 ・・ ・・住友吉左衛門 .. 3  

昇天 ・その姿ー ー 山 本 五 郎 一 3

長谷部君を追想して ー "' l ! I l 師寺主計 . 3  

「忘れら れない人」長谷部鋭吉さん

ー波 江 悌 夫 ・・ 3

長谷川さんの思い出ー ... . . 鮎 川 義 介… 3

長谷部鋭吉君をおもう 白血 章 ・3

1擁包君の思い出 ー 1占 山 徹 皆 川 3

長谷部サンの思い出 …  大ｾｾ 1li:後 ・3

思い出づるまま IC..' ー水野高島之助 3  

健策芸術家としての

長谷部さんとカトリッタ… 森井 健介。・ 3

長谷部先生の思い出 ー ー 佐藤秀ー三・ 3

建築装飾の場においての示針とその指導性

奥田 勝 一3

メガ不の伯父さんい ー ーー大 沢 口 助 ・3

晩年の長谷部先生のプロフィル

尼 崎 久 助 3  

長谷部先生と私 ーー伊騰 鉱 - .. . 3  

長谷部を追恕して ー ー 犠本 lii 次 ・3

土 ・ 構 造

土の工学の歩み ー ー 竹中継之介 4  

大阪の地盤沈下と対策について

高 浄 俊 久・ 4

附 大 阪 の 地 盤 図

( 大阪市大岩津研究室〉 ・ 4  

砲築地盤土質調査規郁( 来)

日本猿築図会災審委貝会 4  

用 筒 解 鋭

1. O.  P . とT . P. ' " " " " " 4長 野 良 幸 ・4

2  物理地下探査… ・ ..・ 馬 場 普 雄 ・4

3. 地耐力 .....・ e ・-・ 0 ・ ー…山府 邦 男 ・4

4  くいの耐力・0 ・0 ・ . .. .長田 正雄 一 4

5  建物の沈下 υ ‘ ー 平田 定見・・4

6. 砂 ・シJ レト・粘土 0 ・ 小泉 昇 4  

7.  圧密沈下 e ・0 ・0 ・ ・・ .. .. .陶 浪 点 彦 4  

8.  ヒー ピング ・ポイ

リング ・パイピング ・谷口 尚武 4  

9.  rグラウティング」について

ー宮 川 逮 郎 4  

10. 建築水位・・ 0 ・ ー貝 戸 俊 一… 4

ピルの転倒問題と地盤へのメ リコミ

ー鷲尾 健三 ・6

インテリア

インテザ 7 ・デザインという ζ とについて

…渡辺 力… s

建築における内部について ・・ 増岡 友 也 ・5

エール ・フランス 一一東京 ( ペリアンのイ

ンテリア ・デザインについて)

ー小室 勝! f < ・・ 5

号

鉄道車両におけるインテリ 7 ・デザイン

一一「つぱめJ の食堂車に

一例をもとめて一一 米 満 知 足・・ 5

造船軒固における インテリヤ

デザイナ ーの 立 場 積 村 真 吾 ・5

殺とその中の生活 ・ すぎやま ・たかっぐ … 5

迎策設計と室内設計とのあり方

ーー竹中工務庖の場合… 村尾 栄 ・5

自動車と建築

危機 IC立つ路面交通 0 ・0 ・H ・a・-・・山下 豊久 d  

大都市圏の自動車交通対策の調査

・水野福太郎 6  

激増する自動車交通と交通問題解決への

アプロ ーチ 毛 利 正 光 d  

アンケー ト 自動車問題応対する

都市への新しい提案 υ d

自動 il! l{ij 胞に対する都市への提案

ー谷口些三郎… d

都心部の交通をどうする . . . 栗本願三 6  

増加する自動車 IC対する都心部のあり方

アンケ ー トIC答えて

都市道路立体化鎗

… 小 野 逗 三 d  

松 本 完 三… d

沢 田 徳 蔵… d

貸ピルと車両あるいはパーキング ICついて

山口消三郎・ 6

都市再開発における駐車場問題

中ＡＮｨ又十 ･ｾＮＮＮ 6  

駐車場法 ・関係法令質疑応答 ー ... 6  

大阪市駐車場条例 ・ .... . ...... ............... 6  

大規模建築場の神戸市駐車場条例について

殿 山 正 明… d

名古屋豊田ピル駐車 ICつ い て ー 央 井 三ftll '" 6  

新阪急ビルディングの駐車場計闘について

松本 洋・ 6

大阪興銀ピルのパーキングについて

添 回 賢 即)... 6  

出光興産のガソリンスタ ンドについ て

クラプ J マークシステム

立体駐車場の必要ー

ー斉藤格司 d  

d  

.  6  

新三菱NS B駐車設備について ・・ ...... 6  

第 8回青年建築家

作 品 背年i j ! 築家

公団住宅京舞子団地 ・総持寺団地

大 倉 秀l珂 7  

名古屋空港ピル ・C B C会館ー岡 郎 幸 蔵ー 7  

帝人松山工場体育館・・・ ー 足 路 義 一 7  

大阪府立阪南高校 ・上野市公民館

旋 回 勝 之 ー7

京都市.t i 羽下水処理場 ・ 白 井 剛 7  

大和銀行吹田片山寮 ー ー高田 威. . 7  

吹田市公民館他 ・ .. . . . ・鶴田昭一… 7

関西ペイント東京工場事務所他

東内 敏… 7

野村証券吉祥寺支庖 ・横浜中村ピル

… 中 山 克 己 7  

花王石鹸K K和歌山工場. . . . . . . 西国 芳弘・ 0 ・7

住友商事御影住宅他 ー・・・長谷部朔 ･ｾＮＮＮ 7  

松下電器産業K K仙台営業所他

… 0 ・0 徳井弘明ー 7

淡路ユ ースホス テル… ・0 ・姻 照男 7  

能勢力ントリークラプクラプハウス

. . . . . . 松村健次ー 7

号

西田辺独身者住区 7 号館他 宮 崎 八 郎 . 7  

富士鉄広畑健康保険組合体育館

日… 米井l I J ! - ... 7  

建築と規 格

部材と規格一一 J 1  S と建築一一

-長沢 民… 8

モデュー ルと規格……・ .... ・・・鈴木 殺夫… 8

規絡とプレ ファプ・ ・・・・ ・吉凶 圭三・・・ 8

公団住宅の部品規格化につい て

・… 閏中 弥一ー 8  

設置十と規格一一原司自ディテ ールの問題一一

1. 標単ディテ ールの歩み

K K竹中工務庖設計部 8  

原郡図面 ・ ・・・・ 8  

2.  原琳ディテールへのアプ ローチ

… 大林組 岩崎益太郎 8  

胞工標構図袋一一紡水| 刻係 ・ 8  

3.  標場詳細とその周辺

m々 公社近畿圏日通局 ・・ 8

棟地詳細図ー .. ........ .  8  

4. 標単ディテ ールへの 7 プロ ーチ

- 近 綾 地 強 片 山 光 生 e ・8

5. 公団住宅標単詳細図集

。住宅公団小西i 6 夫・・8

際司自詳細図 ・ … . . .. 8  

建築と規格アンケート

三輪泰司ほか10名… … ・ 0 ・・・ ・ 8  

ト ピ ッ ク ス

新農林規格 ー ー. . . . 8  

広瀬久治郎 ・若木 氏 ・脇 田 勝 之

喜 多 望 泰

規格サッ ν … ・ ・ 斎 藤 祐 総 ・井 上 千 舟 8  

義務教育用家具・ー ー 杉垣仙治郎・ 8

リクリ ェーシ ョン

生活 ICおけるリクリェ- : / ョン

。.... ..・ e・e・- 今和次郎 9  

リクリ ェーション開発のマスク ープラン

三村 浩 史 9  

国民休暇村の構想 ・ 糸賀 署ｾ ＮＮ Ｎ 9  

国民宿舎の設計について ・ 永 嶋 正 信... 9  

日本のユースホステル・. . . . . . . ・・株 幸二郎 9  

ぴわ湖観光開発計U! i i " …・ 京大西山研究室 9  

I . リクリェ ーション生活の発展と

観光計画・・・… e ・e ・......... 9  

ll. 都市発展の中における観光開発酎画 q  

K. 地区レゾート関発・・・・ 0 ・0 ・・大久保日一… 9

立山観光開発計画“ ・・ ・ ー字野 佐 ・ 9  

大阪城公園の計画 ICワいて・，， ' E ! l 治六郎 9  

トー タル ・リクリェーション ・ゾーン ……。. . 9  

小 島 将 志 ・太田 隆IJ ・沖 田 裕 生

遊園地ドリ ームラン ド

村!l ff ・蘇建築事務所他 9  

建 設 産 業

今後の建設産業のあり方 ー 銭 高 輝 之 10

日本の建設産業構造の開問題 ー松井 昭光 10 

中小建設業のあり方 ー・ ー・竹中 婿一 ''' 10

資金面よりみた建設中小企袋の経営について

-松井消之助 10 

班
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号

労務者不 足問阻 …・ー・ - 岸田 成 計... 10

一一雄政労務者の現状分析一一

技能者養成について .......・ 0 ・・山田 四郎・' 10

建 設労働者の当面する持要求について

ーと くに協定賃金運動ー ー鈴 木 正 明 ー10

材 料

新 材料の反省 ••• . … ・ ー耳軍本 猛次 11 

新材料について ー・・ ー山根正次郎 11

内装材の吸音と遮音と防音と 一前川 純一 ・11

音響 IC興味を持つ建築技術者の立場で

山 形 勝 久 11

樹脂防水 u ・ ...... ..... ・北山二十三 11 

7 ス 7 アル ト防水につい て 松 本 大 平。11

材料の湿気特性と防湿剖 ilii ・ 斉 藤 平 蔵 11 

一一材料の吸湿性 と透湿性を中心lζ 一一

接着剤の建 築への応用とその問題点

民 弁 伴 治 11

左 官材料 と上塗材料・ー ・ 中村 {中・11 、

建 築 材料の耐候性試験法をめぐる問題

田村 務 11

新 材料一覧表 … ー・ ー ・協田 勝之・ 11

材料 アンケート. . . .. . ...... ............ ... .. ・0 ・ 11

トピ ッ ヴ ス

シリカリ チートー・ …  ー川 上 玄 11

m噂性ガラス CE C ガラス〕の応用

・旭硝子K I { "' 11

パターン ・ステイ ニング・ ・0 ・谷口 尚武 11 

モザイタ パ ーケ ッ ト・… 千回 安男 ・・'1

タキロ ンス ーパ ー防水シ ート

タキロン化学1{ 1{ " '11

建 築 運 動

建策迎動 とは ・e ・- ・・ 0 西 山 卯 三 12 

近代デザイン五H動 ・雑 考 向 井 正 也 12

分繰派 ・建築会一ー その正誤と自供

ー・・ 滝沢 真弓 12 

日本イン ターナシ ョナノレ建築会

上野伊三郎ー' 12

創字社独集会の ζ と… ・… … ・山口 文 * "' 12

「日 本工作文化連盟J の思い出

・ー…・・…… 蔵回 周忠・ 12

新日本建築家集団 (N AU l …図 師 嘉 彦 12 

建 築研究団体迎絡会と その前後

..・ 0 ・鈴 木 成 文 12  

新建築家集団 (N A C ) … 日松 井 昭 光 ・ ' 12

民主々 援を守る建築会議一

田巻縛造 ・田中疋雄・ 12

日本建築学生会! l . . ............... ・問中 康夫 … 12

近代建築調査委員会報告

13. 異 人 館 .... .. .・ ・日 大 石 健 次 1  

14. 居留地強策特集 ・ ... ... .... ... ・ 2  

15. 新品旧邸…・ 0 ・…・ 0 ・ 近 様 些 ー3

16. 三重県庁舎ー 近藤重量 ・林野金事 ・4
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号

17. オリエンタ ルホテル ー 坂本勝 比古・ 0 ・5

18. 日本銀行大阪支庖・・・ 0 ・ 林野 全孝 d  

19. 京都国立時物館 ーー近藤 豊 ー7

20. 三菱銀行 神戸西支庖 ー坂本勝比古・・ 8

20. 三姿銀行大阪支盾 u  林野 全孝 8  

21. 茶良県庁本館 ・奈良国立文化財研究所 ・

奈 良 ホ テ ル 浅 野 押'1" ， 9  

22.  -I'i 庫県 ・旧庁舎 ・ ... .i屯沢 u弓υ 10

23. 京都ハリストス正教会聖堂

.... 近藤 盛 11

24. 明治高慢建築. . . ... .. . ... 林 野 全 孝 ー 12

座 談 会

号

都 市 計 画

大阪南船場問屋街地区改造の提案

藤 田 邦 昭 1  

会 員 の 声

建 築教育の ζ と ー・ ・ 葛西 1[( 男 1  

デザ インの乙 と 新年のジ十 一ナルをみて

金 沢 弘 真 2  

随 想

年頭の乙とぱ ・ ー 尼崎 久 即ｾ ＮＮ 1  

故宵木友一氏を偲んで・ー. . . . . . . 室谷 山水・ s  

長谷部鋭吉氏 とその周辺を回癒する 。 3 I  欧米飛ぴ走る記.. . ...... 玉置鍛次郎 7  

出冊j 者 (50音順) 今林彦太郎 |  欧米建策の党笹 川 ・・ 雑 賀 孝 夫・ 7

悶織作太郎 ・陸地 章 ・河盛益太郎

滝 沢 真 弓 ・村 野 雄 吾 ・山棋正次郎

編集側= 上林樽雄他

建築基礎柵造住計規準をめぐる踏問題。. . . ... -4 

出席者( 順不同〕 馬 場 善 雄

山 肩 邦 男 ・小泉 鼻 ・貝 戸 俊 一

金田 宏 ・前 川 陽 一 ・大 西 常 仁

山 下 暢 雄 ・西 田 芳 弘 ・村田千之助

稲 村 数夫 ・神保通i . %

建築家とインテリアデザイナーとの座談会 5  

出席者( 順不同) 樋口 治

中村 其 ・岡村 笑 ・小川 正

彦 谷 邦 一 ・長 沢 徹 夫 ・上林 博 雄

中村銀之 助

在日留学生と若い姥築家の交歓会をおえて 7  

本会第 i 回欧米越壊事情視察団懇談会。 7

建 築 の 眼

担当 ・木 間 幸 夫 ・国 代 正 尚 ・IJI 悶 勝 成

和 田 晋 弥 ••• •• 1， 2  

担当 ・伊丹 孝 ・小 林 義 定 ・婦 問見

松 岡 広 之 0 ・ 0 ・ 3，-4 

担 当 . 坂 本 松 児 ・前 川 陽 一 ・松下部一郎

右 閏 広 ー............. .... ••• • 5，6  

担 当 鍛 治 延 男 ・上 村 幸之 ・寺 谷 敏 行

前回 治 e  ・ 7，8  

担当 ・中村 発 ・能 勢 菩 鮒 ・早 川 和 男

山下 111夫 .••.•• ・9，10

担 当 北 村 隆 夫 ・羽 淵 幹 夫 ・藤 田 邦 昭

松 本 太 平 日 11， 12  

書 評

「主 ｾ 築股 ＱＹＶＰ ｊ 日本ｾ築家協会関西支部

三 千 家 の 茶 室 間 関 孝 則 著 ... . ... •••••••••••••• 5  

背回豊吉 「農村すまいの手帖」

Ｎ￰ 田勝ｾ Ｎ Ｎ Ｎ -4 

「消n革命とレジア産業 J .... 住回 目ニ 0 ・9

「発明の世紀 IC どう対処するかJ

一一技術革新と経営一一 … 早川 文夫・ 10

そ の 他

昭和36年度常設委員会委員氏名 0 ・0 ・ e  ・ 5  

現場実習指導要項

日本建築凶会教育委員会ーー 7

. o.  

Z 玄 報

1960年1J 月分 。. . ・.... . ...・ …  ー・・0  ・ー I  

伊 12月分 ・. ........... ... 2  

1961年 1 月分 。0 ・... ・υ ・・・…… ・・ 3  

"  2 月分 ... ... ・ー ・・・・ ・・・… ・ 4  

"  3月分・ 川 崎・ -・・・・ 5  

"  4 月分 ・・・・..... ... .. ・・・・ 0 ・ d  

"  5 月分 ー... . . ... ... ... ... .. ... ...・ 7

砂 6 月分 ....... .. .. .. ・e ・ 8  

砂 7 J'l分 ー・ ー……一 … 一一一・・・…… ... 9  

"  8 月分 e

"  9 月分

10月分
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. o.  

Z玄 告

昭和36年度役只選任 ・ ・ ・ 4

監事ならびに評E農民 当選お知らせ 0 ・ ・ 4  

昭和36年度理事会務分掌 ... .. .. . ー. . .... 5  

近畿建策会館設立資金借 入金の

一部抽せん償還 .. .. 5  

昭和36年度収支予算 ーー …  ・・ 5  

会員の受賞 •••.. •• ••. ・0 ・6，8，11，12

昭和36年度中国支部選出評扱貝当選通知 一 d

会館基金えの寄付金受領 一 ー e ・ 6，8  

通常総会決綾報告 ー ・ .. 7  

昭和35年度事業報告笹川… 0 ・u ・ H 司・・ 7  

昭和35年度決算報告 ー ー・ 7  

昭和36年 度中国支部役貝新任通知 7  

第 2 回欧米建築事情筏祭団募集 ・ ・..... .... 7  

要望書書提出 ーー ...... ........ ... .. ....... .  8，9  

理事の辞任と逝去 .• •.•• •. •• ・ ・ 9  

創 立45周年記念事業の実施についてー 0 ・11

理事の補選 ... ..・ ......・ 0 ・0 ・.. .・ ・ 7，12 
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松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 本 社 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖



松 下 電 器 産 業 株 式 会社

本 社 事 務 所

会 長 室

社長応接室

家 具 製 作

株 式 会 社

大 阪 越



松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 本 社 事 務 所

会 長 室 造 作 塗 装 工 事

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

天井・壁裂地強およびクロース陥

亀 井 株 式

. 6.  

コヨE 社

株式会社 三 木 塗 装 庖

給排水衛生消火栓設備工事

株式会社 林 エ 業 所

7  



塗 装 工 事

株 式 会 社 中 村 塗 装 居

ソ フ ト ン タ イ ル

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

松 下 電 器 産 業 K K

本 社 事 務 所

参 与 室



松 下 電 器 産 業 K K

本 社 事 務 所

受 変 電 設 備 工 事

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

天 井 照 明

栗 原 工 業 株

1 階玄関ホ ーノレ吹抜天ti'!! i日明

式

. 6.  

=  
社



汽 缶 設 備 室

松下電器産業 K K本社事務所

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

冷凍機およびヘ ッダ一群

10 
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順 慶 町 和 ビ ノ レ

設 計 東 洋 不 動 産 K K

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

11  



ア ル ミ サ ッ シ

ス テ ン レ ス サ ッ シ

スチールサ ッシ/ ドア

大 阪] ( 建 三材 工 業 株 式 会 社

シ ャ ッ タ ー 納 入

硝 子 工 事 施 工 株 式 会 社 橋 本 硝 子 庖

12 

順 慶 Illj 三 和 ビ ノレ

.凶



順 慶 町 三 和 ピ ノ レ

1 階営業室

電 気 工 事 栗 原

リノリューム・リノタイル使用

工 業 株 式
. o.  

コz 社

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

13 



全 館 天 井 材 納 入 ・ 施 工 株 式 会 社 山 本 建 材 社

T  E  L  (54)  1861- 5. 2131.  2233.  7060. 7161  

順 慶 町 三 和 ピノレ

ウオルナ ッ 卜板目 0.9務単板貼ファンシイパネル レオ柾O. Ｙ ｾ 係 単板賠 ， ファンシイパネル

14 

各階重役室および 1 階銀行営業室柱

応接室間仕切 マガシロ柾ファンシイパネル ( 一部有孔)

朝 日 特 殊
. 6.  

口

川川/ ! メ

板 株 式

..，，_ 

コ'"

1 階銀行営業室壁画

社



順 慶 II IJ 三 和 ピノレ

アスフ アルト防水工事

内 外 工 業 株 式 会 社

電気時計 ・拡声器装置設備

川 崎 興 業 株 式 会 社

造 作 工 事

有限会社 サ ン エ ス 工 芸 社

空 調 換 気 設 備 工 事

地下 2階機械室・機関設備

タチカワの電導式ブラインド

立 川 ブ ラ イ ン ド 株 式 会 社

須 賀 工 業 株 式

地下 2階俊械室 ・空調設備

.6ー

τ'" 
社

15 



貯 湯 槽 2 缶

No. 1  750φ x 2，400L 

No. 2 1，000φ x  2， 4000し

暖 房 設 備

16 

日
土土
，、

株 式 会 社

‘' .1>. 

r p  熱 機

順度 ｾ IUJ 三 和 ピ ノレ

衛生工事関係機械室 ( ポンプ類ならびにガスメーター〉

大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

材 株 式

. 6.  

τE玄 社

サンレ ー 全 11 到 比 例 制 御 式

ロ ー タ リ ー オ イ ル パ ー ナ

G P  No， 2  F P RG. I D !¥<J_ 2  fi' 

GP  No.  3  F P R G-I D 必 l fi'

( 鋼鉄製セク ν J ナノレ ボイラ lζ

取付)
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C  V  2000 オミンドハ ー ド ボ ー ド 用

C H2  オミンド

そ の 他

1 7 0 種

G s  

G 100 

オミユ/ ド

場ミユ/ ド

用

ビ ニ タ イ J レ 問

サ ラ ン 同

木 材 構 造 用

井反粧イ七K  

C Z  

埼玉二/ ド

オミンド

木

テ ッ ク ス 回

ボ ー ド m

セメ ン ト モ ル タ ル

補 強 用

宕ク342ト用

用工

K R  

ド工場

電 話 ( 2 3 )  2047.  2057 (代 表)

電 話 (241 ) 5 5 2 4- 5 .  (直 通)

電 話 (241 ) 2 1 9 1- 4.  2  5 4 1  

電 話 ( 5 3 ) 8 1 3 1 - 4  

電 話 ( 4 ) 0 9 7 6  

ポ ン ド

22 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン

営 ! 大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地

業 | 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地

i 分 室 ・東京都中央区日本総本町 1 丁目 7 番地

所 | 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 8 丁 目 3 樵 地

札 帆 市 北 四 条 束 1 丁 目

工 場 大 阪 ・ 東 京

E  

製 造 元

オミンド

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

タ テ ハ ヤ シ 商 広

京 情 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 話 @ 4 4 6 8  

岡 田 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 西 稲 井 町 2 ノ 1 2  

司! ! 古⑬ o 1  2  1 ・ 2 0  5  7  

株 式 会 社 名 建 商

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

電 話 ⑧ 1329 .  2106 .  2817 

d与

τ E  

社

電話 @ 6 1 7 6 - 9

11m (j) 2201 ・23ω

社

1tl飴 @ 228 1- 6

電 話 ② 7911 ・8169

旬 結 ① 1 2 2 5 - 6

② 5 5 6 6 - 8  

関西三星タイル会員

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  

蔽車出強所・ 岐 邸 市 竹 I呈 町 2 7  

青 盛 建 材 株 式 会

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3

福 岡 ・ 福 岡 F廿 万 行 寺 前 町 1 4  

株式会社ー 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 峨 沖i j i並 5 ノ 3 5  

旬 以 ⑬ 5  4  0  8 ・5 4  8  6  

商 庖

砂 町 5

11!l1i  @  0207 - 8 ・4836- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 絹 江 大 通 l の 1 9  電 話 ⑧ 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長l l l . l藷，i)j 2  J  20 (道制服1U仰白111)

1tl !k ⑮ 倒 71 - 2. 0371 ⑫ 76倒

京都営業所 京都市中京区河原町山川下 ル 電 話 ③ 3 2  7  7  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区d 日 本 陥 筋 2 ノ 3 6  

11! lk ⑬ o  1  3  7 ⑧ 3 2 8 6  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 bll 区 fu 回 町 1

・世話 ⑤ 2  6  9  7  ・2  1  4  0  

広

f呆

区 民

久

市 北

株式会社

大 阪
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近 代 建築に

もっ とも

ふさ わ し い

ザヲヨート

ｾ＠

'  

日 ・米 ・英 等 17 カ 国 の 特

許 に 結 ば れ る 多 彩 塗 料

華 や か な 多 彩 模 様 か ら

落 着 い た和 壁 模 様 ま で

西 洋 建 築 に も 日 本 建 築

にもピ ッタ リの 塗 料 で す

関 西ペ イ ン ト株 式 会 社
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2.  

分離vit ・建築会ーその正誤と自注… ι ・H ・H ・-…. . .・ H ・- … 滝沢 真弓・・・39
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1 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 本 社 事 務 所 |  

新本社事務所は、 大阪市中心部から東へ20分あまり 、国道 1号

線をはさんで同社の門真工場と相対している。

建物は大きく 2 つのプ ロッヴに分けられる。

1. 本館 ( 事務所棟〕として。

.. いわゆる本社事務を取ぬう役員室および本祉事務

室。

b.  急テンポの録媒の更新. 増肢に備えてかなりの面

積の予備室 ( 位計当時各階一部と 3 階全部)

2. 第一別館として。

. .  多目的 〔会議，教育. P  R. 厚生) に使用される

集会室。

b.  隙員食堂，特別食堂

C .  冷暖房等縄被室 ( 地下)

等が配置された。

計画に際して同社から機能上のいろいろな条件の鍵示の他に，

次のような事項がとくに要求された。

1. 比較的安い地価であるため得られた 「広い敷地」を生かし

て，都心では建てられないような事務所であること 。

2. 松下電器という企業の性格から，第三者に威圧感や強い個

性をおしつけることのない建物であること 。

3.  当然のことではあるが . l t 段費維持費を復力低くするよう

配慮すること 。

これらの要求を具体化するために，低層のもの，高層のもの等

多種の基本型について畏時 日にわたり検討が行なわれ，機能的に

は融通性のある平面ならびに段備計画，感覚的には自由な空間を

得ることにつとめた。

21 
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本館 ・ 第 一 ｾｉｊ 館

股針監理 日 建 段 計 工 務 K K

範 工 K K 竹 中 工 務 底

中 庭



玄 関 ホ ー ル

天井絡子天井( 泡地)

ｾＺベ ニ ヤクリヤラ γ カ

一( ウオールナット)

松一

出 。mみかげ

株 式 会 〓

所 在 地 守 口 市 八 雲 下 山

規 I!.¥ 本 館 ( Ijl 務所) 鉄筋コンクリー ト造

地上 3階

建築商憤 4. 016m
2  

延 前 的 11. 応4m2

第一別館( 食常，集会主〉鉄筋コン

クリート造地上 2 階地下 I 階

拙策面術 L 660m
2  

延 面 積 4. 668m2  

その他 ( 可= 術他)

ｾ策面 ｬｒ 472m2 

延 而 W 594 m2  

総剖l築而W 6.  148m
2  

総 延 面 的 16. 916m
2

工 期 1960年 4 月- 1961年 4 月

仕 上 梁 柱 モ ザ イ ク タ イ ル4 0 mm角

!i! テラカァタタ イル

( 2丁娯〉

サ γ シュ スチー J レ片引 A H目ガラ

スプノレー ベーン。

23 
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松一
株 式 会 社

集 会 室

天 }I' : 7 ) レミ阪

日空 耳ULt l ラワンベニヤ

クリヤラ y 力一

床 P タ イル

集会室前テラス

天井 鉄骨枠 lζ T J レミ波叡

床 磁 摺 タ イル
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職 員 食 堂

天井 白ラワンベニヤクリヤラ

ッカ 一 部布 貼

ぽn バネライト 一部テラカ iノ

タタイノレ

床 : p タ イ ル

食 堂 前 ポ ー チ

天 011' :  7 レ ミ 滋 板

w  磁; *} ｾイル
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司品

民 一 園 町 冊 目 町 叩

股 骨十 東 洋 不 動 産 K K  

施 工 K K 鴻 池 組

27 



上 銀 行 営 業 室

S 銀 行 支 庖 長 室

28 

下・ 1 階 エ レ ベ ー ヲ ホ ー ル

N 銀 行 支 庖 畏 室

段計監理 東 洋 不 動 産 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組



地 下 2 階 ( 407.  59Tf. )  

l 機 械 室 2 工 務 日 笠

3  Hl 主I 室 4 発 泡 機 室

5  fr hIl 6 鹿 峻 焼 却 百

7 従 業 u 室 8  H  企 w  

• 
2 階 ( 223.04同)

l 事務主上司" 吹抜 2 ヱレベーターホ ール

3 湯 沸 宝 4 9J 子 用 便 所

5 女 子 n J 促 所

地下ガレーヂ

所 荘 地 大 阪 市 南 区 限 度 町 通 り 4の25

敷地面積 573坪

梼 造 鉄骨鉄筋コンクリート i告

辿築而f立 41O. 72li' 

延 Tt II 似 4557. 9ゆfI'

外 設 外 壁 タイ J レ貼 り1m口部 T J レ

ミサ γ シュ l 階住但ミカゲ

石本陪き

技 玄 関 ホール廻り

天 ) 1 ・アルミニウム

!畳 ・大 理 石

床 ・テラゾー

貸 '11務 宝

天井 ・プラスターボード ，

ビニールペンキ塗仕上

堕 ・プラスタ ー塗

床 ・リノリウム

r i *  陣 地 下 1慨に 1'1動 'l i l 6台収容

の' " 仰がある。

n 合 JiJI 地 2 隣 IC 1  ｾｩ 位 Ｘ ｴ 干 Ｍ ＲＵ 坪

程度の H倉bit の設備がある。

設備概要

( 1  ) ; [ 1気設備

照明j 設 備 全 館 後 光 iJ 弱; [1設 倒

HiJfi 線外線約400回 線 火 災 笹 報装也

( 2 ) 冷暖房換気設備

全市{ セントラ ルシステム IC (1，る冷暖

m設 備および '1' 而j聞における換気設

備完備

( 3  ) 衛生給排水設備

( 4 H J . I 砕機設備

客用 エレベ ー ター 15人乗 321， 

( 速度150m/ 分地 1 - 昆階まで各階停

止，ただし ｕＮ ｾ のみ地 Ｒ までＩ

( 5  ) 消火栓設備

ｊｾ Ｎ 内各階消火 ｊ＾｣倒 l召外サイアミー

ズコ 不クションウオ ールハイドヲン

ト設 備 地 l 階1王W MI IC スプリング

テラ ー設 備

地 下 l 階 (410. 93時)

l 貸 日; 舗 2 ガ レ ー ジ

3 エ レベータ ーホ ール 4 礼 { 転 手 控 宝

5 企 "1 6 ;!) JOI( 

7  7 ア ン ル ー ム 8  )j If 宝

円

H

U

-
-h

u

u

 

円

l

u

--

門

川

υ

h

l

u

 

--
門

川

U

門

川

N

U

--

〔

H
U

門

川

U- ・ 圃 ・

3  - 5 階 ( 424. 70呼)

1  1王 室 2 エレベータ ーホー ル

3 湯 沸 宝 4 J) 子 用 使 所

5 女 子 川 便 所

( 6 - 9慨も問問iの階段以外はとれと問じ)

圃

1勾

階 (410. 72坪〉

存 淵 2 予Jl 務 所

エレベ ーターホー ル 4 附 底 宝

9J 子 用 使 閉i 6 女 子 m f i ! ! 所

室言t屯
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エレベーターホ ール
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都市改造のためのプロダクション

各地で都rli を改造する乙とが検討され ，ほ欲的な市民

のエヰ、ノレギ ーによる共同建築も中小部TITを'-1' 心lζ ，さか

んκ 実施されている 。

一方では ，また大学研究室を中心IL各種の侃市の未来

像が提案さ れ， 建築関係誌から一般商業辻、まで取上げら

れて世間の話題をにぎわせている 。

各都市には ，それぞれ特徴があり ，各提案にはおのお

の ， 主張と独自のｾ Ｎ ［がもられている 。 これらを結びつけ

るための努力が今一番必要な ζ とであろう 。それには建

築の技術も法律，経済もいる ，さらにも っとJよい将来に

対する見通しも必要である 。

者 ｲｮｬｔ の改造を玉与 ｉｉｾｉｌ 笑Ｚｬￆ Ｑζ 移すプログク ν ョ γ ， その

実現が望まれる 。市民のエヰ、ノレギ ーをlii nlT改造実現の た

めにみちびき，将来像を只現するための機関として。

( F  u)  

施 工 条 件 と 使 用 条 件

たたみと女房は新らしいほどよいといわれます。消費

を強いられる現代では布くなれば，取り持えてしまえと

いう ζ とになるでし ょうが ，11寺代をふんだものにはまた

別な風絡をｾＪえたものもあります 。

リパイパノレブ ームという乙とでし ょうか。われわれが

新築の主主物に入 って，わが社の製品がもとわれていると ，

嫁入りした娘を見るよう K 心配なものです。手人法が間

迩 っていた りすると ，ち ょっ と説明しなければとい う気

持になります。ましてや設計者となれば，なおさらのと

とでしょう 。

建築材料は， 一般に特別な技術を要するものは少なく

なりつつありますが，施工条件がおii ] わないとうまくい き

ません。もちろん上引け家の苦心によるものですからめっ

たな事故はありません。 しかし竣工後どういう状態にお

かれるかについては ，.芯L外』乙無関心な場介が多いのでは

ないでし ょうか。たとえば床材では ，人がま ったく通ら

ないととろ 。 外気 ｩｌ｛ の ｊ［ｾ 粋を受けやすいととろ 。 土問 で

地下水位が呉市1Lr: ' : i いところ 。その他使用条件は千差万

別と考える必要があります。

施工法は次 ｾｈｕｪｪ Ｎ 純化されていますが，材料の選択は

それに伴 って複雑にな っています。まことに泣かなど| 侍

世とな ったものです。 ( MA)

歴 史 と 自 制

「新しき ｾＧｉｌ 新しい努力」常に要求され ， 生まれ ｕｊ る

創造ブJ ，ζ の基:Jーを追う中 IL忘れる乙とのできぬ与えられ

た造形に対する本質的機能と要求の理解。これを印象づ

けることにおいて， 世とともに味わえる吾々の存び。

『歴史は物語 っている」。あらゆる時代に佃i他あるもの

と考えていた形態，ひとつの過程，形としてすぎさり現

代建築の法とな った。そして椛成的創造力も発揮できる

一段階に達し ，社会的にも関心を集めている今日 ，との

塊を試金石となし，組織，制度の ，広大を願い，なにか

ー頁を支えしたいものだ。

Jli j t f l : の努力，良心を忘れ，営利 IC走り ，社会面をにぎ

わしている議ら，一部Iζ 自滅し倒れ，新隙代謝を繰返して

いるとの現実は ，対岸の火事として済ませ得ぬととだと

思う 。

しかし ，医僚制度のような方法もよいが，必然的に技

術者の良心， 順法村事1
1が守れる広い輸が生まれでるよう

念願して ，庶民:IC遅れぬ心掛から育てていきたく思 って

いる 。 ( HA)

孫 ヲ|

英語でジ セイアシテ ィズム 1=1本語でいえば 1': 大主義

というのだろうか。 日本の建築家はマスと )J で表現され

る造型的i U l 築に特別の岡山を持 っている 。それはまた コ

ンク 3 ー トH 1 & しの好みにも共通する 。

最近しらべる乙とがあ って， r新建築J 1L 1以虫されて

いる TIT庁舎の例を抜卒した 。まさに 30lC近い新iliJr合が

発表されている 。そしてそれが全部とい ってよいほど，

コジクリ ー ト打放し生地仕上の外装だ った。

お次は ，ノレイ ・カーγ の錠風が日本rl"1 L 吹きすさぶ乙

とさえ予言 しえる 。建築家のなかにはオリジナ ノレを誌に

理解 し，その影響を受ける人もあろう，それは当然の乙

とであ ってよいのである 。 しかし論文にいう係引の上 lζ

係引を加えるようなことは建築家のなすまじき乙とであ

る。コノレピ ュジェはフラジスの生んだ俳人だが. ブラ γ ス

のE113真剣r.f，.Uζ コロの模作や係引がいかに少なくないか。

彼等はやはり大人である 。 ちなみに Ar chi t ect of  U-

nl verr se とは万物の造物主の1主である 。 ( KI )





建 築 運 動

西 山

明治になって西洋の建築技術がとり入れ られ，新設さ

れた工部大学校の造家学科から新しい| 時代の建築をにな

う人与がつぎつぎと卒業し，やがて彼等によって75年前

造家学会( 今の 日本建築学会) が創立されたとき一一ー

大正になって大都市の発展につれて建築が社会的，都

市計画的につかまれねばな らな くなって，建築と社会の

結びつきを主張する人々が大阪に日本建築協会を設立し

たとき一一

そして現在の建築家協会の前身である日本建築士会が

設計監理をする建築士の資格を公的 K 確立しようとして

活動をはじめたとき 一一

乙ういった動きはそれぞれ建築関係者がそのときの社

会的な矛盾を解決しようとして生れたものであ ったが，

普通には「建築辺勤」という風にはみられていない。

いわゆる「主ｾｾ道運動 ｊ といわれるものは， 日本では

1920年に旗上げした分離派建築会にはじまる} 速の建築

家居の勤きのようなものをさしている。それは同じく建

築界の惰性的な時流K. 反抗するi J i J J きではあるが，主流に

対して問題をなげかける，いわばアウトサイダー的，野

党的な立場lζ たつ迩i J i J Jのようである。

分離派建築会の主張や行i J i J Jは，ちょうど当時，第 1 次

位界戦争の直後， ヨー ロッパでもあ らわれた建築造形を

観念的，主観的に追求した表現主義のili 動に通ずるもの

であるが，それまでの様式折衷主義的な日本の建築に対

して，はじめて集団的な形をとった様式改革の芸術運動

であった。大戦後の時況のなかでのデモクラシーの風潮

の昂揚，関東大震災，復興と建築界の活況，といった情

勢のなかで分離派κ つづいて，いくつかのグループがそ

れぞれの主張をかかげて名乗りをあげた。乙れが日本に

おける「建築巡動」の第 1 の昂揚j切であった。しかし，

時日の経過とともに迩動の内容も少しづっかわ っていっ

た。いくつかのグループのなかで， 分離派におくれて

と Ｈｾ＠ • • • • 

gp 

19231+，. 1( 結成された創字社は割 l乙長命でもっともi注目さ

れるものの一つである。乙れは「学士嫌ならお嫁をやろ

か」といった言葉が適用した時代の東大の秀才たちで行

なわれた分離派とちがって，より在野的な低い胞の人た

ちで組織さ れたといえ よう が，時代の風潮をそれだけよ

りラディカノレに反映して社会批判の立場をより Ij)"]ii lll にし

ていた。震災景気の終末， 1927年の金融恐慌，つづいて

29fjoからの本格的な不況の深刻化という情勢の発展につ

れて，下居技術者にとっては「建築理論および技術の獲

得」といった目標だけでなく，自分たちの生活をまもる

戦いが求められていた。 ζ の情勢の変化に対応する辺助

の発展は ，1930年の新興建築家連盟，1932年の青年建築

家連盟 ( J A  F，のちに建築科学研究会 と改組) ， 1933年

の青年建築家クラブ という線を経過する乙とになる。

新興建築家連盟は，ニューヨークの株式大暴落につづ

く世界的な大恐慌が進展す るなかで，これを敏感にうけ

とめた若い進歩的な建築家賠の古いアカデミズムや資本

主義社会への批判をふまえて，建築芸術の革新か ら生活

|狗術までをふくめた巡動として，それまでのさまざまな

建築運動の活動家たちを統一するものであった。しかし

活動家たちの条件は，つまり統一を生みだすほど単一で

なかった上1 ( ，若い人々が乙うした統一的な力をつく

り出す乙とをおそれた建築界の支配居からの干渉が加わ

り，それは挫折した。そのあとにとりの乙されたより下

積みの屈によって J A  F がつく られた。それはさらに

「合理化J の嵐のなかで「技術の獲得」によってよりど

乙ろを得ようとする願いを乙めて「建築科学研究会」と

いう形にととのえられた。日本建築学会というような組

織が存在するにかかわらず，このような研究を目標にか

かげる団体がつくられたととは，学会がアカデミーとボ

スの支配する官僚的な組織に変質してしまっており，社

会的，生活的不安と役にたつ技術を身につけたいとする

願望のと り乙とな っている人々に答え得る能力を失って

いたという欠陥をあ らわしていたといいえよう。彼等は

学会で問題にならないような新しい傾向や身辺の複雑な
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問題をとりあげ，若い人身の ｉｾ 心に乙たえた。その結果

それは何 らかの綱領や主張をもって社会に働きかける述

ｾｦｩ ｽｪというよ りも，科学的な研究 から生活・のととまでふく

めた切実な問題を語りあう緊衝なグ ループの活動という

性絡をつよめていった。だか らそれは，やがて「研究」

をかかげて聞苦し くするよ りも， もっと気楽に語りあい

交流しあうものにした方がよいという立見によっ て，

1933"1 ' . ( こ「青年建築家クラブJ ( c 改組されていったので

ある。労働組合といった組織もな く，下居技術者が自ら

の生活を確保する何のより ど乙ろもなかった時代lζ ，そ

れはそういう機能をも幾分もっていた。けれども，あら

ゆる人民大衆の「辺助」を抑圧しようとしていた戦前の

治安E警察の攻撃K さらさ れた結果，乙のような最低のグ

ノレープ的な集団活動さえも存立しえなくなり， 34生f-.には

背(，1:. 建築家クラブも消えてしまった。

乙の創字社一一新興建築家述盟ー- m科一一一青年建築

家クラブ，という発展の系諮とは別に，建築芸術の改革

迎動 lζ 一石を投じた分離派のうどきにつづいて芸術革新

の線にそう巡i WJ も若干進展した。ヨーロッパlζ 進行しつ

つあった近代建築への様式革命κ 対応し，またグロピウ

スの呼びかけに呼応したようにもみえる「 日本インタ ー

ナショナル建築会」が， 1927年lζ 分雌派の若干のメンパ

ーに大阪在住のより在野的同位代建築家を入れて結成さ

れた。乙れによって豆腐を切ったようなガラス張り建築

のインタ ーナ ショ ナノレ様式の建築の普及が促進された。

また青壬ド建築家クラ ブがついえ去り，日中戦争が進行し

ようとする なかで， ドイツ工作文化辿盟を予* t C したよ

うな 日本工作文化連盟という団体が1936i j'. tC結成され，

往築家がその指導的役者lを% している。これらはすべて

建築芸術運動の性格をもっていたといえようが，分離派

がショッキングであったほと. の生彩はなく，またヨーロ

ツノ f でノミウハウスの活動が注視され，国際近代建築会議

(C  I  A  M) のうどき が耳目をひいたよう な革新的運動と

いう評価をなしえない。それはし1，4 ; : の建築芸術の明治以

来の特殊な発展の性格からくるもので，結果としては従

来からの建築様式に若干の新味とヴァリテーゾヨンを提

供する「穏健」な運動でしかなかった。ただ li抗争の進展

は，ダヴインチ股がイタリアファッショの宣伝! こ なった

ような経過をたどって，乙うした上品な芸術運動もやが

て存立しえな くしてしまったのである。

このよう な経過で戦前の「姶築述動」が消滅したあと

に敗戦がやって来た。戦後の民主化がはじまった。

かつ て「建築運動J をやった人たち，それらにはまだ

若くて参加しなかったが新しいが ￭ｾκ 何かしなければ な
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らないと考えたより若い人たち一ーとれらの人たちが，

建築学会や建築協会といった既成団体の外 ｾＡｉｈ｣ ，方々で

クツレープを結成しはじめた。創字社，新興建築家述盟，

ｾ科なと・の運動 ｬζ 参加した人たちをふくめ，その流 れを

ついで社会的関心のつよい， したが って 11本の民主化の

中での建築のあり方を一審問題にしようとした人々によ

ってつくられた「民主建築会J ，より若いむしろ工作文

化述盟の流れをうけつぎ，大東亜共栄倒的発想から脱皮

して，新しい課題 lζ マッチする近代建築をっくり出そう

とすると乙ろに力点をおいていた 日本建築文化連盟，そ

のほかさまざまな団体，グループがつくられた。乙れら

に関西で結成さ れたグルー プである関西建築文化連盟な

どを入れて，住宅営団の解散にまつわる住宅政策κ 関述

して政府 lζ 抗議するためつく られた建築民主団体連絡協

議会が契機と なって，やがてい くつかの団体は新日本建

築家集団 ( N A  U)  ( こ統合された。 1947 (..1 のことであ

る。

しかしー方では，朝鮮戦争 lζ 露骨なあらわれをみるア

メリカ滞国主義の戦争政策 lζ 援助された反政j コースの強

化[ζ よっ て，一方では戦後の建築復興の過程が新 しい建

築創造の問題を ζ れらの建築家 lζ 仕事として与え，その

現実との個別的接触からくる忙しさ，意識のズレ，部分

的な妥協などを通じて， やがて N A U の巡1i IJ は低調化

し，尻切れトンボの形になってしまった。ただ， N A U  

がその迩動のなかで基本的な組織としてつくったいろい

ろの班や分科会一一ー大学の研究室グループ，学生や同期

世代のグループ， 農村建築研究会，女性建築家の会( ポ

ドコ ) ，建築事務所員懇談会，地方的 ・地峻的クツレープ

〔そのなかには最後までの乙り ，最近 「新建築家集団」

( N  A C ) と改称して活動している大阪支部があ る〕

ーーといったもののうちのいくつかが N A U の活動が

下火になったのちまでも独自の要求にそって活発な活動

をつづけてきた。乙れらは，それから後にあらわれたグ

J レープをもふくめて，団体の独自性を基礎にしながら述

絡を緊街化するため建築研究団体連絡協議会 (建研連)

をそののちに結成した。乙の組織は，その活動を総括し

た「建築をみんなで」が出版された乙ろ，もっとも活発

なう ごさをしていた。乙れはより現' 丈lこ即した運動のj彰

lζ N  A U が発展していったものだとみてもよいかもし

れない。というのは，既存の大組織ではみたさ れない少

数の人々の共通な目械をもった緊密なグルー プによる 自

主的な活動は，矛盾にみちた社会と故例! な正s3l );界のなか

になげ乙まれている建築技術者問の| 昔Hc ，つねにもり 上

ってくる褒求であり，それ らを蕊礎として基本的な自主主

による統一戦線を形づくるという乙とがi ' I 発的にっくり

出されていたからである。

と乙ろがｾ研述を構成する単位団体は，学会 ｬζ 近い研

究団体，あるいはその細胞といっていいような研先グル
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ープといったもの，ｾ築という文化活動の ｬｦｩｩ で組織され

ているものの職場のコマギレ分散のためにその結成がは

ばまれてい る技術者の生活権をまもるための労働組合と

いった性格をつよくもつもの，あるいは同人的なグルー

プといったもの一一 いろいろの色合いと性格を もってい

た。乙 れ らのグループを何か統一行動にうどかしていく

条件がなかったら，その組織を強、聞に保持していく乙と

はむつかしい。 FI; ，ドの民主化とか建築界の民主化，建築

芸術の革新とか，人民の建築創造とい ったものは， 最大

公約数的』ζ 乙れ らの タ}レープの共通の関心であるといい

えても，それを もっ て行動を組みたててい くほどの具体

的な内容をつねにもっているとはいいえなかった。その

ため建研述を構成している単位組織のなかには若干の消

長があ り，今も立派に組織として活践しているものがあ

るのであるが，全体としての活動はその後消極化し，い

わば分解し消滅していった。その後， 5期会といった同

世代グループの結成 _i 例の会J といった社会的宣伝のた

めの活動が行なわれているが，それらの活動はいずれも

散発的であり，むしろそういった組織をi構成する個人の

社会的な働きかけ，個人的な活動につねに解消してしま

う形をとり ，一定の綱領や目標をもって建築界あるいは

社会に持続的に働きかける迩勤は生まれてき ていない。

たまたま 1960年日米新安保条約締結に反対して示され

た人民の大き な抵抗のもり 上りのなかで「民主々義を守

る建築会議」という団体がつくられ，一つの統一行動が

行なわれた。しかし乙れは将来にそなえて述絡網をの乙

しているというものの，その場かぎりの一つの カンパニ

アであり， し かもｾ築家 が やったというだ けで建築のな

かに問題をもち ζ むものではなかった。つま り建築j j ! WJ

とはいいえないものであった。

以上，日本でいわゆる建築運動といわれてきたものの

歴史を順をおって私見を加えて簡憎 にのべてきた。では

ー休「建築迩動J とはどういうものをさし，また どうい

うものであるべき なのであろうかι

「建築巡動とは，建築文化の領域で行なわれる迩1i J J。

各個人が自主的に参加するが. 建築家のある屈の集団

的な動きであり，だから歴史的必然性をもっ ており，

社会の発展に対しきわめて有芯義な役割lを果すもの。

その昔の建築学会や分離派建築会のうどきはそういう

ものであった」

私は24年前，乙の「建築と社会」誌上にわが国の建築

運動をふ りかえっ てみて乙う かいた乙とがあ る。

労働巡動，社会運動といわれる人との集団的なう どさ

は， 社会のなかに内在する矛盾が原動力に なっている

が，それは既存の秩序がその矛盾を自 己の内部で ( 上か

らの発ぷで) 解決 しえな くなったとき，つま り古い体;1iI 1

が社会のがj進，発展への経槍と なったとき，乙れを克服

するものとしてあらわれるいわば反体制的な，少なくと

も支配休;1日lに対する強力な批判をふくんだ動きとみてよ

いであろう。 乙れが建築の聞にあらわれ るものをー応

「建築迩動」と しう るだろう。

ただ乙乙でもう少 し厳訟に考えてみると ， ￭ｾ 築文 化

の領域で」とか「建築の面にあらわれる」とかいうこと

の厳告な意味が問題である。

たとえば，分離派の迩切J や，ヨーロッバ，アメリカに

おける 20年代から30年代にかけての近代建築lii !( 立j切にみ

られる芸術革新の うどきといったものは，社会の発展が

もたらした建築芸術のおくれを打開し，そのEE4求により

適合したスタイルをつ くり出すものとして，古いア カデ

ミズムの強力な抵抗があったとしても，結局その目的を

貫徹し，建築の部面でその成果を実現したといえるもの

であ り，建築の領域における巡1i J J として一応首尾完結し

ているもの，つまり正真正銘の「建築運動」であったと

いえる。

しかし，建築をよ り合理的な らしめるためには，建築

の存在を規定しているさまポまな条件にまで追求をすす

める ζ と，たとえば都市計画 lζ 対する体制を整備改善す

ると か、住宅政策の展開を推進すると かいっ た，いわば

町づ くりの迩! l i 1 J ，あるいは住宅巡動とい ったものまで手

をひろげな くてはなるまい。けれどもそうした問題は建

築の是非善惑に根本的にかかわっ ている問題であるとわ

かったとしても，乙のような問題にと りくみ「建築」の

領域からはみでてしま ったといえそうな社会的な問題に

述動をひろげてい く乙 とを 「建築連動」というべきかど

うかーーという問題がおこってくる。従来の概念では乙

のようなものは必ずしも建築巡動とはいわれていなし、。

それでいし，のかどうかという問題がでてくる。というの

は， 乙のような問題を除外して， 建築の内部だ けで，

たとえば建築芸術の革新といった建築の内側だけで定結

するよう な問題が，現在存在すると恩われないからであ

る。

むろん現在でも建築芸術の領域に矛盾は存在する。だ

から乙 そつ ぎつぎと新しい何某主義が建築ジャーナリズ

ムにとりあげられ，多少とも生産技術や社会的条件の変

化に対応する新しい課題と解決が報じ られる。けれ ども

乙れ らはよく青争視すれば，多少とも合理的な理由を付し

た流行様式の交替以上の意義を見出すことは困難である

し，建築家の相当の部分をとらえておさえ難い自主的，

集団的な行動へか りたてる力を現在に おいても っている

とは思われないのである。したがって，乙のような領域

に，乙れからの建築運動の展開を求める乙とはまったく

見当ちがいといってよいであろう。
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もし将来の「建築運動」を考えるとするならば( それ

では果して建築運動といいうるか否かは別として) 建築

のなかだけでコトがおさまりうる問題K 限定して考える

のではなくて，建築家，建築技術者がすすんで社会との

ふれあい，かみあいのなかで進めようとする巡動を考え

なくてはな らないであろう。このような観点か ら建築界

をとりまく現状をみわたすならば，そ乙』ζ 建築家たちが

とり くむべき 無数の問題が発見される。

4  

私は さき K ，運動という以上，それは 11=1い秩序ないし

現存の体IljljK対し批判的なものであるといったが，資本

主義体Iljl lが世界史的にい って人類の幸福な発展をはばむ

極措と なりつつある一般的危機以後の現在において，多

くの問題は乙の体制自 身のもつ岐本的矛盾と からみあっ

て，体制自体の変革と切りはなしがたく問題になってき

ている事実をみのがす乙とはできない。そのつながりを

窓識せず，目前の解決ばかりに目をうばわれていると .

改善は見当ちがいとなり，歪1加されるか，失敗するかが

オチである。

池田内閣の国民大衆を犠牲に した高度成長政策は現在

重大なつまづきをみせている。その結果，乙乙数年間の

さかんな設備投資を背景κ っくり出された建設ブームに

も陪影がなげかけられてしる。それはそれ自身として一

つの問題を建築界K 提起しているが，一方，日本資本主

義の死活的な要求といえる技術革新，設備の近代化は日

本の都市の開発. 再開発を要求し，国土の構造の大巾な

変革 ・変貌，生活環境の無残な荒廃 ・慈化を推進させ，

国民に とって重大な問題をっ くり 出しつつある。乙乙

2 ， H T:ニ来， 日本の都市の将来像K 対して建築家たちか

らさま ざまな提案が一つのブーム，あるいは巡動とうけ

とられるようなまでの形で行なわれている。乙れはそう

いう事態の進行に対する一部建築家の索中卜な反応と みて

よし、。また乙の過程で，たとえば「メタボリズム」とい

った若干のグループの結成さえみられる。しかし，それ

らはその規模においても深さにおいても「運動」といわ

れるよう な性格を獲得 していない。

けれども一方，乙うした情勢lζ 関連して，現実に進行

している海岸埋立てや都市再開発，大住宅団地や工場団

地の建設など多くの問題を含みながら強行されている事

業にたずさわっている建築技術者や職員のなかで，その

実務の体験のなかから日本の都市，国民の住みかをも っ

といいもの lζ っ くりかえていくカをどのように結集して

いった らよいかという問題が，切実なものとして提起さ

れはじめている。現実の社会がもっ矛盾，それがも たら
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す歪曲された都市の発展， 日本人民にもた らす不幸ー一ー

を排除し解決したいという乙の要求は，いかに して現実

の力にかえていけるであろうか。乙れは一つの例にすぎ

ないが，明 らかに新しい巡動をおしすすめる基盤がそ乙

に存在することを示しているといえよう。

だが乙うした矛盾の解決は，そのゆきづまりを生み出

している現在の日本の政治 ・経済体制をどうかえていく

かと いう根本的問題K 結びつかねば，その道をさがす乙

とはできえまい。建築創作や設計の問題，建築技術の枠

内だけで，あるいは建築家たちが政府や権力者たちと交

渉をもっとい った乙とだけで解決しう る問題ではない。

むしろそうしたワクをのり乙え，乙の矛盾を生み出して

いる線元にたちむかいうる本当の力の所在をつかみ，乙

れと結合してい くという ，それ乙そ建築のワ タをの り乙

えた大運動の路線を設定しなければ問題は解決されず，

本当の建築の改善もあ り得ないであろう。

私は さる 10月，静岡で行なわれた第 5 回自治研全国集

会に参加 した。自治研というのは，地方自 治体労働者が

自らの職場に足をおいて自治体行政の本質と問題点を労

働者の立場からつかみ，明日 から の行動lζ 生かそうとす

る研究集会である。乙乙で地方自治行政の第ー線を担当

している自治体労働者が，地域開発や土建行政の実務の

なかで，政府の政策と住民の利益との聞には さまっ て苦

しんでいる なまなましい体験を論理的にその根元から整

理し，地方自治を住民の手にとりもどすには どうした ら

よし、かを研究している姿をみた。日々現実にその仕事を

している労働者大衆が，階級として目ざめ前進する乙と

あらゆる部面で働いている人々が，自 らの苦しみと 体制

の矛盾とをたんに体験としてでなく論理的に意識し，解

決の方向を理解するようになれば，事態をrnζ 合理的に

解決する道は自らひらけてくる。乙の乙とはきわめて明

白である。

建築家の願っているすばらしい建築でみたされた住み

よい日本， 美しく快適な都市や 村をつくるという乙と

も，その道は乙のような労働者階級の力と知恵の高まり

κ 結びついて とそ，実現の基盤を獲得しうる。

華やかな建築の成果だけを夢みる前K ，現実 l乙苦 しん

でいる労働者大衆と深く結びつき，そこから前進の力と

窓欲をくみあげっくりあげていく乙と ，乙れが社会を建

築する建築家にとって，もっとも必要な乙とのように思

える。乙 れからの建築運動というものがもしありとすれ

ば，それは従来の「建築迩動」の純時にはい らないかも

しれないが，乙のような住みよい社会を自らの下でつく

り出してい く力を組織してい く乙とにつながりをも った

さま ざまなス タイルの建築家の運動を さす乙とになるの

ではなかろうかーーーと私は思うのである。

(i J ! 者工問 ・京都大学工学部教授)



近 代 ア ザ イ

向 井

戦後まもなくのことである。京都市が太平洋戦争の戦

禍からまぬがれたことについて，アメリカに感謝の意を

表わすためのモニュメン卜を京都駅前に建てようとい

う，いまから考えるとまヲたく前代未聞のアホらしいア

イデアが京都市関係の一部の人遣の間で本気で問題にせ

られ，ほとんど実行の一歩手前まできたことがある。 こ

のモニュメント名づけて 「非戦災感謝記念塔」 といっ

た。まことに珍にして妙な名もあったものである。これ

がもし本当に建てられていたとしたら，いまですら建築

的にあれほど情けない京都駅頭付近は，その低劣さの上

! こ一層臓をかけていたことだったろうとうたた寒心にた

えない。

これを未然、に阻止し得たのは，ひとえに N A U K  (新

日本建築家集団京都支部) の一つの功績であったとみず

から考えている。私たちは京都大学を中心に，著名な知

識文化人達の署名運動を行なった。建築学教室の諸先生

方を手はじめに，時の総長滝川さんのところにまでもお

しかけたものである。文学部長であった原随国先生もシ

ブシブ署名してくれたが，その後で 「あまり森田君を困

らせないようにしたまえ」 と，一本クギをさされたのを

いまでも覚えている一一。

われわれのやったこの行為を，おそらく大ていの人は

建築の運動などとはとらないかもしれない。だが，建築

運動ーーさらにひろくデザインの運動はそんな狭いもの

ではあり得なL、。 一見建築を厳れたように見えながら

も，近代主義によくある文化至上主義的な甘い宙に浮い

た 「運動」などよりも，もっと建築的にプラスするよう

な運動があり 得るはずである。そしてそれ等は時として

は，社会運動やさらには政治運動の一環に連なることが

あったとしても一向に差支えないのではないか。そうい

う行き方をキラ ッタことこそ，むしろ近代建築の運動全

般における大きな欠陥だったとすらいえよう。

建築をはじめ一般K デザインの運動は新しいよいデザ

インを世のなかにおしひろめ，それについて無知な大衆

を啓蒙して行乙うとする社会へのハタラキカケである。

だから，もとより乙れは立派な社会迩i Il I Jだ。しかし乙の

ン 運 動 ・ 雑 考

正 也

乙とは，t，こだたんによいものを創りさえすればいいとい

うようなものではない。乙れとともに，そうした運動の

邪魔になるものをとり除き ，自らの発展の道をきりひら

いて行く必要がある。つまりデザイン巡勤には積極的な

芸術創造の面に加えて，消極的ともいえる開拓あるいは

斗争( キャンペーン) という社会的な面がつねにつきま

とうことを知らねばならない。

乙の 2 商が適当 によじりあわされてはじめてデザイン

巡動は順調に発展するのである。われわれはまずヨ ーロ

ッパの近代デザイン速動 1(. おいては，そのエネルギーの

半ば以上が，乙の消極的な斗争の面にそそがれてきた乙

とをみのがしてはな らなし、。第 2 次大戦後に なってよう

やく「近代建築は勝利をおさめた」 などという声がきか

れるようになったが，それは実に長い苦しいたたかいの

結果だった。

乙の乙とはたとえば，フランスの建築的保守派である

エコー J レ・ド・ボ ザ - ) レ系の建築の勢力が本国やアメリ

カにおいて近年にいたるまでどれほ ど線づよいものであ

り，それがどれほ ど近代建築の発展を阻害してきたか

が，近代建築がヨーロッパK おいて一応発展の基礎を確

立したと考えられる 1927年，国際連盟宮の競技設計での

ノレ ・コルビュジェの落選やアメリカ での前世紀末でのシ

カコ' 派の挫折のためにその建築の近代化がボザー J レ系の

建築の支配下に約半世紀もねむらせられたという事実を

みてもよ くわかる。

と乙ろが幸か不幸か日本にはそうしたデザイン巡動に

からまる新旧両派の対立，抗争などという 血な まぐさい

「斗争」の歴史がまったく ない。乙れはわが国の明治維

新以来の半封建的な世のなかの仕 くみに関連する問題で

あり ，乙の戦後 lζ 乙そ NA U をはじめとする民主々義的

に自ら思惟し，行動するタイプの建築運動が生れたとは

いえ，少なくとも戦前の日本の建築迩動は，彼等がもっ

ぱらそ乙からあふりを受けたヨ ーロッパの建築運動とは

本質的に異った社会的基盤の上lζ 展開されただけに，い

ろいろの怠味でまったくイタにつかぬものでしかなかっ

た。それは西山博士がかつて指摘したように「日本で
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は，ヨーロッパ的な意味における文化が確立されなかっ

た」からであるともいえるし，また「建築は日本では技

術，図策，技巧の問題として， 11与にある いは芸術と考え

られた乙とがあ っても，乙れをつ くるべき建築家が賞族

やフツレジョアたちのタイコモチ的職人である乙と以上

lこ，西欧的なイミにおける芸術家ではなかったJ ( 池袋i

火ノート J ためだといえる。乙乙で同士のいうヨ - n  "J  

パ的なイミでの「文化」とは，とりもなおさずヨーロッ

パの市民社会のブルジョア文化の乙とで，わが国では未

だにそうした文化的伝統が根をおろすと乙ろまでにいた

っていないのである。その到¥i 却は，要するに後進資本主

義国としてのわが国の社会的構造の特殊性にあるといわ

ざるを得ない。

建築デザインの運動はひとつの社会巡動として，あた

かも政党巡ill }J 1ζ 似通ったと乙ろがある。反対策; をおさえ

て政治の実権をにぎるたたかいに備えて，各政党はその

党口の思想や行動の上で結束を固める必要がある。その

ために，まず特定のイズム K よって理論的に武装する必

ｾーがあるとともに ，政治的理 念の宣言やら宣伝を行ない

綱領や規約などによって党員に規制倍強いたり i汝斗用

スローガンを打ち出したりする。乙うしたやり方は，そ

っくりそのまま初期のいわゆる i 20年代」の近代デザイ

ン巡回j の場合にあてはまる。近代建築家や芸術家はその

デザイン巡動 lζ 際して社会的モラルに発する一つのイズ

ムの下l乙特定の合理主義的規範 (C anon) によって白か

らを律するとともに，国際建築の宣言を行なったり，機

能主義という戦斗的スローガン ( Batt le C ry)  をふりか

ざして，比較的固い結束の下に首尾一貫した「逆効J を

展開したという風 IC，乙れを「党派性J ，ζ よってとらえ

る乙とができJ : . う。そしてこうした巡動の根底を買いて

当時のヨーロッパの社会，経済的背景からきた必然的な

恋! 由があった乙とはいうまでもなし、。

ところがわが国の廷築巡ill } J にはそうしたきびしい必然

性の綴拠が何等見当らないのである。第一様式の斗争を

行なうべき当面の相手がみつからない。だから白からの

陣営を上のようにイズムによって理論的K 武装したりな

どする必要もないし，元来そうした問題意識が内側から

わき上ってくる道理もないととは理の当然といえるだろ

つ。

乙うして，わが国のデザイン巡動におけるイズムは内

側か ら生れたものではなく外側IJ か ら与えら れたものであ

ったといえる。布11代J4! 一郎氏はかつて ζ のことを i x x  

主義的建築思潮の織すべり J と評した乙とがあるが，乙

れは上述の現匁の簡単にして要を得たいいあらわし方だ

と思う m築学研究 155) 。その点 11 本のデザイン運動

はアメリカの場合とよく似通っている。もちろん，アメ

リカは 11 ; 1 ; : のように決して後進資本主総困ではないのだ

が，何とい っても近代デザイン巡動の上での立ちお くれ

はいかんともしかたがないわけで，その後進性のあらわ

れもまた上記 i x x 主義的建築思潮の横すべり」として

論じうるものといえるだろう。

4  

芸術iil 捌j にしろ，社会運動にしろ，その他もろもろの

「迩動J ( Movement， Bewegung) とよばれる行動のはじ

まりは，少なくともルネッサンス以来のいわゆる近代市

民社会の成立以来の乙とだろう。なにしろ巡動とは，何

らかの新しい主義主張をもっ て| 並のなかにハタラキ カケ

ノレ以上，何よりも思想や言論，結社などの向由がみとめ

られる ζ とが前提 と なるからである。そ乙でわれわれ

は， どく一般的にいっ て近代デザイン巡動の発展の方向

は近代民主々義の人閥解放と併行した何らかのヒュー 7

ニズムの理偲の線にそ うものであると考えてよかろう。

だからヨーロッパに源を発するデザイン速動が，日本や

アメリカその他の「後進諸国J のそれと木質的に異ると

乙ろは，それがたんなる造形運動ではなかったという事

実である。それは何よりも何らかの「思潮」をともなっ

てイデオロギー的に発生し，発展したといえるが，乙の

「思潮JJ とは社会恩l弔lと芸術思潮との不可分の融合の上

になる一種の倫理的なニオイをもった少なくとも前向き

の姿勢のものだった。いまではアメリカで涼しい顔でお

さまっているが， ミース ・ファン ・デJ レ・ローエだって

かつ てはドイツ革命の斗土カール ・リープク .ネヒ トとロ

ーザ ・J レクセンフソレク' の記念碑ーの設計者としての経歴が

建築材料附定一一- f 〈GDA-L)

山1 . . 1 一回ツク

日本住宅公団 -ZEE三 御 指 定 1532λV:2  

訟 を 山 製 作 所 正 日;iz

対 ｅ 市東ｾ川区 三津 屋 北通 四丁目 電話(37) 3117. 5871. 7724 
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示すだけの社会的活動を緩てきているのである。のちに

ナチスの圧迫によってパウハウスを追われたハンネス ・

7 イヤーに代 ってその校長に就任できたミース ですら ，

なおかつ然りであるから他はもちろんおして知るべしで

ある。パウハウスのイデオロギー的基礎は，社会民主々

義者ヴァ J レター ・グロピウスによって与えられたものだ

といえるが，乙のような社会進歩の概念、に述なる巡! . I l i J が

発展する ζ とは. ファシズムをはじめとするー述の前近

代的イデオロギーにとっては大きな障碍だった乙とはい

うまでもない。それ故，今 nアメリ力 で「国際主義」の

名でよばれる近代デザインの巡動が，とにもかくにもヨ

ーロッパで発展し得たのは，その時期がたんに第一次大

戦後の好況期( 資本主義の相対的安定期) に当っていた

ためばかりでなく，乙の戦争によって崩壊したドイツ帝

国に代って登場したドイツ共和国の民主々義的な政治体

制がそのよき温床となった乙とを忘れてはならない。

5  

乙うして近代デサ' イン迩動はその発育の上でやがて社

会的，経済的および政治的 lζ 最悪の気候条件の下におい

乙まれたヨーロッパから，よりよき風土的条件の下にあ

った第二の111ft床たるアメリカに移植せら れ る ζ とにな

る。

上述の よう κ アメリ カは， かつ ては近代民主々義的思

潮に糠ざしたデザイン迩ill iJ t，こるシ カゴ派の活動があった

が，それがーたん挫折し建築が中断されたのち，新たに

ヨーロッパから輸入せられたデザインi l l ! ill i J を発展させる

段になると，乙れはもう日本などと同列の 上記「後進

国J IC . 共通の原理に支配される乙とに なる。それは要す

るに， i 迩動」の思潮も形式もすべてが 「織すべ り」す

る乙とである。乙れはいし、かえると思潮の上では，その

デザイン理論のなかから社会性を骨ヌキにするととも

に一方形式の上では造形的イズムによる規制の枠が全

面的に外される乙とをイミする。乙乙に「デザインの自

由度」の増大の傾向が形式の自由選択や放怒の造形を生

む結果と なるこ とはいうまでも ない。乙うして戦後のア

メリカそ舞台とするデザイン運動の大きな特長は，それ

が初期のヨ ーロッパにおいて見られたあの 上記「党派

持 続 防 災 シ ヤv ター全般

ＭｈＨｾ 五Ｚ・

性」の袈失にある。そ乙には - 11ーしたイデーもなけれ

ば，建築家の創造的行為を規制すべき綱領もない。建築

家は作家として造形芸術家なみに自由奔放tζ イメ ージを

求めてもよく，すき l勝手なスローガンを各自めいめい打

ち出してもよろしいというわけで，まさに一人ー党，ワ

ン7 ン ・アヴァンギヤ J レドの! l W居乱立である。 ζ うして

いまや世界資本主義の指導国家たるアメ リカ でも乙とデ

ザイン迩動の上では手のほど乙しょうもない無節操 と無

秩序の状況下にあるといえる。乙の今日のデザイン述動

を全体として推進す る母体が仮りに近代主総とよぶもの

ならば，またそれがイデオロギ一的に近代資本主総の造

形文化をになうものな らば，もはや乙のイズムはまった

く四分五裂の内部的崩主主K ヒンしているともみられぬ乙

とはない。それでもなおひとつの運動だといえるものだ

ろうか。ナチス ・ドイツのような前近代的政治体制と異

なり，高度に発展した近代民主々義国としてのアメリカ

におけるデザイン運動ICは，もはや「挫折」はあり得な

い。ある乙とを予想されるものはただその「終末」のみ

である。そしてその終末も案外近いのではあるまいか。

いな， もはやすでにそれは終末にきてしまっているので

はなカ〉ろうヵ、

現にその歴史自体がひとつの近代デサ.イン巡動の歴史そ

のものだとさえいえた C I  A M  ( 国際近代建築家会議)

はすでに 1956年 8 月，ユ ーゴー スラビアのドウプロフニ

クにおける第 10回会議を最後として，ついにその幕を閉

じた。ある人は乙れを近代運動の第1 ) 羽がおわり，運動

がその初期以来の開拓者の手からつぎの世代へとノミ卜ン

がうつされたと考えたりしているが，乙れもまた近代デf

ザイン迩勤の終末をイミするひとつの現象なのであろう

か。いずれにしても私は近代デザイン迩動は今度の大戦

を墳にして大きく質的に転化したものと考えてよいと思

っている。

昨年の東京での世界デザイン会議 (W o  De  Co) に参

加して，私は以上のととをとくに強く実感した。それは

近代デザイン迩勤のあり方を第 2 次大戦の前後 IC. 分けて

その質的変化 lζ 注目する乙とからみちびきだした次のよ

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ y ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・シ ャ y ター

Ｚｾｉｊｉ 俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 (34) 9 0 0 4 ・9 0 16 ・4 8 25

本 社 及 工 場 ・ 鴻 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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うな諸現象についてであった。乙の乙とは要するに初期

(ヨ ーロッパ型) の迩動K 対して，後期( アメリカ型)

のものは，

1  )  イズムの上で首尾一貫性を欠き ，同ーの陣営の

内部lζ さまざまに異ったイズムや流派を多く生みだして

いる乙と。( 離反，逸脱現象の確認)

2 )  初期の illi 動がどちらかといえば倫理性経含んだ

「社会的タイプ」のものであったのに対して， 後期のそ

れは「造形的タイプ」とでもいうべき性質の強いもので

ある ζ と。( J 彰式主義的傾向の激化)

3 )  初期の理想主義的傾向 lζ 対する後期の現実主義

的傾向( 商業主義の影響の激化)

4 )  初期のデザイン運動の原理の残存( ヨーロ γ パ

圏) と後期のそれ( アメリカ圏) との対立。

1  ) は 4 ) と密接に関連するものであり. 2 ) は 4 )

とのからみあいにおいて十分理解していただける乙とと

思う。乙の会議において，ヨーロッパとくに円ウハウス

系の人々の発言は，初期のノミウハウスの合理主義のk;約ζ

沿って問題を論理的 IC展開する上ですぐれているのが注

目された。彼等lζ 共通した考え方は，アメリカなどのよ

うにデザインというものを決してたんなる産業の発展と

結びつけて，商業主義的にとりあつかったりなどせず

に，乙れをより一段高いところから人類の発展とむすび

つけ， デザイナーの仕事を前者のようにたんなる「職

業」として眺めるのではなく，むしろひとつの「天職」

として眺めるといった風K. その考え方で狼木的な差異

を見せていた。乙れをもってしでもパウハウスの理想は

決してアメリカで実ったとはいい難しやはり戦後の細

々とではあるが， もとのやせ地であるヨーロッパで再び

芽生え生長しつ「ある乙とを自の前に見せつけられる思

いであった。もっとも W o De  C o では全般的にデザイ

ンにおける商業主義の影響を否定的 lζ 見る空気がかなり

強いものだったが，乙の ζ とはそれが木質的K もつあら

ゆる理想主義的なデザ、イン巡勤への敵としての性格の故

だったと思うが，一方，後期的特性である 2 ) の形式主

義への傾斜性についてはほとんど問題が出なかった乙と

は，それが明かに商業主義と密接lζ からみあっている乙

とから見て不思議に恩われた。乙うした ζ とはもはや論

ずるまでもなく現象的κ ますますわれわれの周辺におけ

るあらゆるデザイン造形の 上にあらわれている乙とだ

が，乙の乙とを近代デザイン運動の開拓者のバ トンをう

けた第 2 の世代K 属する建築家のチャンピオンの一人と

目される W o De  C o  Iζ も出席したアメ リカのノレイ ・カ

ーンがコトノミの上で表明している乙とは注目 K 値するも

のといえる。彼は ｲｊｾＱ ｛｜ｩは機能を誘発する」とのべたの

だが，乙れを

For m fol lows  f unct i on (l. Sul l i van)  

For m and f unct i on is  one ( F  し Wr i ght )

For m i  nvokes f  unct  i  on (し Kohn)

という風にならべるならば，アメリカにおける近代建築

の発展の形式主義への発展過程が上から年代を追っ て，

建築家への反映として掌を示すようにはっきりとよみと

れるように恩う。

どく一般的にいっ て，乙の会議の全体の雰囲気にはアメ

リカを中心とする20世紀後半以後のデザイン運動が，そ

の商業主義の激化等によりますます強く大衆との聞の

Vi sual  Communi c ati on を求める傾向を示すといった， い

わば視覚性の優位への方向にもっぱら形式創造の面の方

lζ カコブを入れる偏りのアラワレがみとめられ，それだ

けに社会性だの，生活的現実性あるいは人間性や倫理性

などといったものがーそう影の薄いものと なり，何とな

くうすらさむい気持がせられたなかで，乙うした空気lζ

反発するパウハウス系の人々の言葉が印象深くの乙って

いる。そのなかでもとくに忘れ難いものは，のちに大阪

にもきたユッ プ ・エルンストが O. ワグナーばりにラテ

ン語で示したコトパ : “ Nobl esse- Obl i que" ( 創造的な能

力には義務がともなう) であった。

デザイン運動は決して造形芸術の運動だけにおわるべ

きき性質のものではな L、。それを思うにつけても，わが

国のデザイン運動の歴史の上では珍らし く，この国の社

会的現実の上に足をおろしたものだった N A U の運動

が，これまたわが国のデザイ ン運動の歴史には珍らしく

「鐙折の運動」に見舞われたことは，まったく惜 しまれ

てならない。

( 筆者京都美術大学助教授)

く険制 ｾｂ 量草昌且ｾＮＮＮ，Ｎス
5 0 0 0 級 ス ー パ ー

ビニール墜塗料

e;:・w・.，，，，‘
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分 離 j尿 建 築
4

2

 

一ー そ の 正 誤 と 自 註 一 一

滝 5R 

歴史と事実 本稿は「分離派建築会」 一一以下「分離

派」と略称ーーについての体系的な叙述ではない。すで

に過去の歴史として語られたり警かれたりしたもののな

かに，往々 にして誤り伝えられたと乙ろがある : そうい

う乙とを考慮しながらつづった随恕にすぎないのであ

る。

いままで「分隊派」自身の立場から回惣録のようなも

のを発表したととはない。が，強いて求めれば，かつて

本誌編集部の主催で試みた森田鹿ーと私の対談ω くらい

のものかと思う。乙れはいうまでもなく ，われわれ自ら

の責任において諮ったものである。また，それより数年

前に福井大学教授の吉田宏彦君が書いて森田と私が一応

目通しをたものω もある。乙れもわれわれの責任を負う

べきものだ。また三年ほど前の乙とだが，大阪市大の旧

同僚の知らせてくれたと乙ろによれば，ある体系的な歴

史容ωのなかに「分離派」の乙とが記録されているとの

ことである。私は怠慢でまだ詳細検分にいたらぬが，権

威あるものとして信をおくに足るかと推察する。

しかし，私の手許にある資料のなかには些少ながら誤

伝も散見される。歴史が「ふみJ ( 史) であり hi storyが

story である限り， 乙れもまたやむない乙とかといまさ

らながら観念したしだいである@

そのころの建築界 明治初年l乙日本 lζ 伝えられた西洋の

建築学は様式選択( エクレクテイシズム) 時代のもので

あった。建築学の講座に建築史が含まれたのは，そう い

う様式選択が具体的な設計の必須条件だったからである

原則として建築史と建築設計とは一体であった。そして

われわれの学生時代においても，日本の建築界は依然と

して乙の原則の上に立っていた。当時灰聞したと乙ろだ

( 1 )  r建築と社会」昭和33年 (1958) 3月号「分隊派建築会前後一慰

師 ・先輩 ・そして友迷」

( 2)  m築文化」昭和'z7年 (1952) II ｾ＠ 12月号， 吉田氏「分隊派の瓜

挙げの項」

( 3)  r図説 ・日本文化史大系」大正 ・昭和筒

真 弓

が，早大だったか美校だったかの製図の課題に「 ビザ ン

チン ・スタ イノレを以っ て図書館を設計せよ」というのが

出たそうだ。東大においてもわれわれは「ゴシック式に

て門衛小屋を」なんて課題lζ でつくわした。ところがわ

れわれクラスの者はゴシックをうまく乙なす乙とができ

なかった。あまり不成績だからというので，やり直しの

芯味で再度同じ課題をだされた。が，やっぱり不成絞。

今度は先生の方がカブ トを脱いで「いまの若い者の感t:t

はもう歴史的様式に会わなく なったのか」と慨嘆され

Tこ。

当時の建築界の権威者から見れば，われわれには設計

能力なし，と断定されたかも知れない。と乙ろが，乙れ

に対して，当時は鉄骨や鉄筋コンク リートの構造学が勃

興した H寺代だ。そしてこの構造派からみれば， 建築は

たんなる力学的構成物にすぎぬもので，そ乙に芸術など

という考えを持ち込むのは邪道だ， というわけであっ

fこ。

しからば一般のインテリ級の人の理解はどうであった

か。そういう乙との一端K 触れた経験が私には少な くと

も一回あった。たしか「分離派」の第 2 回震のときだっ

たと記憶する。宣伝効果を期待して，私は当時新進作家

として名をあけ. つつあった芥川竜之介氏を訪ね，ぜひわ

れわれの展覧会をみて所見を何かに書いてもらいたい，

と懇話した。そのときの話のなかで私が「石やレン ヵーに

はその材料に特有の構造たるア ーチと，それによっ て生

まれる美しさがある。新しい檎材たる鉄骨や コンクリー

トには，またそれに特有な美がなければならぬ。だか ら

構造が鉄骨で，外観が石造のようにみせかけたもの，た

とえば，オフィスビルディングを J レネッサスン式で，な

んてのは ナンセンスだ」というよう な窓味の乙とを話し

た。すると ，さすが博学の芥川氏 も，そういう乙とは始

めて聞いたというので「大変面白い話だね，すまぬがも

う一度よく説明してくれ給え」といわれた。いまどきの

若い人たちには想像もつかぬ ζ とかも知れない。

われわれが旗挙げしたとき「過去の建築閤より分離
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: ! . ! I ! ; の編集者中には建築部門を担当したと

党しい早稲田大学の有力者今もいるのに不

思議である。またわれわれの同窓の後輩

で，かつてはわれわれに対して厳しい批

判もした乙とのあるほと、の人の書いたも

のω だが，草創会員のなかに大内秀一郎

君が合まれている。ちなみ』ζ 記せば，依

田君は後から参加したが， やがて脱退し

て「形而工房」という間体を主宰した。

大内君も後の入会者だ。同君は早大をrl'

退して東大lζ 転じた人で，われわれより

は一期後輩だが年令ではかなり上のよう

だった。後年大阪市に入って間もなく亡

部 分離派建築会展覧会 ｪｊ 命 ｩｩ￭＼Ｂ｟， 泌氏 ［ｾｦ よ主引制［ドｻ人Ｚ， ｅ 9 )  : 1バルif メ

r:;/)"'f :と'j: . 1市明でIFI かれたが. このてf . W i J!i 24 tft ( 入、JE J3) ぷ縦晶: : J . i {でE守合・11. . た官54 かiのG

;l<l l 為 6 2 さである 乙 ζ に山 ている ｾｴｾＴ ，れは，Ｈｪ古 Ｎ｜Ｉｾｭｈ 豆一Ｈもりた円いいちＩ・
，拠 11): 奇心( . 1 . りくちすてみ} ・む沢氏，; .. li 本将夕、I { l ( いしもとき < ｃＩ である。ｾＺ f <r. 

Ｑ 弘、可 Ｑ 明 ＱＱ［ 告 ｊｾ の ｻＳ ・Ｇ｜ＧＡｉＧ宇てＮ (o ｦＧｾｬＡ均うしみの ｩｬ Ｎｴにめる凶口 敏物紛で ｊｨ 埼された必 ｴＯ ＺＮ
!' ;-f f ( て戸 I' ni!' .'f( --:"1 1.ニ主 f 毛、 tニ主ら t 河でわら

くなった。

乙のほかに山口文象君や川喜図録七郎

君などが客員という格で熱心に協力し

て くれた。が山口君はやがて「創字社」

図 説 ・ 日 本 文 化 史 大 系 よ
転 磁

し」と宣言したのは，乙ういう l時代的背i止においてだっ

たのである。

会の名称 われわれは建築史を伊東忠太先生から学ん

だ。講義の終りに近い乙ろの話が「セセッション J (た

だし，先生はドイツ語風lζ 必ず「ゼツェシオン」と発音

された) そのセセッションから現代建築が始まったとい

うことを話された。日本における建築史の開拓者ともい

うべきこの老先生は事実を淡々として述べられた，が若

いわれわれはそ乙から大きな感銘を得た。現代建築は創

作であらねばならぬと。当時は第一次大戦の最終段階で

セセッ ション発祥後四半世紀，まだそれ以上の新しい迩

勤は起っていなかった。われわれの「分離派」とい う名

称のヒントは乙乙にあった。

と乙ろで「分離派J という名称については実は当初か

ら問題があった。がその前後の事情については，さきに

紹介した森田と夜、の対談や吉田宏彦君の告かれたものに

も述べてあるからこ乙にはくり返さない。

会 員 草創時代の会員は，大正 H f 東大の建築学科

卒業生中の下記 6 人であった一一

石木喜久治，堀口姶己， 山 田守，矢田茂，森田ｾ ｟Ｎ，

滝沢J'J;弓。

と乙ろが往々にして誤 り伝えられている。たとえばあ

る美術事ｾＨ引には 上 記 Ｖ 人のなかの矢田茂が終ちて ｩ 夜間

周忠君が入っている。蔵田君は早稲田系の出身で乙の事

( 4 ) 自錫l I : 版「現代美術事典」 の「分艇派建築会」の刻。
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を主宰し，

f ・
ｉｾ 。

川喜田君も ｾｾｬ 自な道に向 っ

石木は大阪にいた関係で「日本インターナショナノレｾ

築会J 1 ( . も参加したが，後年「分離派」との合同を提案

した。乙れに対して東京側は「分離派」の純粋を守ると

いう建前から強く反対した。乙の乙とが因をなして石本

はわれわれと制lを分つにいたった。表面上は一応そうい

うζ とになっているが，内実は依然として会員だ，とな、

は了解している。だから終始一貫して変らない真実の会

員は結局草創以来の 6 人だ，という乙とになるーーただ

し不幸にして矢田が数年前K 亡くなったから， 今では 5

人である。

経 過 われわれ 6 人は大正 9 年早春，卒業直前に東

大構内の学生集会所で習作展なるものを催した。 i 分離

派」と銘うつての第 1 回展はその年の耳，卒業直後であ

った。y . ' t 用は各自それぞれ工面して持ちょった。同時に

作品集を岩波書庖から出版したが，それも実践精: ! : . f . 1こし

てもらった。若干の借金もあったが，各自年末のボーナ

スから支弁した。

その後，展覧会と作品集の出版とを毎年一回行なう乙

とにした。が追々に会員も各自家庭をもつようになり.

こういう仕事は経済的に大き な負担となってきた。しか

も二度ばかり東京から関西へ押しかけて，石本や森田の

家 [ζ 泊り込んで展覧会や講演会をやった。われながら勇

ましい乙とだった。関西での催しは事業家肌の石木が万

事企画してくれた。

( 5)  r芸術新潮」昭和29年 8月号， 谷口吉郎氏「占間五十八」中のー

節。



そう ζ うしているうちに「分離派」も追々と建築界の名

物みたようなものに なった。そして洪洋社の「建築新

潮IJ の特定} : j 号が「分離派」の作品のために提供しても

らえるようになった。

これによってわれわれの経済的負但は著しく軽減し

た。乙うしてわれわれの仕事はほぼ 101f . ・近くは継続した

ように思う。あるいは 10{手lζ は少々足らなかったか。ま

た 中 途に ｼ 苅｝ｩｪｾの大震災があって毎年 Ｑ 回という方針も

l時中絶 した乙とがあったかも知れない。そういう点につ

いて私の記憶は砿かでなし、。

と乙ろで，本誌，34年 1 月号( 竹腰健造特集) 所』依の島

田勝次君の労作「近代建築史年表」 によれば 「分離派」

は「日 本最初の建築巡動」として生まれたが， 1930年 lζ

「解散j した乙とにな っている。乙れに対して，今回

本誌編集部から 回付 された「日 本近代建築迩動史特集

案」なるものによれば「分離派」の終結は 1928年と な

っている。両者それぞれ何 らかの資料l乙よられたもので

あろうが，それはわれわれの方で教示を得たい乙とろで

ある。とにかく両者の聞に 2 &1三の開きがある。

ちなみに記せば，昭和 5 年 ( 1930) に「新興建築家主li

lV，lJ の結成の会合に少なくとも夜、は「主事」という名で

会の事務や述絡をやっていたためか「分離派」の代表と

して招請をうけたし， 川忍田君はウクライナ劇場の競技

に入選したと きはまだ「分離派」の客貝だ った。またわ

れわれ自 ら「解散」を宣言 した覚えはないのである。官iJ

lζ もいったように，私 自身にも確たる記憶がないのであ

るが，悪 くいうと「分離派J はうやむやのうち lζ 活動を

停止してしまった，という乙とにな るかも知れない。そ

して私は l昭和 6 年春 lζ 都港ちして神戸に移ったという筋

!? きである。

なお 「分離派」 が 果し て日 本 最初 の建築巡 ｾ ｊ で あった

かどうかという乙とにも問題はあろう。というのは，わ

れわれの発会よ り少 し前に 「建築非芸術論」で有名な先

哲野田俊彦氏 らの一党が「青年建築会」 の名の下に，当

時競技設計の国会議事堂の建築に対して抗議的な作品展

を 1 回催した乙とがあるからだ。われわれとしては乙う

いう先達には敬意を表したい。ただし， 野田氏個人と わ

れわれとの間には深刻な問題も介在す るが，乙乙 lζ はさ

しひかえる。

上述のように「分隊派」の終末にははなはだあいま い

なところがあるが，その活動年数はいかに少な く見和 っ

て も，その後結成さ れた諸他の団体にくらべてもっとも

長かった。それは 「分離派」が草創以来会員の深い友情

によっ て支え られていたからである。

世評今昔 草創の「分離派J I乙対して専門家として，し

かも「建築雑誌J 上に始めて批評を書いて くれた人はわ

れわれの大先輩，かつ当時における段高権威者の一人だ

った岡田信一郎氏であった。その批評K よればわれわれ

の企ては32ーするに「稚気愛すべき」ものであった。 まさ

にその通り であったにちがいない。

その後ともわれわれに対もる斯界の風当りははなはだ

強かった。風当りが強ければ強いほどわれわれの意気は

盛んになった。それは稚気というよりも狂気というべ

であったかも知れない。

と乙ろがやがて「パウハウス」だの「インターナショ

ナノレ」だの「コルピ ュジェJ などが流行し出すと，分離

派などもう古いといわれるように なった。われわれと て

コルビュゾェ K 感心しないわけではなかった。いや，む

しろ大いに感心した。が，その感心した点は，彼がその

独特の理論を作品の土に実現してゆくという乙とであっ

た。そしてわれわれもかくありたいと願ったしだいだ。

われわれより数期後のクラスが東大建築学科の第 1 回

生以来の卒業設計図を一堂K 集めて展覧会をやった乙と

がある。いまさ ら なが ら自分の ｬｦｦｾ 気」をみせつけられ

たわけで大いに恐縮した。恐縮というよ りもはなはだ迷

惑に思った。そこで，招待日の茶話会の席でテーフ勺レス

ピーチを諮われるまま 1( ，私は立って抗議をした「主催

者のど苦労は多とするが，ヤリ 玉にあげられるわれわれ

ははなはだ迷惑だ。他人の古い作品を並べてと やかくい

う乙となどむしろ失礼ではないか。 他人を評す るより

も，自 分らの作lEs をならべて堂々と 1止に問うたらどう

か」 と。すると主催者側から答弁があ って 「自分ら も近

き将来そう いう企てを実行するつもりだ」とのことだっ

た。やがて彼らも卒業したが，その約束の企てを実現し

たという乙とを聞かなかった。あまりに理性的であ って

はわれわれのような気狂いじみたことはで きる はずがな

い。

大事な ζ とを書き落した。卒業設計の話で思い出した

から つけ加えよう。われわれはすでに卒業設計の構想も

ほぼまとまり司図面の方もかなり進行しつつあった乙

ろ，構造学者として有名な某教授の急製に会っ て大変な

お叱りを蒙った。とくに堀口は造船学科から途方もない

大版の紙を仕入れてき てとこ ろ狭しとやっていたので一

番ヒド く叱られた。あとで聞いた話だが， その教授は

「ああい う連中を卒業させるわけにはゆかぬ」と強 く主

張されたそうだ。一一一乙れが「分隊派」として受けた最

初の， かつ最深刻の批判だ ったわけだが，実は教授の急

裂の陰には ｎ 先輩の奇怪な血ｾＡ手が動いていたという乙

とをあとで知ったーーしかし，弁護してくれる教授もあ

った由で，われわれは一人の落伍もな く，どうや ら無事

卒業させても らった。われわれは，あらためてお礼を申

し上げねばな らぬしだいだ。が，主張された教授も弁殺

して くれた教授も，もはや乙のt l !x はお られないのであ

る。

( 事者工問}
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上 里子

乙の会は 1927 年 7 月κ 宣言， 綱領を発表 して 発足し

た。乙れより育i] 1925年末に独 ・壊留学から帰朝 した筆者

は，翌年 lζ 建築事務所兼 自宅を京都lζ 新築 し，外部内部

ともに新しい考え方により ，内部デザインは ウィーナー

ウエルクステッ テ意匠部員ウエノ ・リチが担当した。

伊藤正文君( 当時大阪市役所技師，天王寺美術館を設

計中) 等がみにきたのが動機と なって，乙の家で青年建

築家がときどき会合する乙ととなって，時事問題や建築

論を闘かわしている聞に，新建築迩動を起乙そうという

乙とになった。

当時の日本は様式選択主義の l時代であ り， 外形的 lζ 輸

入されたセセッションはその理論的j ' J j 立が理解されない

ままであったが，それでも異端視されていた。学校の製

図の課題には様式が指定され， 設計図に捺す角印には

「様式」欄があった。

表現派の影響とみられる「分離派」も当時の逓信省建

築に気を吐いたが，他省分野に拡大する K いたら なかっ

た。伝統派としてはアメリカから入ってきた「スパニッ

シュ ・ミッション」が相当に普及し，相当の勢力を示し

ていた。

乙うしたなかで， 現代は「鉄とセメントと硝子の時

代」である乙とを確信していた者たちが，機能に忠実な

建築をするためには，啓蒙迎動によって社会の理解を得

るζ とが必要と認めて， 団体を結成することとなったの

である。

宣言，綱領は数回の会合によって決定したのである

が，第一次大戦後の世界国家( 世界選1邦) の漉想、を多分

lζ 織り込んだものであ り，交通機関の発達がいままで孤

立して発達した地方的文化の交疏をさかんに して，各国

民族の生活様式も相互に影響して共通化するであろう

し，建築の形態の要素のひとつであると ζ ろの建築材料

は，理化学と工学技術が世界共通である限り ，共通した

部分がほとんどである乙と等から ，構造的に相似のもの

となるべきであるとの信条に立ち，国土 fC根ざすローカ

リティは承認するという立場から「日木インターナショ

ナノレ建築会」と名づける乙ととなった。 rインター ナシ

ョナノレ」というかわりに「国際」としてはという意見も

あったが「国際」というと狭義には各国の株式を混合

42 

ナ 建 築
4

2

 

ナ ルン ヨ

伊 El s  

したもののよう K 受け取られる懸念があるので否定され

た。乙うした用心をしたにもかかわらず乙の懸念通りの

誤解が相当あったらしく，恩師 ・故伊東忠太先生さえも

が誤解 しておられた事実がある。

無から有は生じないのであるから建築様式史を学ばね

ばならないというのが建築史の第 1 時間目の説明であっ

た。ギ リシア様式からロー 7 様式えというのが常識であ

り，様式選択主義のグ J レクツレ回りの結果，合理主義的建

築が生まれるとは予想できないときであった。だから乙

そ「インタ ーナショナノレ」といっても各国様式の混合と

理解ーされるのが当然のようなl時代でもあった。乙の名称

は始めに乙うした誤解を生み，のちには会を解散に追い

やる誤解を生んだのである。

会員は最初京都，大阪在住の者のみであった。他に外

国の同一傾向の建築家K 呼びかけの手紙をだしたと乙

ろ，それぞれ激励の返事がきて，外国会員たる乙とを承

諾した。フツレーノ ・タウト教授が来日にいたった機運は

乙のときに結ぼれたのであった。ただ 1 人返事を寄越さ

なかったのが J レ・コノレビュジェであった。

和問iのア ウト氏は宣言，綱領に対する25見を詳しく書

いてくれたほどの熱心さだった。

会は発足とともに活発な巡動を開始した。ちょうど大

阪の江村氏が造形美術の雑誌を発行するについて編輯を

引き受けてほしいという申し入れがあったので，さっそ

く引き受け「デザイン」という雑誌を発行して会員の作

品や論文を発表した。乙れは 1927年から 1929年lζ 会が直

接に機関紙「インターナショナル建築」を発行するまで

続いた。

「デザイン」と縁を切 った動機は，発行者が経済上の

政由で伝統的作品の紹介を始めたためであった。

乙のころ東京の建築家で会に加入する人ができた。

会の活動は年lζ 1- 2回の公募展を開くように なって若

手建築家の応募で盛況をきわめるにいたり ，大阪三越の

展示場を満たした。作品写2工模型，設計図，試作家具

等が主であった。

会員の作品も追々増I 1JDして伊太利のトリエナ ー レfC も

出品するにいたった。

外困会員の来日する人もでて， ノイ トラ，タ ウ トの来

日に際しては大朝，大毎の講堂で講演会を開き多大の反



響があった。ノイトラは当時まだ今日ほど有名ではなか

ったが，乙のときの日本は彼に大きな影響を与えた乙と

は彼の作品に読みとられ，アメリカ現代建築にも多くの

影響をおよぼしてい る。

インターナショナノレ建築運動は，セセッションととも

に日本の古建築の簡素，洗練の影響を多分 K 受けて発生

したものであり ，鉄骨，鉄筋コンク リー ト構造は日本の

木造と問機の架構構造である点で骨格形態をーにする と

乙ろから，形態は相似たものと なるのが当然で，アーチ

構造の西洋建築から移行するためには日本の古建築はも

っともよい参考になる。デコレー ション ・ファッサード

の排撃はすでに セセッ ションに始まっ ており，旧套を脱

し切れなかった当時ですらオッ卜 ・ワグナーのウィーン

郵便貯金局内部の どときは，ほと んど完全K デコレー シ

ョンのない構造と機能の美を発節している。 材料の虚偽

を排斥する思想はすでにウィ リアム ・モ リスにあって，

乙れは民芸的な素朴さに返る形をとっ ている今モリスの

運動が大陀に入ってホフマンにおよぶと日本建築の影響

が現われてくるのであるが，彼は日本の建築を熟知して

いたのである。乙 れがオランダの新建築家の作品になる

と明l刷 ζ 現われて，床の聞の直き写しに近いものが見ら

れる。

欧州の新建築はブロック的な形から( 煉瓦造として当

然) 忠良的な形に移行するが， これは鉄骨，鉄筋構造の普

及に関係し，ますます日 本的な形態をとる乙ととなる。

ミー スの「鉄筋コンクリートと硝子による事務所建築

計回J 1922 年， コノレ ビュジェの 「大き な貸住宅計画」

1923年， -:;')レセ J レ・ブロイアーの「小住宅用多周家屋の

模型J 1924，等となって顕われて くる。

乙うした傾向は日 本人にとっ ては，建築新材料による

新しい日 本建築の行き方を示唆 されたもので， 日本の若

い建築家の一部を刺激したのも当然である。

当時の赤坂離宮の大理石結露事件は，気候と建築材料

の関係に強い反省を求め，建築材料にはとくに注意する

とともに過度のゼイタクは反社会的であると 考えさせら

れた。もっとも大理石結露の問題は空気調節のできる現

在解決している。

日本の気候に対しては屋 ， 恨庇を必 ｾとする乙とは普か

らの建物が教えていると乙ろであるが，雨の少ない国の

建築』ζ は無いものが多いため，当時の新しい建築には庇

をつけないものが多かったが，日本インタ ーナショ ナル

建築会では乙れに注窓するものが多かった。

乙うした種々の研究，講演，展覧会等で精進，社会へ

の P.R. も活発にしたので，各新聞社は応援を惜まなかっ

たが，実施された建築は他の旧様式のものにくらべて少

なかった。旧様式を固執している人達は老大家が多く，

社会的地位が高いため若い者のいう乙とはなかなか聞か

れなかっ た。会が東京帝室博物館の設計競技 lζ 対して不

応募声明を発したのも乙うした風潮によったものであっ

Tこ。

また会のiiliilllJ の影響のおよんだ範囲は大都市内に限ら

れていたよう で，タ ウトを案内して「奥の細道」旅行に

でたとき ，一歩都会を離れると，そ乙にはわれわれが日

々力み返って研究 P.R. していたもののカケラ ーつ見る

乙とはできなかった。深い反省をせずにはいられなかっ

fこ。

こうした閥に機関誌への会員の投稿がボツボツ減少し

始めた。時は満州事変前夜であった。荘、は設計事務所を

自営していたので知らなかったが，官公庁 lζ 勤めている

会員たちはときどき「特高」の訪問を役所で受け，とき

に呼びだ しを受け，役所上司に対しま乙と に工合いの悪

い立場に立たされているためと解った。 ζ れは当時の豊

富' は 「インター ナショナノレ」という名称は共産党に限る

ように教育せられていたからだそうであるが，乙うした

誤解l乙もせよ，実際上生活に脅威を感ずるようでは当分

休会もやむを得ないという乙 とになって，原稿不足のま

ま途切れ途切れlζ なっていた会誌の発行もついに中止と

なった。

終戦後，焼野原の大阪に焼け残った料亭で会再建の相

談会を聞いたが，当時は民主々義も左寄り であったが，

また反動で右寄りの時代がくる とき を考えると「見合わ

せ」た方が無難だろうという説がでて，乙乙 に再起の気

巡はくじかれてしまった。

インターナショナノレ建築迩動は，末期にはその精神を

理解しない軽薄なただの「新様式」としての紋倣者も現

われて，いま乙そその精神をもっと P.R. すべきときと恩

われるとろ休会したのであるが，一般人の自に形態的な

じみを与えただけの効はあったと恩 う。 第 2 次大戦後は

アメリカの新しい傾向に乗って，もはや旧様式のものは

建たなくなったので，一応われわれの目指した役目は果

た したものと思えるが，現在の日本の建築は西洋の「新

古典主義」の: 111訳のように，機能を研究しないで木造古

建築のデテールをイデーとして使う傾向が強くなって，

また してもデコレー ション建築に走ろ うとしてい る。乙

れは外国会員ブルーノ ・タウトの日本建築紹介が世界的

となり ，外国建築家が日本古建築を: D : 讃する声』ζ 甘やか

されているものと恩われ，いま乙そ反省のI待機と恩われ

るのである。

( 迫 紀 )

当時の会貝の作品は次の ご とき外国雑総 ｉｾ 紹介されている。

MODE R NE  B A UF OR ME N (独) 1930  F eb.  

11 Oct .  

L ' ARCHI T E CT UR E  D'AUJ OURD'  HUI  ( 仏)

1935 AV RI L  

DI E  F OR M ( 瑞西} 1931  Sep.  

国内線誌に I卓会側関誌以外には敬述書れた。

( 筆者京都美術大学教授)
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創 社宇 建

山 口

昭和 ＱＲ 年 Ｖ 月の「建築と社会」特集「日本の長ｾｾ誕巡動

史」 一一そこに創字社建築会の行動は詳しく沓- かれてい

る。

あれから24年経つ。

31' s  2 回展までに向人の一人が脱け，第 8 回展ののち同

人広木i( 1 吉が死んだ。戦後1 ( は古川末雄も死んだが，そ

のほかは全部元気で( 白髪はふえながら) それぞれ建築

の仕事IC働いている。 同人たちはいまでもよ く会うが別

l乙懐かしがって昔話をするというわけではなく，また，

だれかに「いや若気のいたりで」などと頭をかくような

乙とはしない。

日本の建築家の生活， その恩想， その仕事について

は，その特集にも西山卯三と高橋寿男が，ち密 lζ 分析し

きわめて適切な判断を行な っている。事情はいまだって

変りはあるまい。戦後の民主々義のかけ声のなかで，そ

のH寺代のことを調べたものもあるようだが，それはやは

りお人好しのＡｾじがする。私たちはどこまでも働く人種

だから ， そういう研究に対しては 1: . 1 分の体験や記憶か

ら，ときに「それは違うよ」といってやりたい。

だが分離派の人たちについては「あなた方の念願は迷

せられましたね」といえるような気がする。ただいまの

人は油彩でパースペクチブは描けないだろうけれど。

分離派建築会の眼の前に立ち乙めた深い務はうっすら

と消えてゆき ，いまのデザイナーは彼らと同じ T 定規片

手にみんなの前lζ 現われてきた，という気がする。

創字社が分離派建築会の末弟のように生まれてきた乙

とは否定でき ない。大へん違うと 乙ろは，人種とい って

もよいくらい，階層的に迷うことだ。 仲間には分離派の

子供としての仕事をしているものはい くらもある。しか

し，その乙とだけで点をつけるわけにはゆかない。

創字社ができたとき，関東大震災の直後だったが逓信

省の経理課蛍絡係の技手，雇員で数え年22才の山口文象

が総師だった。

j} IJ 字社建築会の宣言文の起草者総回穣は 1荘大，雄郡

な建築群をもって宇宙をおおいつくさんとする芯気」を

表現したかったんだというよう な乙とをいっているが，

これは分離派そのままの考え方だ。むしろ稚い，働 く者
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A

Q

一
品 、ー との

文 象

の! 必党はそのうちの一意にでてくる「古代人の純悩なる

創造の心を熱愛しJ IC表わされているんじゃななかろう

か。乙の言葉の与えるイメージは創字社同人たちのその

後の生活κ 結びつ くように思う。高等官食' 主や高等官便

所というものがあり ，そ乙には今日の郵政， 屯々の建築

の磁石をきづく中心の人と考え られる分離派建築社々員

山田守とか建築家吉田鉄郎とかいう人たちが，まだ若い

届をつけながら通ったわけである。技手や} 富良が彼らと

肩をならべ得るのは毎月 1 回廊下の壁面での絵画の展示

会のときだけだったといえる。 上下懸隔のはなはだしい

時代，乙乙 lζ 育つ青年建築家の建築の仕事えの愉れと熱

情，それと乙の言葉は結びつきそうだ。見方をかえると

分離派の人たちのみつめていた「建築」とか「創造」は

創字社の仲間たちがみつめる「建築」や「創造」とはず

い分巡ったものであろう ζ とがわかる。

定IJ字社) : s 8 回展ののちの l時期lだと思うが，銀座並木通

りの木造オフィスの 3 階の一室を借りみながエスペラン

トを習ったことがあった。ハリコフ劇場l既日競技の設計

を共同でやったのも氏のと乙ろだった。建築思想に IIf( 物

弁証法をもち込んだのも，ただ一人研究を続けていた原

沢東吾を除いては同人たちであったろう。建築の設計 lζ

ｾ匹以前の問題を提起したのは第 Ｘ 回展だった。乙のと

き同じ壁面lζ 飾られたフランスから帰ったばかりの i河川

国男，また谷口吉郎といった人たちの図面と比較された

ならば，その迷いが発見できるだろう。巧仰の乙とは別

として，それはみな自分で考えた乙とだった。素朴であ

っても「創造J IC向いている気がする。だから雑誌 「建

築新潮J (ζ 分離派森田俊ーの「イミタチオ ・コJ レフ' シ ェ

リ」という論文がでたとき驚いた記憶がある。

建築をつくるについてなくてならぬその想定{ というも

のが気になってきて，建築巡ill ) j のかたちゃ活動方法が変

って くる乙とも自然だ。青年建築家連盟 ( J AF) ，建築科

学研究会，青年建築家クラブなどの活動は創字社建築会

の仕事と切り離して考える乙とはできない。人の関係で

も同じだ。 13人の同人は 10倍以上の友だちになった。友

だちのふえる』ζf ドっていわれな さ郭圧が乙れを破壊し

Tこ。



AIJ 字 社 建 築 会 に 参 加 し た会 員 (ABC町n

氾 IYl うｾ ニ ( 沼 通 j ; i 繕 瓜 )

自b 老J l ; ( 郎 ( 事 務 所 自 岱 )

平 訟 事島 彦 ( fI 

広 瀬 事j 夫 ( 竹中工 E首脳 i投計部)

今 泉 醤 -- ( 耳、燃 ru築 研 究 所 )

jiu 裾 i畠 尖 ( 山 田 守 司1 16 所)

ｾｦ＠ μ  厳 ( 佐 藤 工 軍首 脳)

111 光 三 ( 消 水 m 般)

竹 村 新 太 郎 (高丘製 作所也織疎)

!f! ｾｬｩ＠

制 同

山 口 文

山 口 栄

物 故 会 員

広 木 f(; 古

市 川 末 雄

雄 ( 吉 崎 雄 投 }

1ft (不 燃 m築 研究所)

[t. (R I A建築総合研犯所}

fI 

専 従 栄 ¥ l G

戦 前 に は 若 い 建 築 家 が 集 っ て 座 談 会 を聞 く だ

け で 私 服 が や っ て き た 。 い ま は そ う い う 乙 と は

な いだろう。 私 服 は テ レ ビ の コ マ ー シャ J レのよ

うに ， 多 く の 建 築家 の は らな か に 入 って しま っ

て い る の か も 知 れな い。

(宮E者 RI A建築総合研究所長)
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「 日 本 工 作 文 化 連 盟 」 の 思 出

蔵 田

乙の題目 κ ついて最適任の執筆者として推せんしたい

のは，市稲11健氏である。本来はとの述盟の成立か ら，す

べての幹事役を してめんどうをみ られたのは市計li 健氏で

あるから ，詳細は同氏に乙の項を沓: いてもらうのが，い

ろいろの点で好都合なのであるが，荘、は主II 盟のはじめか

らの会員の 1人と して，乙ζ では私としての記憶と資料

によって，私一個として連盟に関する思い出を記録して

お乙うと思う。

資料としてのよりど乙ろは，当時速盟の機関誌として

編集発行された数冊の「現代建築」 によるのである。乙

の「現代建築」の に すなわち創刊号は，IIB和14年 6 月

15日の発行であって，表紙lζ 当時もっとも新しい建築で

あったところの，パ リ万国博覧会日本館( 坂倉準三君設

計) の Pl on 配置図と 1 の数字が茶色で印刷され， I現

代建築」と「日本工作文化連盟編集 1939 .6J が黒で表わ

されていた。

簡単明l僚できわめて印象的で，フレ y シュなものであ

った。総ア ー トで48ページ。中とじの針金がいまはもう

赤錆に なってきたが，創刊当時からのスマートなねらい

が伝わってくるように思う。当時はみんな若かったし，

世のなかは物↑ fi 騒然といったようなl時代で，何かおちつ

かず忙しい乙ろであったが，また緊張して何か社会のた

めになる乙とをしようと身構える有志があったのは記録

ものである。

「現代建築」の創刊号には，まず，序文を岸田日出万

氏が受け持ち，分離派以後の新人達に声援を送り励まし

た。つぎに，当時乙の 日本工作文化述盟をー勢力とする

より若い世代の人達が尊敬のまとであった堀口捨己君が

「日本の現代記念、建造物の犠式についてJ という一文を

書いた。その題の註に氏は記している。 I国史館建設に

関係せられると聞く恩師，伊東忠太先生， 佐野利器先

生，大熊菩J11先生，内田祥三先生IC乙の一文を謹んで捧

げる」 … -・・ と。

こ れ は紀元 ＲＶＰＰ ｾ Ｎ干Ｎ記念事業として，国 休 明徴を主旨と

して計画されたものであるから ，その記念建造物国史館

も， もちろんそ乙に日本的表現， 日本様式でありたいと

の予想が働くのを考えて，またしてもお座なりの円本風

に傾いてしまわない乙とを婆求し密告したものであっ

た。みなの尊敬する堀口君の文章は，明らかによ' HC 日本
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建築の確立を希い， 日本建築の将来を憂うる者の烈々た

る言葉であって，多くの共鳴を得た乙とは，ついできた

るべき国会図書館の競技設計において，何かとやかまし

い建築界の世論』ζ 大きな反響をもたらしたとみる乙とが

できる。

「現代建築J 第 1 号の巻末l乙「僕等のページ」という

編集後記を集めたようなページがあって， r  I現代建

築」は「 カサベラ」のどとく全体として統一ある美しい

雑誌にして行きたいと思う。 1つ 1つの写真のコンポジ

ションを考える乙とが，自分の建築をよくみせたい袈求

の表現であるならば，雑誌全体を美しいものにしようと

するのは日本の建築全体をよきものにみせたい要求の現

われであろうか』と編集の抱負を記している。

乙乙にいう「カサベラ」“ C oso Bell o" 一ーとは，おそ

らく ＱＹ ＳＰ ｦｬｾ 代に入ってから ， とくに自をひくようになっ

た，イタ リー の建築とデザ インの雑誌で，当時おそらく

世界でもっとも美しい整然たる雑誌であった。厚さは

5  mm ぐらいであったが， 正方形に近い形で紙面のすみ

ずみまで編集神経のいきわたったスマ ー トな雑誌であっ

た。 i 現代建築」の方もこれにならって無理をして総ア

ート κ したのであろうし，またどの雑誌でもいつも苦労

している広告面のデザインをス 7 - トκ 印象的にと苦心

しているあとが毎号うかがわれるのも特色がある。

日本工作文化連盟という名称をどのようにしてきめた

か，その芯i床など内部の乙とは， M記のように市I 1 i I健君

にたずねると詳 しいと思うが， 直接の機関誌 「現代建

築」の 1 - 15号をふり返えるのがよい。乙とにその 1号

には述盟の趣意書，綱領，規約が掲載されているから，

方向なり行き方なりはよくわかると思う。裂するにその

趣芯書のなかにもあるように「此処に建築家を始め，

工芸， 工学， 工業および一般の科学，芸術その他工作

文化 lζ 関与する諸分野の専門家を糾合して，別』ζ 掲ぐる

指f;';! の下IC各種の課題を遂行せんとするものである。」

ーーといい，当時考え得る工作文化の感室長指導，開発，

研究を手広く伸ばしてゆこうとしたものである。それに

はまた充分な知能と熱悩とが集まったのであった。おぼ

ろ気であったが，分離派建築会の面々が，いまやおちつ

いてきて，つぎの時代としてドイツのウェルクブンドを

イメージとしていたのか もしれない。いろいろめんどう



をみてもらったのは， 前記のように 市浦鎚君であった

が，その同級の谷口吉郎，坂倉準三， iiiJ 川国男の諸氏が

力を添えて くれたし，それに土おI i 包城，山l協綴，沢島英

太郎，吉田鉄郎等の諸兄が会合のときどき 顔をみせてい

た。連盟としての会合は，迎 1 固から) : j 1 固と大体きま

っていたが， だんだんK IUJ がと ぎれるように なり， また

会合の場所も さまらず，その 都度雰聞気が変逃した。 に

ぎやかに論議をつく すータであっ てーーもう桜湯をし ま

いますからーーといって，終会をうながされた乙とも往

々あった。またそこで‘ 話がつきな くて，街のコーヒ一応

などへ，三々 五々流れ込んだ 乙ともあった。議論のtfi 2  

次会であるが，たいていは 2 次会の方は事務的な打ち合

わせに終ってしまった。そういった最後まで必ずといっ

てもよい くら いつ き合っ ていたのは，たいてい掘口，市

計! の両氏であった。

分離派の乙ろからのくせのようになって，その延長が

との工作迷盟κ つづき， 他所自 にはおか しい くらい会の

lゴは夜遅 くなった。

原稿をつぎつぎと指名で受け持ち，毎月よく集まっ

た。ときどき「日本工作文化述盟編集J I工作文化」

「近代工作文化特集」とい ったよ うな別冊特集をだした

乙ともあるし，締切りを気κ しなが ら急いで哲いたおぼ

えもある。

3  

結局，日本工作文化述盟編集の月刊雑誌「現代建築」

の方は特集号として，第 1 は「大陸建設特集」の( 1  )  

と ( 2 ) とをだし，新建築の紹介を したりして，読者と

の結びつきκ 苦慮した乙ともあったが，時代はいよいよ

緊迫して人々は余裕を失ってきた。 1940年 7 月号は「現

代ｾ築 ｊ の第 ＱＳ 号と して，堀口捨己特集と いうよ うな 形

となり 「千利休特集号」と してでた。 かねて茶室建築の

研究に力を注いでいた堀口君が 「平IJ 休の茶室」を以って

学位論文とさ れたため，乙れが主論文となり，工学博士

を受けられたのによるのである。乙の特集号には，掘口

君が「利休と現代建築J I妙菩j奄の利休茶室待l奄J I残

月写と 利休の沓院」という 三論文; をだされたが，なお併

行的』ι 茶室の研究K 熱心だった沢島英太郎君も「伝利休

作閑隠席，傘亭，実相庵J というー論を以 って花を添え

こら れた。沢島君も熱心な述盟会員であったのに，おし

いとに大陸満州で病気に なり， ついに 天折 されたとい

う，なさけないひと ζ まもあ った。

かく て日 本工作文化の 「現代建築」 も，t(S15号あたり

で終刊号をだす乙と な く送っ て乙なくなった。したがっ

て述盟の会の方も，荘、の方がはなはだ惑いのだが，解散

を明確にしないで会合も な くなり，夜遅 くまで しゃべっ

て庖を追いたて られる乙とも な くなったのである。一一

この終末はわれわれの会 ・分隊派建築会の終末と似てい

「現 代 恕 築J 第 2 号 表 紙

る。

4  

日本工作文化連盟の思い出話を思いだすままに記した

のであるが 「現代建築」 を第 1 号からだ してみ ている

と， いろいろ なつかしい乙 ともつぎつぎとでてくるので

思わず読みふけってしまう。

前に記 した特集 「工作文化J (昭和 16年版) は，独立

の 1 冊として別冊になっているが，発行は相模書房で引

き受けてく れてい る。

その ζ ろ( 昭和 16年) はもっともあわただしい年であ

ったし，われわれにとっ ても痛苦の年であった。 出版物

に対する紙の統制が もっとも強いころで，用紙はすべて

新聞紙のようなザラ紙であり，両面光沢のあるアート紙

など使うのはぜいた くであった。そのなかを切りぬけ得

たのは，相模書房の小林美一，引頭百合太郎両氏の，と

りも直さず声援のおかげであったと，いま つ くづく思い

だしている。

その苦しい乙ろであった 「現代建築」の第何号かに広

告がでているのをみると ，私が随筆uf I陸屋恨」をだし

ているし，その前後I C. 岸閉さんが随1 f t 集「いらかJ Iか

べ」をつづけてだされ，佐藤武夫君が 「無双窓」をだ し

ている。

なお，田辺泰， K薬品3友治郎両教授も 「冠木門」と 「匠

人談義J I硫繍塔」など随筆集をだされた。いずれも文

とカメラ に筆者を述恕して， どれをみても， かなし く，

なつかしい諸冊である。

日本工作文化連盟の終り乙 ろから， 生田勉， 浜口隆

一，森岡茂介，薬師寺厚，柴間亥佐雄等，新人と知 り合

いに なった。いずれも今日の建築界に新風を吹き込んで

おら れ る，次代をになうたのもしい方々であるのも熔し

し、。
( 筆者工問・武蔵工大教授)
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新 日 本 建 築

図 師

新興ｾ築家主 ｬｩ 盟の設立 さ れ た ＱＹＳＰ 年どろ ，日 本の 社 会

は特高の支配する 暗黒の様相を呈 してきた。その最初j の

集会が利l 回で聞かれたと き，特高が忍び込んできた。 新

聞には赤の込! ' Ml . として報道され，官庁lζ 席を置 く技師た

ち，大学の先生たちは，さきを争って内容証明の脱会届

をだすと いう醜態まで演じた乙とを忘れる乙とはできな

し、。

少しでも進歩的団体には官民主主悲な抑圧が加え られたの

で，それから以後の新建築迩lii J は少数の若い建築家によ

って守り 続けられた。しかし，仰庄の嵐はますますはげ

しく，民主的傾向の強かった建築母体はつぎつぎと壊滅

していった。 乙うして，工作文化というような小さな

枠内でうどめくか，黙するか，一切の運動 K 無関心な機

械のよう な人間として存在するより他に道は閉じら れて

しまった。建築の世界は暗黒に閉じ込め られてしまっ

Tこ。

敗戦は日本の空から暗雲を吹き払った。急にときほぐ

された日本人民は，とまどいなが らもしだいに自 己を取

り戻し，自分たちの信念、にもとづく自 由な言動に なれ，

民主化の勢力は怒総のどと く人民の聞に流れていった。

乙う した世相のなかで，建築家たちも寄り wり話し合っ

Tこ。

結集されつつあった集団では「日本民主建築会」と「

日本建築文化述盟」 とが二大勢力として育っていた。前

者はどち らかといえば，建築の民主化という線を強く押

しだしていて，その構成メ ンバーも戦前の建築巡動，と

くに建築科学や青年建築家クラブで苦労した人 々を多く

含んでいた。後者は建築文化の自由 な発展を表lliHζ 押し

だしており， 11本工作文化述却の流れをひく人々や，よ

り新しい諸大学，官庁の若手建築家を多数その傘下にお

さめていた。乙うした両凶休の傾向づけは不適当で誤解

を招き易いので避けるべきであるが，全然ｾｪｊ悩をま ｛ｊ ら な

い方々に何となくＡｾじとっていただくため ｋ は都合がよ

い。両国体はその生いたちも，活動の仕方も，構成メン

ノぐーも幾 らか奥つ てはいたが，その大きな目的は建築の

民主化であり，建築文化の向上発展である乙とに相逃は

ないのであったから，二大勢力として発展し，それぞれ

のセクショナリズムを育てあげる乙とは日本の建築巡到j

k とってマイナスであり，二団体が結集し一大勢力を築

きあげる乙と乙そ当時としては緊: 裂な課題 と，与え られて

4a 

家 集 団 (N  A  U)  

嘉 彦

し、た。

荘、の記憶ではたしか 1946年末か471ド春だったかと思う

が，そうした考えをもっ両団体の 2 ， 3 の幹部が文京I烹

で最初の話し合いをお ζ なった。そして両凶体の統合の

欠くべからざる必要性を碓却し，その方向 lζ 運動を展開

する努力を寄った。数年後κ はそれによって結成された

N A U は日本の建築界の一大勢力κ 発反したが，当時は

まだ微々たる勢力で，戦前からの古い諸勢力すなわち] 除

湯の 上回部 ，建築学会，ｾ築士会， 正 ｾ築協会等の民主化

への影響力は持ち合わせてもいなかった。もちろんわれ

われはそうした古い勢力に排戦しようなどという何らの

芯図はもっていなかったが，古い勢力が祖存されたり，

われわれの活動が押しつぶされて，新i時代の日本の建築

界の発刺たる活動がにぶり，置fi しい発展の遅れる ζ とに

はｾ戒的であった。それにはわれわれ民主的建築家のカ

を一つに結集し，組織化し，その実践活動を通じて，日

本建築界の民主化に強力な影響を与え得る勢力とな るこ

とがぜひとも必要であったのである。

その後，両団体の折渉は 何回か繰り返えされ，最終的

に両団体が発展的解散を行ない，新団体に結集する方針

が決定 されたのは 1947年初夏であった。その創立結成は

19474 6  }:j 28 日，東大で、行なわれた。その趣意書をつぎ

に転記する。

趣 意

建築が支配階級のために考えら れ，つ くら れ る時代は

過ぎ去った。

われわれは 乙んにちの建築生必をみるとき再建日本の

建設がいまだ大衆のものとして行なわれず，むしろ大衆

の生活から 離れているため，乙れが国土の復興をおくら

せているのを認めないわけにはゆかない。そして建設を

担う技術者として乙の矛盾に憤りとJ 1 任を感ずる。

われわれは乙のよう な現状を打ち破って，建築を大衆

のものとするために，これまでに職場や地域においてグ

l レープを組織してい ろいろ努力してきた。しか し乙のグ

ノレープがサロン的なものであったために，大きな成果を

あげる乙 とができ なかった。その聞に建設の方向は少し

も是正されず，他の政治的，経済的条件とともに，大衆

の生活の崩壊， 国土全体の危機をも たらそうと してい

る。



正しL、建設は一日も阜く始められなければならぬ。わ

れわれは直ちにその実現κ 努力しなければな らない。わ

れわれの必裂とするわれわれの怠見を正しく政治に反映

させるための強い力であり，それを生みだすのは大きな

団結だけである。

われわれは乙乙に小さなグループのからをすて，全国

の同志とともに，ぬ Ｑζ 民主的生 ｴｴｾ 寝技術者の団体として新

日本建築家集団を結成し，他の民主団体や世界の進歩的

地築団体と述繋してＤ新しい日本の建築をｾ Ｇ Ｎｵ ｃ 働く大衆

の' - I l 築として発泌させるために，われわれ全部のカを乙

こに結集す る。

乙の，I!l!怠lζ 基づいて規約で「集団はt i ! 築活動の民主化

をはか り，正しい姶築文化をｾ設し普及する乙とを目的

とする」と制定された。また乙の目 的を述成するための

τｊｾ ［ｴとして Ｙ 項目を かかげ ， 総会 ｋ よって選 出され た 常

任委員会，な らびに事務局によっ て直ちに活動が開始 さ

れ，対外的に働きかけるとともに，内部においては常任

委員会の承認を受けた各種専門委員会が，共同の調査，

研究，立案， 実施その他の計画についてそれぞれ活発な

活動を開始した。

会の名称、決定にはきわめて多数の提案もあったが，多

数で検討討論した結果

「新日本建築家集団 New Archi tect 's  Uni on 01 

J apanj  (略称新建 N.A. U)

と正式に決定されたのであり 2 ， 3 の人々 によっ て提

案選定されたものでは ない。l &i l i I t l Cよって生まれかわっ

て民主国家た らん と胎動する新しい日本のために働乙う

とする建築家の集団という意味を含んでいる。したがっ

て，たんに建築という宙に浮いた抽象的建築ではなく，

多分 lζ 当時の社会情勢，政治↑ ti 勢に深い関必を持ってい

る建築家の団体であった。

その他乙の集団の言宇しい性絡については「建築雑誌，

1Ii':J和24年 9 月号J IC I新日本建築家集団 (N. A. U) の性

格について」という題名で私の執筆したものがあるか ら

参考にさ れる乙とを望む。

戦後の民主的諸組織は上から つ くら れてい った傾向が

強いといわれている。当時の混乱した状況の下では ζ の

欠点はほとんど不可避であったから， N A U においても

当初そうした欠陥のある乙とははゆがめなかった。

N A U は班活動と各部会活動を基盤として，実践を通

じて下からの力を結集し，組織化して発足後の集団内民

主化の強化をはかった。

班は各i殿場内 lζ 結成された。東京ではi長ケ |珂班( 安本

主主設省が主) ，者fi 庁等の官庁各班および各大学の班など

が強力であった。乙れらの斑はそれぞれの職場の日常の

問題をとらえ，各班代表を通じて中央事務局組織部lζ 速

なっていた。

研究部会は NAU 活動の技術のクーレンである。 ζ の技

術的民主凶体の専門頭脳の中枢組織である。デザイン部

会を始め， l ' J l 論，都市計画，住宅， J.歴史，生1ill ，JJ:!村，

行政， .m造とそれぞれの分野IC 渉っ て研先部会がもた

れ，そ の成果を毎土曜日目俄の NAU 例会に発友され，総

括的』ζ 検汀される。乙の例会は NAU 事務局研究部会の

立任においてもたれ，すべての NA U 会員が向由 に出席

討論できる。ときには法隆寺問題のどとき臨時の専門委

員会ももたれた。とれらの各会員の忠、志と努力は組織宣

伝および澗笠研究各部会を通じて事務局でまとめた上，

中央常任委員会の議を経て統括 され. 対策が打ちだ さ

れ， 会の民主的; 芯志に したが って会が運営 さ れていっ

た。 対内外発表機関としては， 機関誌 I NA U NE WSj  

1m従事@f] J 季刊 I NA UMj ｉ 社 会と ｾ築と辿築家 」 等

の出版機桃をもち，また論演会ある いは仙の緒凶休一一

文述始め各民主団体お よび建築学会会専の専門諸団体ーー

への秘極的参加によって，日本の姥築界の民主化と 建築

文化の発展へのたゆ まぬ努力が払われた。

N A U は総会においてその性質上， たんに建築その も

のだけでなく，建築の健かな発展を守るに必要な最低限

度の民主々義』ζ 立脚した政治的アッ ピ- ) V，戦争から人

類な らびにわが祖国を守るために必要な平和へのアッピ

- ) レ等々 ，ときに政治色の強いスローガンを掲げた乙と

もあった。乙の乙とは当時の日本の建築界を民主化しよ

うとする巡動のなかK おいて， きわめて適切なかっ緊要

なことではあったが，その取りあげ方，盛りあげ方にや

やせっかち な不手際な点もあった。その乙とが，ある方

面から誤解さ れ， 白眼視された乙とでもあり，また後日

解散へ導びいた騒の穴となっていたのかも しれなし、。

しかし，いくら老年であっ ても，建築家個人というも

のは平和への願いの強いものである。そうした白眼視さ

れてい る最中，私が平和署名をも って，いまはすでに他

界された学界の長老伊東宏、太先生，官界の長老大 ｦￎｾ 菩 ｊｬ￭

先生. 当時の日本建築士会の長老桜) 1・小太郎先生の三長

老にお自にかかり、 ｑｾ 見の交換をはかったと乙ろ‘各長老

とも大い に賛成，激励された上，in: mlf C署名された。乙

のことは私にとっても感激であった。乙の三長老のm頭

署名 lζ よって各大学の教授， 助教授， 各官庁の 上回技

官，民間の主主E事務所の上庖部技師の署名を容易に した

乙とがあった。乙れより十数年前， iiiJ 述した 「新興建築

家述盟」創立当時の各上層建築家の内容証明脱会届け騒

ぎと比較して感無量であった。 ζ のエピソートは余談の

ようであるが，そうではなし、。 NAU が当時急述に発達

し，増大したのはそうした社会的背); }，ζ 巧みに乗った も

のであり，また逆 IC NAU がその悩勢に甘え，つ ぎにく

るべき苦難の道に確たる対策を講じなかった乙とが解散

への道を速めたものと私は考えるからである。

このように NAU の結成と発j長は当時としては自党ま
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しし主要大学のなか』ζ いる教授，助教授絡，主要宮庁

の中盤技官，民間各組織の中堅胞のそれぞれ各多数， な

らびにそれに続く大学卒業前後の建築界将来の担い手の

かなり多数を擁し，数年にして全国にわたり 800 余名の

会員をもっ有力な集団となった。 800 人といっても 1人

1 人が会の目的を理解し，私極的( c . 何らかの役創を果そ

うとする13欲に燃えて参加した現在ならびに将来の幹部

級建築技術者の人々であるから，その勢力は決して過少

評価すべきものではなかった。

日本建築学会は，戦後たいへん疲弊していた。乙れlζ

活をいれ民主化して一日も早く戦後の正常な学会 lζ 育て

てくれる乙とはわれわれのひとつの願いであった。 NA U

としては当然その対策を考lむした。関東支;却: 町議員! こは

NA U 会員の多数がいた。 したがって， 関東支部常議員

以は学会民主化の 線lζ 治ってその実践を通じて活動 し

た。 上居部だけの学会でなく，日本のすべての建築関係

技術者の親しみのある， しかも権威を備えた学会とする

ためにも，新しいカを加える必要を痛感した。当時の関

東支部常議員会は確かに活発であったし，それにはNA U

の間接的協力が尽大であった。また NA U もその会合，

ｾ員会等』 ζ 学会の施設を使用させ ても らった乙ともしば

しばある。

建築学会と NA U とはそのような密接な関係、もあった

が，学会の古い関係者のなかには NA U が学会を乗っ取

る計画ではないかとの憶測をする人もいたようである。

NA U はそのような派閥争いや学会的権力を目指してい

るのではないから，そのような憂慮は笑止のいたりであ

るが，本気になって心配している人々がいたのであるか

ら NA U の力も見当迩いに過信されたものである。しか

し，今円 i隆盛をきたしている円本建築学会の戦後のた ち

なおりに NA U が大きな哀の力となっている乙とは否め

なし、。

NA U は日本民主々義文化述盟( 文述) に加盟して，

他文化団体との述繋に協力し，さらに産別その他の労働

組合とも密接な関係を結び，建築を通じ日本の民主化に

協力した。

各部会はそれぞれ民主々義的立場から建築技術の調査

研究を行ない，各参加者はそれぞれ方法論にも得ると乙

ろが多かったはずである。当時の乙れらクソレープlζ 属し

た多くの若い建築家迷が，今日では学界，官界，民間各

分野の中堅庖K いて，者s市計画に住宅政策 IC. ，行政K ，

; 設計にそれぞれ有能なる活躍をしている事実を見のがす

わけにはし、かなし、。

デザイン部会あるいはその流れの関係者は「新日本文

学会J その他の会館，労働組合の会館，事務所の設計・監

恕の実務にも共同制作の経験を学ぶ乙とにもっとめた。

そうした面の成果もある。あるときは民主々義諸団体と

関係ある一切の建築一一計画，設計， 監理，保守まで
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一一ピノレから労務者住宅の台所修理までーーを経常的に

手に引き受け，その実践を通じて組織と宣伝と財政の

基礎を固めようと繰り返えし検討し，計画したこともあ

ったが，そ乙までは発展しかねた。いったん実務の関係

が生ずるとプラスかマイナスか会 IC . 致命的影響力を与え

るものである ζ とを私は痛感した。

f NA U NE WSj  f建築新聞 j f NA UMj 等の出版活動

については記録されているものであるから，乙乙に強い

て語る必要はないと思う。

上述，私個人の恕いでをとりとめな く記す形式でNA U

の当時をしのんでもらうつもりで省いた。正確な記録と

してではない。正時な記録はいずれ当時の深い関係者が

集合して整理しておくべきものと考えている。

NA U は各分野に捗 って 広く活動し， 優秀な多数の建

築家たちをその傘下lζ 収めるにいたった。始めは民主化

の紛が強く表面にだされ，その強力な活動の必要もあっ

た。しかし，建築界もしだいK 民主化の線l乙なれ，そし

て自らの分野のAdi } J に専任せざるを得ない務ちつきをみ

せてきた。

各団員のそれぞれの職湯，分野における忙しさも倍増

した。中央幹部の諸会合にみな出席する困難も増した。

尖鋭的分子の集りと誤解されるばかりでなく，外部から

は故意にそう宣伝して建築界の民主的勢力を潰そうとす

る傾向もみられた。 NA U は所属する会員の政党のし、か

んを問わず，広範な建築家の支持層を得る乙とが必要で

あり NA U 創立の ｴｦｾ 1段階の役目を果した 1949年乙ろ

には再編成を強力に遂行する必要にせまられていた。

1949年6月5 日の第 3 回総会は，その点においても窓議深

いものであった。乙の乙ろから，会員胞も職域帽のみで

な く，年令屈にも拡がりをみせ，相当高令者の入会もifi

した。 1949 年秋から務にかけては「近代日本建築史講

座」の開催を計画するなどの落ちつきをみせた。反面，

NA U NE WS  18 ( 1949 .8 .20) の「疲れた総会」の記事

や，同20号 ( 1950 . 1. 1) の「ひとつの自己批判一一技術

者団体の運動について」広島支部金沢弘其氏( 乙れは建

築雑誌1949年 9 月号 l乙私が寄稿した f NA Uの性格につい

て」を読んで書かれたもの) の記事にみられるように，

乙の巡動は種々な内面的矛盾と困難に突入していた。

ζ の大きな組織が自然、解散のような] 飢ζ 解消して行っ

た乙とに対して，私はし、まだに充分解明していなし、。創

立当初からの責任者の一人として立任を感ずるのである

カ1・・・・・0  

部の班，とくに一部の部会は今 11 でもそれなりに生

き，活動をつづけている乙とを知っている。また大阪支

部は今日まで存続し， ＱＹＶＰ 年に「新建築家柴田 ｎａｃ ｾ

と改称した乙とをきいて， おおいに忍び期待してい

る。

( 筆者 図師ru築設計司l f 6所長)





建 築 研 究 団 体 連 絡 会 (建 研 連〉と そ の 前 後

鈴 木

N A U の 解 体

第 2 次大戦後の混乱期にはなぱなしく発足した新日本

建築家集団 (NAU) は，民主主義の旗印の下にさまざま

な傾向の人びとを包含していた。民主化の風潮の下に社

会的，政治的な多彩な活動を くりひろげたのであるが，

やがて圏内国外の平和な民主的諮関係がキシミをたては

じめるとともに，朝鮮戦争の厳しい試練のなかにとうと

う崩域の羽自に追い乙まれてしまった。

新 し い 建 築 運 動

全国組織としての NAU は崩壊したとはいえ，その終

末期にはすでにいくつかの下部グループが自立してお

り，またその後も NAU の活動家をおもな中心としてい

ろいろのサーク J レが生まれ育った。 J:! 村建築研究会は，

大学の研究者，中央 ・地方の行政職員，研究者，学生な

どを主として， 100 名を超える組織に成長した。建築経

済の研究部会は学界 lζ 新しい仕事を提案し，それは建築

学会の活動のなかにも実を結んでいた。住宅問題に関心

をもっていた学生の活動家たちは，次第に大学や研究機

関や行政織関のなかに所をえて，日本の住宅政策の前進

lζ 欠く乙とのでき ない役割lをになっていた。

学生部会で活躍した何人かは，新しい建築評論の蔽立

を目ざして同志的な結束を強め，機関紙建築世代を刊行

してこつこつと研究を進めていた。建築事務所の若い

設計者たちは，デザイン都会を中心として集まっていた

が，その後は建築事務所員懇談会を結成して一つの勢力

となっていた。

乙のグループに刺激されて生まれた婦人技術者の団体

PO Do  Ko は，柔軟で多彩な活動をひろげていた。大学

の研究室を中心にして設計の技術をみがき研究室と実務

者とを結びつけようという地味な研究会を霊ねる LV や

木曜会があった。火曜会は同じく大学lζ 木拠を置いてい

たが，建築家のあり方を追求しようという話しあいの場

成 文

であった。もっと理論的武器を身につけた人たちの集り

である建築研究会は，日本の建築産業機構と住宅問題の

追求をテー 7 としていた。ロ シア語のできる人々はソヒ

エト研究者協会のなかに班をつ くり ，社会主議諸国の建

築や建築巡i l l I Jの資料を活発に紹介しはじめていた。保育

所や幼稚園を専門にあっかう人たちは児童施設研究会を

作り，ジャーナリストを中心として建築の評論を志向す

る建築美の科学研究会も生まれた。

乙れ らの多くのサ ークノレにと って， NAU の運動の経

験は非常にお重なものであった。

「外にひろがるよりも，選んだ活動の質を高めよう・ ・

… 内部の結束をかためよう … .. J というのが共通した方

針であった。職場や生活をめぐっ ての身近かな日常的な

関心事を大切にし，また研究活動は地道に成果をつみ重

ねてい くという方向をとった。十把ひと からげの連合組

織をつくる乙とや，徒手空挙で社会的活動にとびだす ζ

とは最後まで慎重に避けられた。そうした方針はどのグ

4レープでも成功した。

1  9  5  4年前半の形勢

1954年のはじめにも，建築ブームの名残りはまだつづ

いていた。各都市にはつぎつぎと新しいビ、 J レができあが

り，海外には日本の新建築がデビューしはじめ，新建築

のなかに伝統を消化しようという試みがなされた。

中堅，少壮の作家たち I( しでも，また若い人びとのグ

J レープκ しでも，戦後新年の試事長を経て，それぞれなり

に現実社会の流れに密着し，それぞれの地歩を固めてき

ていた。そして全体としては，一見はなやかにみえる建

築ブームの底に大衆の生活の貧困化と . 建築家，技術者

自身の窮迫とを敏感に感じとっていた。

2 つのでき どとを 出発点として， 1954年の建築運動は

火ぶたを切 った。その 1 つは国会図主: =t t "r . i 懸賞設計をめぐ

る著作権問題であり，もう 1 つは国際建築学生会議への

招待であった。
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国会図書館問題のイニシアテ ィブをとったのは，のち

に「例の会」の主流を形づくる数名の人びと一一 各大学

の助教授クラスで 中堅作家として戦後進 出 した人たちで

あった。当初の主張がやや独善的( ，. . ，感じられたために，

彼らの活動は多少浮き 上がり気味であったが，彼らの要

請に ζ たえて政策予務所日懇談会が 後段 l乙立ってから

は，活動がと，¥:i!Jj 1ζ ひろまり活発になった。所懇は表商に

はでないで， もっぱら署名運動の拡大 lζ ，搬文の郵送配

布な どに労力禾仕した。乙の巡動のf行若干すfたちが， 一般

的勢をた くみに洞察して談歩解決の道を選んだと き，乙

れにあ きたら なか った所懇その他若い屈の人たちは，中

堅屈に対する不信感とともに，自分らの庖の連合協力の

体制の必要を感ずるように な っていた。

建 研 連 の 結 成

年頭1( 国際学迎から全学速をiill じて， 4 月』ζ ローマで

ひらかれ る国際建築学生会議 lζ 代表を送れという沼請が

とどいた。これを機会』ζ 各大学の建築学生が代表派辿の

準備 ｩ 活動 ｬζ 結集しはじめた。 Ｒ 月 ｬ こは ＱＱ ，ＮｦＮＺｾ築学生会

議の準備会が発足した。国際会議の議題に対しては，全

国の学生の協) ] と討論によっ てすぐれたレ ポートがまと

められ， ローマ 会議lこは代表 1 ;名が出席して拍手を浴び

7こ。

以上の学生の活動を支援する乙とを直接の目的としな

がら ー各研究団体相互の連絡協力をはかるために作られ

た新しし、組織が， 建築研究団体連絡会( 建研速) で あ

る。

各クツレープのなかでは，学生といちばん接触の深い立

場にあった ＱＲ 村松築研究会Ｈｉｾ残Ｉが，主 ｉｉ 築学生会議の

ための準備を支援する O B たちの活動を最初に提唱し

た。最初の準備会は 2 月 6 日lこ建築学会会議室でひらか

れ， 学校関係， 研究所関係を主として ＱＰ 団体が ｴｬｾ まっ

た。そして，学生代表派遣の資金援助やレポート作成へ

の協力が申し合わされたほかに，その問題 lζ 限らず，各

団体が相互に述絡しあうことが望まれ「述絡会J をつく

る乙とが決議された。その後 2 月か ら 3 月にか けて何

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落 ソリジ ッ トスタイン

床材 ( 合同 リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造 。 販 売 。 責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 間 辺 東 之 町3- 109 m大阪 @ 9  0  8  6  

J.;.t1! 所 大 阪 市 m住 吉 区 駒 川 町 3- 54 也 大 阪 @4370 ・7ωo

仕l狼 所 瓜 l;h ill 比 治 山 本 町 1180 m広ω (l) 4  9  6  7  
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回かの準備会がひ らかれ 3 月13 自には第 1 団代議員会

が招集されて巡営委員を選出し，当面の問題として学生

会議への資金カンパの呼びかけと ， レポートのための討

論会開催な どが申し合わ された。学生会議へのこうした

援助は，カンパの; 認は知れたものであったし， レポート

作成lこも学生会議と 共同で 1 回の討論会をもったにすぎ

なかったが， しかし，先輩たちの乙の態勢は彼らを精神

的lこ力づけた。

建 研 連 の 組 織

研建速は結成のはじめは 10団体，のちに 2 団体が加入

して 12団体となった。

農村建築研究会 (230名)， LV (40名) ，建築世代 (20

名) ，建築事務所員懇談会 (40名) ， PO 00 Ko  ( 100 

名) ，建築研究会 ( 10名) ， 火曜会 (30名) ， ソビエ卜

建築研究会 ( 10名) ，建築美の科学研究会 ( 10名) ，児

童施設研究会 ( 10名) ，木限会 (20名) ，現代建築史研

究会 ( 10名)。

悲研述は「各研究団体の内容，事業の相互述絡ならび

に共通する問題の解IYJJ を目的として発足し，各研究団

体か ら選出 された代議員 1 名づっから なる代議員会を議

決機関とし，その下 lζ 代議員の互選による 4 名の巡営委

員会( 任期 1年，半年ごとに半数改選) を置 く。会訟は

1 団体 1 ヵ月 100 円， 他』ζ ガリ版ずりの機関紙( 原則 と

して月干1]) の代金を部数{C応じて収める。はじめの速営

委員 lζ は，LV， ｊｾｾ ， 世代，ソ建研が選ばれ，運営委員

長は LV ときめられた。

組織は各団体の自主的活動を尊重し，それを妨げるよ

うな大袈裟な動きにはと くに憶病であった。発足のは じ

めには機関紙を通じて各グルー プの紹介からはじめた。

「われわれは各自の職場やサークノレに根をもった自主的

な運動を一番に尊重すべきである」そして， みんなでわ

っと集まる巡動は， E;11研述自体の運動としてではな く，

傘下の各会の有志の有志が参加するという 形式がと られ

た。そういう，ゆるい結合を意図したのである。しかし

それにもかかわらず，当時の周囲の状勢，労働巡動の高

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必読 書

建 築

雑 誌
材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日 発 行

B 5 ￥150〒共

企図書庖で発売

本社東京都文; 京区小石川町 1 - 1 電話 ( 921) 2739

支 社 大阪市西区西長掘1- 5 四ツ僑ピル 電話@ 92∞



まりと国際的な交流の要請は，ｾ研速を大き な 渦の な か

へ捲き込む結果と なった。

54年から 57年までのほぼ 3 ヵ年閥の建研速の活動期間

において， 乙の団体を特長づける主要な動きとして

(  1  ) 総評会館の共同設計

( 2 )  ill 築労協との接触と第 2 回国際建築労働者会議

への代表派遣

( 3 ) 総結巡動

( 4  ) 訪中使節団派遣巡動への参加

をあげる乙とができる。

総評会館の共同設計

建研速の結成が建築と建築家との正しいあ り方，と く

κ 社会との関係において見いだそ うとする気巡を高めて

いた。ちょうどそのときに， 権力者たちのではなくて，

労働者たちのものでもある総評会館の建設が企画され，

その設計への参加がはかられたのであるから，多くのグ

J レープや個人が乙れに進んで参加したのは当然であっ

た。

全n労， LI 王位協の労組代表と正tt 研述とによりそれぞれ

の立場から検討され，一様に乙のよう な建築の設計はも

っと広く民主的な建築家たちに公開される べきであると

結論された。 1954年の 6 月 7 月の 2 ヵ月間，毎週木昭

夜 I(_ 国鉄労働会館I(_ 100 名にのぼる多数の人々が集ま

り，数多 くのクツレープの意見を一つの建築にまとめると

いう異例の共同設計が組まれたのである。乙の共同設計

の方法そのものについても多くの意見がださ れ，論議が

行なわれた。しかしー様に， 労働者たちの建築を手がけ

る機会のなかった建築家たちにとっ て，乙の機会はたん

K 彼等 lζ 奉仕するという点で有意義だっただけでな く，

労働者たちに直接接触し，さらに深く相互に理解しあお

うという意欲が高まり ，それが乙の設計会議の重要な基

木線と なったのである。

さらに乙の設計・会議には， もう 一つの重要な主題があ

った。それは民主的な建設方式の提案である。しかし不

幸な乙と lこ，乙の設計の進行途中で総評幹郎の交替から

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ピノレ 3 階

電 話 ( 202) 3233 ・3234

会館建設方針に大きな変更があり ，乙の設計と建設を一

つの建築界の労働運動としてと らえる方向が一切否定さ

れたため，初期の目的を達成できなかったばかりでなく

大へん苦しい条件の下で仕事をしなければならなかっ

た。 しかし乙の未曽有の共同設計は，いままで交流のな

かった若い建築技術者周を一つの目的の下l乙集めて融合

し，さらに労組との強いつながり を もっ きっかけとなっ

fこ。

建築インターへの代表派遣

総評会館の設計は，各研究サ ークノレのもっとも活動的

な人たちをピッ クアップして 動員する結果となり，反

面，そのサークルの活動を lζ ぶらせた。とく』ζ 所懇はも

っともその影響をうけた。そしてとの設計の後は，一斉

に各グループの活動の振興がはかられた。

しか し総評会館共同設計を通 じて土雄総連や 日建協と

いう労組と近づきに な った乙とは，ｾ研述の方 向 ｉＨ｟ 大き

な影響を与えた。全港湾労組会館の共同設計を通じての

民主E方式への努力は， ζ の関係をさらに深めた。

建築産業の各労組の統一組織「口木建築産業労働組合

述絡協議会( 建築労協) J の結成の動きがあらわれたの

は1954年春であったが，とくに 1955年なってから第 2 回

建築インタ 一大会の参加の連動によって乙れが活発化し

た。そして乙の代表派遣は土建総連を通じて建研速にも

呼びかけられ， ζ れを技術者と労働者との結合の運動と

して取り組まれたのである。実のと乙ろ，労組とともκ

する乙のような大迩 ill}j(.(_は，建研述は l珂らかに弱体であ

った。しか し，労働者と の結合を建築技術者のさ らに広

い胞に拡げる運動として，労組の援助を受けなが ら何と

かや りと げる乙とに成功した。広いカンパ活動を組織し

て代表として Po Do K o 会員船越輝子さんを労組代表と

ともに送る ζ とに成功した。レポートの作成にはとくに

協力した。

しかし実際には，資金の調達だけでも精一杯で，乙れ

を通じて内部を固める ζ と，外l乙拡大する乙と，国際交

流をほんとうにわれわれのものとして意義あらしめる乙

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大阪市東区北浜 ・電 ⑧ o 1 4 1  
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とに，十分だったとはいえない。建研速は，外からもち

乙まれた派手な仕事ばかりに向かっていて，地道な日常

活動を忘れているという内部の批判も強かった。ひと仕

事を終ったあとでは，必らずその疲労が待っていた。と

くに PoDoKo は乙れを通じて会自体が伸びたと同時

(L. その身にあまる力をだした後の消耗もはなはだしか

ったのである。

総 結 運 動

建築インタ一代表派遣運動が一段落ついた 1955年夏

は，再び建研速のあり方について大いに議論がたたかわ

され，サーク J レ間の交流の必婆性，サークノレ独自活動の

援助が強調された。そしてその具体的な方法として，各

会の活動の紹介， 巡動の経験の交換を目的として「総

結」がはじまった。地図研の「ともK 学ぶよろこび」を

モデルK して，巡動の記録を残し，経験を共有の財産 lζ

しようと いうものであった。

だが，乙れはなかなか容易な乙とではなかった。定規

と鉛僚は佼いなれていても文章を普く乙とにはなれてい

ない述中であり，そして建築関係ではどの職場も仕事に

追いまわされていた。テーマがきまり，内容が討論され

でもなかなか原稿にならなかった。しかし乙の総結を機

会にいままでの却j きを反省し，あり方を考えてい ζ うと

する気巡の作られたサ ークJ レや職場も多かった。総結の

ために広く仕事と生活の調査をしたり，みなで討論した

りする乙とが各所でお乙なわれ，それぞれのサークルの

反省の機会を与えた。そして乙れは 1年半がかりでよう

やくまとめられ「建築をみんなでJ という題の単行本と

なって刊行 された。( 日 刊建材新聞社発行， 1956 年 7

月， 200 ページ 150 円) 建研述各サークノレの経験の交

換l亡とどまらず，乙のl時期の建築運動，技術者の生活お

よびそのなかでの考え方を示す貴重な記録である。

訪中使節団派遣運動

1956年IL は，建築労協に対する 中国総工会よりの招待

! こより，訪中使節団の派遣が企てられたが，乙の代表選

大 会株 合 防 耐 採 は を に 天

電阪市 社式

器 錆 宇 用日 7 は 弄

話北北 奥 7 G 耐 一 一 一一一一一一一一

@木幡区 村
長 全 火 下進軽軽・

四 重

会 中 軽 さ式量量間
一町 兵

三五 衛

任 空 宇 ぷ を 鉄 鉄 仕
一ハ 商

施 防 堅 一一一一一一一

四i 番地 庖

工 音 牢 ・御骨置l盟
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出にあたっ て 建研述内部 K はげしい論争をまきお乙し

fこ。

だれもが乙の迩動を通じて労働者層との結束を強める

とともに，技術者層への呼びかけの機会と意図する ζ と

lζ 変 りはなかったが，一方はそのために建研速の運動を

進めている自分たちのなかより代表をだすべきであると

して所懇の足立光章君を推し，他方はさらに巡動を拡め

る乙と [己主眼をおいて. 9] 研速のi J VJ きそのものにはタッ

チしていないが. Ｂ見ｾの会員である西 山 卯 三 氏を推し

た。激論の末，西山氏ときまったが，乙乙 ( C迩illiJ の把え

方lι はかなり異った意見の在する乙とが明らかとなっ

た。乙の代表派遣は，政府の妨害lζ より公務員 [ζ 対して

の渡航許可がおりず，西山氏はついに参加できずに終っ

たのである。

建研連の評価とその後

56年の後半から 57年には，各サークルの活動は依然続

いてはいたが，建研述としての目だった動きは次第に消

滅していった。

建設の仕事が忙しくなるにつれ，人々は次第に設計の

なかに身を埋めていった，乙の 3 年間tζ ，建研述の果し

た役割といえば，設計技術者の仕事を現実の社会のなか

で正しく位置づけよう，建築労働者と接触しようという

乙とであり，それなりの成果をもたらした。しかし，ホ

ワイトカラー庖の辺動が常に興っては消えていくのは，

その組織の弱さのためであろうか，それとも迩動のテ ー

マが社会の状勢に応じて変るべくして変っていくのであ

ろうか。

ｊｾ 建 ｐｯｄｯｋｯ Ｎ l V などは今日にいたるもなお多少

の変貌はありながらも会の活動は継続している。もっと

も情熱的な活動をみせた所懇は幹郎の疲労からそのまま

沈滞し，一部の人々には 1 世代上の人々の集りである五

期会lι 参加して建築家の姿の追求に励んだ。との後の動

きは，迩ifj f J の当事者をはなれて正しく分析され記述され

るべきであろう。

( 乙の記述は主として . n ! 研述編集「建築をみんはでJ K ょった)

( ^ f ¥者一東京大学工学部助教授)
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民 主 義 を主 守 築 E義建
A
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る

そ の 建 築 運 動 と し て の 内 容

田 巻 1専 道 ・ 田

ミ民主主義を守る建築会議ミの活動が果して建築迩動

としての内容を持っていたかどうか。ひとつの政治的危

機にさいして集まった不特定多数の主ｾ築にたずさわる人

達の政治的主張は，その声明舎に明らかな通りである。

しかし，その新安保 lζ 反対して民主主義を守るという政

治的主張を，ｾ築界の個々の問題としてフエンした場

合，そ乙 lζ 集まった何百人という人述が打ちだす建築に

たずさわるものとしての立場なり盗勢は実K 多事n多核で

決してひとつの主張やスローガンに袈約できるものでは

ないだろう。現に参加した人達の属する社会的身分に し

てからが，すでK 設計事務所長として高名な建築家から

介の ドラフトマン，請負の現場隊司王建設労働者，大

学教授. 研究室助手等まで，実 lζ 種 々雑多の階層が行進

lこ参加した。乙れらの人 々をすべて含めての日常の恒常

的な建築運動なり，組織が存在する かどうかはきわめて

疑わしし、。たまたま閉じ建築界でメシを食っていたとい

うだけで，決して共通の経済的地維に立っているわけで

もなければ，同じ建築的イデオロギーを持っていたわけ

でもない。

それを強いて建築運動というならば「建築界!C属する

もの，決して政治に無関 心 であってはならない。ｾＧｊに立

派な都市や建築の創造のためには政治上の民主主義を強

く守ら ねばならないJ という乙とを，広 く深く建築界内

郎へ訴えたという怠味において，たんなる政治運動では

な く，それ以上の建築運動としての内容を持っていたと

いえるかも知れない。しかし，かといってミ民主主義を

守る建築会議ミが，速く分離派の宣言や. 近くメタボリ

ズムの主張のような，フィジカルでシャープな建築理論

を持っ ていたとはいえないようだ。それはあくまでも一

時の政治的高潮1切に応急に作 られた建築にたずさわるも

のの発言の機関 IC過ぎないとみる人達も多いのだ。実際

のと乙ろ，声明笹の内容に，安保反対以外 lζ 特定の建築

迩i J OJ の内容を鈍ったとしたら，デモ lζ 参加しにきた人達

の! 聞から，多くの列を離れる人達をつくったに相巡ない

と思う。政治上の民主主義を守る乙とにおいてはミ民主

主義を守る建築会議ミの運動に参加した人達は，だれし

中 正 雄

もみな同意見である。新安保 lζ 反対する乙とこそ真! こ民

主主義を守る道だと考えた人達の集まりである以上，そ

れは当然だろう。しかし，それを建築界内の問題にフエ

ンして，つまり建築巡i J OJ として建築界内部の民主主義を

守り，非民主主義を排そうという次元にまで拡げようと

すると問題を生じる。ー休，建築界のどういう点が民主

的であり，どういう乙とが非民主的なのか，という判断

1( 関しては， あのとき一緒に腕を組んだ人達の間でさ

え，その意見はまったく 7 チ7 チであったに迷いない。

いやむしろ呉越同舟の気味さえあったようだ。乙と建築

界の問題に関して，民主的，非民主的の区別をl ! 1 1J然とし

て大衆巡! l YJを企図したら，それは政治上の民主主義を守

るという当面の目標さえ危うくしたかも知れないのだ。

またそれほどに日本の建築界は複雑な矛盾を擁してして

いるともいえるのである。

大衆運動としてのミ民主主義を守る建築会議ミが， か

つての建築迩動史上lζ 記された数々のエコールや，団体

のような建築運動としてのはなぱなしい理論を持たない

としても， 日本の建築にたずさわるものすべてに訴え

て，その政治への関心をすくい集め， 実践への機会をつ

くったという点 lζ 最大の窓義を持つものと思う。戦前の

芸術的主張にのみとまらざるを得なかった建築家達にと

ってみれば，露骨に政治的要求のみをかざした建築界イ可

百人ものデモ行進は考えもおよばなかったであろう。そ

して建築人としてのモラルのひとつに政治への参加，民

主主義の擁護という信条を加えるという点において，戦

後最大の実践的な建築迩! l YJであったのである。と ，乙の

ように結論しながらも私はた民主主義を守る建築会議ミ

の活動1 ( ，建築界内部の矛盾を衝く具体的な建築運動の

蔚芽がまったく なかったとは思えないのである。 現 lζ 私

はた民主主義を守る建築会議ミが大衆運動として盛りあ

がる前の，その当初の金米糠の芥子粒にもあたる少数の

ささやかな集まりのあったのを知っている。ちょうどそ

れは，国会における安保審議をめぐって， -1立相おだやか

ならぬものがあった乙ろだと恩う。建設という仕事lζ た

ずさわる十数人の若者が集まっていた。語り合う乙と
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行 進 の 宣 言

われわれは，民間，官公庁をとわず，建築の設計，

施工， 評論， その他すべての分野にたずさわる者で

す。

新安保条約のl J kJi( 問題を中心としたー述の自民党政

権の態度によって，民主主義が危機lζ おちいったこと

を傍観する乙とができず，木口，午後 6 n寺より日 比谷

公園市政会館前 lζ 参会し下記の声明書を採た くし， 国

会への諮願権を行使するた めに，ただいまから 国会に

向って行進を開始します。

1960年 6 月 4 日 午 後 6 時30分

民主主義を守る建築会議

は，建築設計事務所員の不当な薄給と かく れたアノレバイ

ト，請負会社内部の厳しい職階性，建築家としてのモラ

ルと無名性，建築商業主義への抵抗，日本の住宅建設に

おける矛盾，建築家意識の矯慢と退廃等々 ，日 本の建築

界の矛盾と不合理を衝く低いが激しい言葉が数々あふれ

流れでていた。乙うして長後に建設にたずさわるものと

しての政治への責任，民主主義の擁護をお互いに確認し

合う乙ろ，窓外の電光ニュースが新安保の強行採決を伝

えたのだった。 1 人が号外を買いにでていき 1 人が社

会党』ζ 包話した。そう してみなが動きだした。建築事務

所の ドラ フト 7 ン， 詳i負会社の設計部員， 大学研究室

員，建築ジャ ーナリ ス ト， お互いに知ら ない者同志が

多かったが，その集まりはさらに知ら ない者を急速に仲

間にしてい った。デモ の団体の名称をつけるときに，ま

ず何気 な く た民主主義を守る建築家会議ミが提案され

fこ。

仮称としておおむね了永されたが，乙れは，建築家の

た家ミという字を円IJ る乙とで衆議一決した。乙の運動

は. 建築にたずさわるものすべての ものでなければなら

なかった。そして，近代建築を乙乙まで推進してき た建

築家のリ ーダ一意識乙そ，乙の時点において もっとも反

省されなければならないことだったのである。繰り返し

て普くが，乙の巡却J は決して建築家の集まりではなく，

建築にたずさわるものすべての集 ま りなのである。 ζ の

決定のなか lζ ，荘、は ζ れまでの建築巡動にま ったく なか

った新しい述築巡動の精神的内容を垣間 みた。かれ等

は，建築界内部 lζ おける民主的なものと非民主的なもの
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声 明 書

さる 5 月19 日夜半， 自民党政府は， 轡官隊を国会 lζ

導入し，未曽有の混乱のう ちに，一方的 lζ 大 巾の会期

延長を議決したうえ，新安保条約の審議打ち切り と同

条約の承認を議決しました。

乙れは，われわれが戦後確立しようとして きた 日本

の民主主義に対する完全なじゅうりんであり，日木国

民を故意lζ 国際的緊張の渦中 lζ 導 くものでありま す。

われわれ建築にたずさわる者は，民主主義の確立す

る社会のなかで， ;p;，ζ 国民のための都市および建築の

創造lζ 専念したいと希望する立場から，現在の政局 lζ

大きな危機を感 じ， 乙れを傍観する乙とができませ

ん。

乙こにわれわれは国民の一人として， 日米安全保障

条約f L 反対し，国会の即時解散を要求いたします。

1960年 6 月 4 日

民主主義を守る建築会議

の腕分けを始めて いたのである 。私は新しい建築運動が

始まったと思 った。 もちろ んミ民主主義を守る建築会

議ミのデモに明らかに建築家的ポーズで参加した人も多

かった。また建築界における民主的なものと非民主的な

ものの区別においてまった く違った窓見の人達も数多く

乙のテ' モ lζ 加わった。それはかまわなかった。 そのとき

の，当面の敵はだれかという乙とはハッキリしていたか

らfご。

そして，建築界における民主的なものと非民主的なも

のの鵬分けに，と くに熱心な無名の若い人達の集まり が

と民主主義を守 る建築会議ミのなかにできた。 その名を

ミ雑魚の会ミ と呼ぶ。 1960年の政治的高槻J l 羽を終えて

と民主主義を守る建築会議ミが建築人の政治的発言の機

関としての役割!を一応了えたいまも，乙れらの若い人達

は，建築界の民主的なものと非民主的なものとの適別の

作業を絶え間な く続けてい る。その作業は，その性質上

はなぱなしい フィジ カルな造形作: 見としては結実しない

か も知れないが，そうした熱心な作業が持続する限り，

私はミ民主主義を守る 建築会議ミの，たんなる政治運動

ではな い，建築巡動としての実体を確認できるのではな

し、かと思う。

そして，乙の建築迩1 I l } J 自体がJ HC民主的なものになる

ためには，建築にたずさわるすべての人達が，建築界の

民主化についてt. r責1]1ι 話し合う機会をより多く持つ乙と

ミ民主主災を守る建築会議ミがそのよう な機会をつ くり

だす機関として組織化 される必要がめると思う。

私は Ｍ ＱＱ 寺，ｾ築人の政治的発言の場に過ぎな かっ た



ミ民主主義を守る建築会議ミを恒常的な組織， たとえ

ば，労働組合とか職人組合とかいうかたちで巡営でき な

いかと考えた乙ともあったが，共通の経済的条件を持た

ず，お互いが利害相反するような相主uの状態にある現在

の建築界にあって，そのような組級化は手段ではなくす

でに目的でさえあるようだ。そのような目的を目備し

て，絶え間ない話し合いの機会を五!i みあげていく努力を

続ける以外にはないようだ。そして，またもや第 2 の政

治的高槻JJUJ を迎えようとする気配もあり ，再びの試練 lこ

直面して，今度乙そ， n l r . 建築巡ffil Jとしての次元lこまで

その活動を拡げ得るか否かが，無名の不特定多数の若い

建築 lζ たずさわる人達の肩にかかっ ているように思える

のである。

あの夜の ζ とを思い返してみると，建築界自体の危機

について語り合っ ていたその問題怠識が， いつの間にか

政治的な危機窓識にすり変わり，激しい大衆行動のなか

に放散してしまった気味があ りは しないだろうか。い

ま，建築産業そのものが大きな転換期を迎えようとして

いるとき，私は改めて， 当時の危機意識を思い起し，ふ

たたびそれをm築界自体の問題として正しく直面する必

要lζ 迫まられていると考えている。

回 誌

ωω 年

Ｕ 月 ＱＹ 日Ｈ木Ｉｾ 於 銀座風月 蛍 ｭ 告 の ｦ Ｚｴ 司Ｇｊ ｉｾ たず きわって いる ＱＰ 数人

が集まって ， 将来の 建設 産業筏術 ，総場 の体制と現在の 訟築家 のｾ

議嫌造，ひいては政治上のモラルについて結合った。

Ｕ 月 ＲＵ 日Ｈ水Ｉ夜於銀座風月蛍当面の安保問題 ｋ 対してｾ志表示の場

をつくる乙とにして，デモ診加 を決めて呼びかける ζ とにした。

月 ＲＶ 日Ｈ木Ｉ午後 ＶＱＱ 寺市政会館前統 一 行動 ＴＰ 人 参 加。東京土 ｭｬｾ 合

流して悶会的，米大使館前デモ。

5月28日( 土) 26日の一部有志が集まって安保問題E ん談会を企画。

5月30日 ( 月) 午後 6 時 半 中 央 労 政会館 日本 ジャ ーナリスト会議山田

昭氏を阻んで50人集まる。 ζ れからのわれわれの方針について箱り

あう。五即j会有志参加申し込み， 当日カンパ。

6月 2日( 木) 夜 於 本 郷 I J レオ ー」 当而の活動憎仰の世瓶入会をつくる

6月 4日 ( 土) 6 時市政会館前集合 「民主主援を守るi l ! 築会議」を結

成し ，声明" を諸表。

6月 7日 午後 6時 於 I J レオ ーJ i l!築会議としての今後の方針検

対. 6 月11日の統一行動参加決定。

6月11日 市政会館前集合安保批 判 の会 ｉｾ 合流して デモ参 加， 当

日カ ンパ。

6月18日 デモを前にして . i l ! 築会織の活動方針を反省検討した。

活動方針項目

( l _)  L の辿動についてのトータルイメークを確立しながら ，ー

つ一つ行動を位低ずける努力をする

( 2) 統一戦線への組織化

( 3 ) 砲築内部での組織怯充

6月17日( 金) 昨夜の迎動方針にしたがって有志動く。

( 1 )  国民会議で水口氏と会見. 統一戦線への袈却を伝え，デモ

についての技術的提策をする。結果は国民会畿内部で分派

的傾向があ り統一戦線への傾向なし。 社会党へも同様趣旨

を伝える。金 2.αJO円. s ! 築会議からカンバを渡す。

( 2)  lYuJ II lX. I Q5日までの事怖を説明し，とくに 6 月 15日のi I i 民

権じゅうりんの実話を伝える。夜，世話人会。 7 時絡i l ! 築

l ' l S 所，報告，反省，方針の検討。翌日 のデモについて

は，われわれとしては一般の人もデモ民主せよとの提祭が

あったが，右翼，暴力団の動向が激しく資佳がとり きれな

いという湿自で見送る。河上丈太郎氏縁談 ｉｾ 刺さる。ブヲン

パ 200 円。

6月20日( 月) 安保批判の会代友者会議。 22日のデモにつ いて討織。迎

築会mは長期斗争についての総合的イメ ージの確立と統一戦線の組

織化. Ｒ 点を要盟。夜，世話人会。 Ｗ 時絡事泊所，長 ｷｬ 斗争を前 ｉｾ

して建築会議の組織はついて討論. 22日ストの側而扱助 を安保批判

の会で行なうととにする。

6月22日( 水) 61時 市政会館安保批判の会とともに I盟会部Iで国民統一行

動に参加。国会，警視庁前. 日比谷，数寄尽締，京騎，八m洲口で

解散。

6月24日 ( 金) 締災智子さん国民弊，建築会議も多加。

6月' n日 平 級 事 務 所 世話人会. 6 時30分i l ! 築会i l R の今後の方針

について討聡。 当面の問阻 として，大会をもっとと，勉強会をもっ

ζ と，いままでの資料 をlI' i l l l !する ζ とを討とめた。

6月29日 お茶の水「ヲロー」 勉強会の打ち合せを凶〈。

7月 1臼 (金) 国際建築，資料監理打ち合せを聞く。 2 日のデモ K つい

て打ち合せ。

7月 2日( 土) 統一行動のデモが2m: あっ た。午後11時組と 61時組K 分れ

て参加した。 6 時組問人。フランス式デモ，そのあとレポート作成

グループが集まり原稿をまとめた。

10月14日 節 1 匝l定例世話人会於凶谷ポンジュール。

10月15日 浅 沼Ｈｊ ｊ 件抗鵠 デ モを行 位 い，総 評の統一行動 ｉ ｾ 参加す

る。

10月20日

11月 1日

国民会磁の統一デモ ｉｾ 参加。

第 2 回定例世話人会

11月12. 13日 民主主畿を守る 建築会議の貌胞のため，西多摩111'楠

原村数尽 I C一泊旅行。

11月15日 西山，回辺謙前会僧備委貝会. ' J <行寮只選出。

12月 6 日

12月13日

第 3 回定例世話人会

西山，田辺講演会於明大南講堂。

6月14日( 火) 午後 6 時半於本郷学士会館 「民主主設を守る il!築会 1961年

議」拡大世話人会。

6月15日 午後 6 時 市 政 会 館 前W合統一行動参加1. 右興団体のデモ

隊への乱入，警官と学生の衝突などK よる流血，女子学生死亡， 負

傷者多数，不t l ¥な空気のなかで砲築会議デモ隊国会的通過，米大使

館を経て数寄民総解散。

6月16日( 木) 午後 6 時お茶の水「ヨロ ーJ W合 その後「峨」事務所

でW会。世話人会を開き . 6月15日のデモと流血事件Iq到する 情報

交換。讐官の横暴， マス ・コZ への不信 J 7 7 ' ;1 シズムへの傾斜信

どについて括合う。

2月 7日 第 Ｔ 回定 例世 話 人会。 Ｓ 月 Ｔ 日お ｮ テロ ｉ ｾ 抗 議し 雲諭表現

の自由を守る 集会 IC参加する 。1民社会事業会館。 W合後，デ モを行

ない国会陳情 ｉｾ 趣く。

5月' n.28日 毅般旅行を行1.. い，干葉県養老深谷氏遊ぷ。 以後毎

月 1 回定例世話人会および 1 ないし 2 皮の臨時世話人会をもち現在にい

Tニる。

(時 田 巻 間 開 策 編 集

問 中 前川国別建築設計事務所
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新 建 築 家

新 建

1.  NA U大 阪 支 部 の 時 代

1- 1  綱領をもっ た建築運動

新建築家集団 ( N A C) は，新日本建築家集団 ( NA U)

大阪支部ー 1948年結成ーの一切の物質的精神的遺産をひき

ついで，新しく 1960年lζ 再発足したものである。

NA U 本部が. 1951 年 ζ ろに自然、解消の形をとっ て以

来，大阪支部は事実上 NA U のnft- の組織として， か

っ「綱領」をかかげた建築辺動団体として活動してき

Tこ。

戦後の日本の建築運動歴史上K.. NA U の果した役割l

は大きいものであった。それが 1951年どろに東京の本部

がたち消えた乙とは何といっても惜しまれることであっ

た。もちろん，その後は NA U の各班，各部会，各グル

ープがそれぞれの立場で活動し，また，それらで結成さ

れた ｲ ｾ 研述」の活動という形で，建築運動をつづけて

きた乙とは特筆されねばならない。しかし「綱領」をも

って迩動する組織として，かつ NA U の組織を守りつづ

けたものとして，乙乙にささやかではあるが. N AU 大

阪支部の活動と綱領を示す。乙れは中央の N AU がな く

なったか ら. Ｑ ＹＵＱ 年以後は日本の主ｾ築運動にとって「綱

領」をもたなかった，と東京ではし、われるかも知れない

点に対して，それは誤りで決して 「綱領」をもった建築

迩動は中断したわけでない乙とを示したいからである。

またそれが，現在の新建築家集団 Ｈ ｎａｃ Ｉ のｾにつなが

るものである。

1- 2  各年代の綱領

まず，各年代の綱領をかかげる。 1951 年までは. NA U  

木部の綱領が，もちろん大阪支部の綱領であった。すな

わち，

・1947年 6 月初 日( 本部総会決定)

l  建築を人民のために建設し，人民の強築文化を剣道する。

2.  u ! 築についてのすべての問題を大衆のなかで解決し，実践す

る。

3.  m語界全般をおおう封建性と反動性を打破する。

4. ru築技術者の解放と擁般のために斗う。

5  全国にわたるu ! 築技術者の組織的結mを災現し . e'Iら IC海外の

建築技術者の進 !p的運動とてい tハ、する。

6. 人民文化越設のために斗うすべての迎iflhと協力する。
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集 団 (N A  C)  

委 員
4
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. 1951年 6 月 9 日( 木部総会決定ースローガンー)

1  平和建設IC全力をつ くそう。

2  正しい建築妓術のかくとく。

3. 研究費の繍額と 民主的配分。

4  住宅審議会へ新建代表を送れ。

5  学界の民主化

6. 姉妹団体，民主団体と手を結lまう。

7  日本の国宝は日本人とともに。

しかしとれ以後は，本部のないままに大阪支部独自の

綱領を支部総会において決定してきた。すなわち，

・1953年10月13 日( 大阪支部総会決定)

1  国民 IC務仕する ru築家になろう。

2. 建築文化の値民地化K 反対し，民肢文化 を創造しよう。

3.  u! 築界の民主化を図ろう。

4  内外の友誼団体と手を結1:1'う。

• 1956年 1 月 8 日( 大阪支部総会決定)

1. 国民のための建築活動壱しよう。

2.  u ! 築界の民主化を進めよう。

3. 建築技術者の生活壱守札地位の向上IC努めよう。

1- 3 主 な 活 動

われわれは，以上のとおり . 3 年おきぐらいに新しい

綱領をもった乙とになる。これを乙乙』ζ 記すに若干感慨

なきをえなし、。それは，その年代のそれぞれの社会的条

件が身をもって感じられるからである。 NA U の組織を

守りつづけてきたという乙とのなかに，そのような歴史

的条件をきびしくうけているし，その歴史的条件から生

まれ るあらゆる無形 ・有形の苦難と，またそれを克服し

ていく喜びとが入りまじっている。

具体的な方針はそのつど，総会なり委員会で問題にな

り提示されているわけである。たとえば，水害の問題や

住宅の問題，民主団体との提悦の問題，その他いろいろ

の形で提示されたが，乙乙 lζ は1956年以降の主な活動を

簡単K 記すにとどめる。

1  ) 共 同 設 計

以前 IC尼崎市文化会館の共同設計を行なっていたが，

1957年より尼崎市立図書館の共同設計をすすめた。乙れ

らの共同設計で得た設計料の一部を基金として残したこ

とは，乙んにちまで: の活動財源を支えたものとして貴重

である。

2  ) 例 会 活 動



① 市民は建築家l乙何を望むか，民衆と建築家との

関連について市民をまじえて討論会

① オーデイト リアム研究会

① 都市再開発，住宅対策等の討論会

@  将来の建築界の動向 シンポジ ウム

等 が々みら れる。例会参加延人員は，各年 150 名を乙え

fこ。

3  ) 建築労協，建築インタ ーへの協力

4  ) 全国的統ーへの呼びかけ

乙れは，も し建築巡動団体として，全国的なものに統

一できる組織が でき れば， NA U 大阪支部もそれK 連合

して，会名の改称、もその組織にしたがう。そういった乙

とをJ .i剣rc 考えた。 その悶， 東京では， i 主主研述」以

後の建築インタ ーの活動，総評会館設計の迩i I i l Jを通じて

「建築会議」の結成の動きもみら れたが，それもうやむ

やのj診で，東京と大阪と は緊密な述繋をとる休:1iI 1にいた

らず， 乙の統一化の動きは挫折した。 NA U 大阪支部と

しては， とりあえず NA U 京都支部， NA U 鳥取支部ら

と N AU 述絡協議会を設けていたのであった。

2. 新建築家集団 ( N A C) として

2- 1 創 立 総 会

19ω 年 IL は，安保闘争が あ り，一部の会貝はそれぞれ個々 IC民主団

体や組合と一緒K 怠加した。 しかし ，N A U大阪支部のままではもは

や活動できなくなった。本部のない支部とはおよそおかしいわけで，

ι の己とが，いままで問題ICなりながら，強いて改めなかったのは ，

統一の組織ができてから改めるという館皮を持っていたからは ほかな

ら1.. かった。さき K のべたように， ζ の統一化の動きが種々 の事情で

でき由民しでも ， もはやちゅうちょする ζ とは許きれなくなったわけ

である。

そ乙で， NA U 京都支部， 鳥取支部の会員も含めた新

しい組織として新発足するための準備委員会をつくり，

綱領草案その他について数回協議を重ねた。準備i担当委

員には， 上林，田代，松井が選ばれ，それぞれ分担して

処理に当った。そして 1960年11月20 日， 宝Eまの中山寺

ですf発足の総会を開く乙とができた。乙の折の参会者は

18名であったが，発言が多くて， 50人ぐ らいの会合だっ

たという人もあった。 ζ れは， いわば N A U 大阪支部の

閉会式でもあり， 伊かつ N A C としての創立総会であっ

た。当時の会員数は63名。

2- 2 会 名

乙の会合で， 会名をど うするかで，ずいぶんも めた

が，つぎの数案がでた。

新建築家集団，日 本建築家集団，社会建築家集団，新

建築家クラブ，建築家集団，関西 ( 近畿) 建築家集団…

結局，圧倒的に賛同の多い「新建築家集団」と決定し

た。略称、は新建，英字名は NA C ( NA U の Uni on を

Ci rcl e  rc改めて， New  Archi t ect's  Ci rcl e)  としたもの

である。

2- 3  会の方針 (綱領)

乙の総会において，綱領草案をめぐって議論が白熱し

たが， 結局，一部修正削除さ れて，つぎのよう な 「会の

方針」が決定した。

1.建築を社会の発展と つながりのなかでただしく つ

かもう。

2 .国民の平和と幸福のための建築創造をつよめよ

つ。

3 . 都市計画 lζ 関心をも ち，あた らしい都市の盗をえ

がきだそう。

1. は建築技術者のアプローチ( 哲学) を示し， 2 . は建

築創造のあり方( 実践) を示し， 3 は建築の総合として

都市計画ないし都市建設に強い責任をもっ，という ζ と

である。

「綱領」というととばも，建築技術者にとってはむつ

か しい というので「会の方針」と したもの九

2- 4  OIJ 会 活 動

1960年11 月20 日より新発足してから，第 1 rごとりくん

だカンパニアは ① 「西山卯三中国帰朝報告会J ( 1960 

年12月) であった。乙れは 157 名の参会者をみて盛会で

あった。乙の報告会を軸にして， 後でのべるよ うI( I 日

中建築交流セ ンタ ー」の結成へと迩動を進めてい った。

そのほか， 開催した主な例会を列挙してみる。

①J レ・コノレビ ュジェ討論会 参加者 31名

①住宅i i l : i1主化をめぐ る討論会

@阪神都市図と住宅問題討論会

①女性建築家との懇談会

①建築学生会議との懇談会

名

名

名

名

£

d

n

4

0

。

，
。

内

4

n，

&

内
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1
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①労働者住宅，都市建設をめぐる討論会

20名

(新建 ・労住研より 3 名がチュー ターと なって，関西国

民文化会議で討論したもの。)

2- 5  部会活動 (組織活動)

1960年11 月の第 1 回総会より 1961年11 月19 日の第 2

回総会までの 1 年間 lζ ，重点的に部会または組織づくり

として活動した方向は 3 つある。

第 1 は 「臼 中建築交流センター」設立準備のための活

動て、ある。

第 2 は，新m会員で事務所を経営している者による

「新建設計事務所連絡会」 の結成である。

第 3 は「労働者住宅問題研究会」の結成である。

乙の「日中建築交疏センタ - J ならびに「労働者住宅

問題研究会」は，ともに新建から独立した友好団体とし

て発足したが，いずれも新建会員が中心とな ってつくら

れたものであ り，今後もお互いに協力してい きたいと願

っている。

都市計画部会は，つくるといいなが らまだ具体化され

ていなし、。

2- 6  民主団体との提携

まず第 1 に，新主主としてはじめてメーデーに参加した

ｾＹ＠



乙とであった。新廷の旗と「都市計画は民主的に ，/ 国民

のための都市建設を ，/ J I厚生年金で労働者のアパート

大量処設J などのプラカ ードをかかげて，民主団体と一

緒 fr. 十数名参加した。

ｾｓ＠ 2  ｦ 乙 ，毎月，ｒｬｬ 設関係の労組Ｈ全ｾ総Ｎｩｩｬｩ，住宅 公団

1;' 組， t; 11設省労組， 1=1姥協) と懇談会をもっ ている。

郊 3 fζ ，労働者住宅問題研究会の活動などを通じて，

関西国民文化会議や総3平の組合との提携が巧え られるよ

うK なった乙と。

2- 7  新建設計事務所連絡会

従前から設計事務所を経営していた会員，新しく独立

して事務所をもっκ いたった会員らで結成 されている。

現在10事務所が参加しているが，乙れはお互いの設計事

務所が協力しあって，設計技術，経営，所日教育，設計

体iljl )，協同組合等々の問題について意見交換しあう 会で

あ り，将来，新主tで共同設計する湯合の主体とな るもの

と考えられる。

毎月， 1f1)会をもっているが，現在までに討論または行

なわれた点は，標準図面の資料配布，所員教育，中小企

業協同化問題等々である 。なお， 1960年 8 J:l fr.は，乙の

会で共同 リク リェー シ ョンとして，各事務所の所員 ら約

601:，が，六甲山上で一晩をたのしく過し，お互いの親睦

を深め，サ ークノレらしいふんいきをもった。

2- 8  労働者住宅問題研究会 ( 労住研)

さきに のべたように，新主主の友誼団体として 1961年初

頭。ζ 結成され，ほとんど全員が新建会員である。労働者

の立場ーから，働く人身の住宅問題，都市建設について研

究するを目的としている。実際 fr. ，労働者住宅協会の団

地設計に協力している。具体的に京都府城陽町団地のマ

スタ ープ ラン を作成する活動をお乙な った。また労働者

住宅のあり方から，管理問題，社宅問題ならびに住宅生

活協同組合の組織巡! l VJなどを検討しつつある。今後は，

住宅問題を通じてもっとも労組との提携が派くなるもの

と信じている。

2- 9  日中建築交流センター

乙れは第 1 回総会で も問題にされ， またさきに のべた

ように「西山卯三 中国帰朝報告会J 以後よ り，ぽつぽつ

準備を 進め たものである。 と くに ＱＹＶ ｈｉ ｾ 6 月以降，設立

準備会をたびたびもったが，最後に発起人会をもっ て設

立をよびかけ， さる 11 月10 [ 1正式κ 設立総会を聞いて発

見された。乙の会の設立に新mとして大いに協力したわ

けである。今後の発展をのぞんでやまない。

3.  第 2回総 会 を む か え て

196HI :-: 11 )j 19 1 " ζ 京郎府宇治において， N A C第 2 回総

会を開催す る。乙の総会において討議される活動方針案

をつぎにかかげる 九

1  )  娃築技術者の社会的地位の向上

60 

建築技術者として主体的には，やはり広汎な識見と技

術の高度化につとめ，建築創造を社会の発展，人民の平

和と幸福をつくるという態度のなかで行なってい く乙と

が大切である。具体的には，新建の建築巡動と民主的大

衆iiI!!IYJ との統一提携を強め るなかで，とくに都市計画に

おける民 主 的指導，住宅建設ｾの巡Ｚ助をすすめ る。乙 れ

を通じて，建築技術者の社会的地位の向上をはかる。つ

ま り地域社会の住民あ るいは労組，民主団体な どの社会

胞から建築技術者の積極的役割がみとめられるよう活動

する 乙とが乙れから大 切では なかろうか。

2)  会員の組織強化と拡大

組織的には乙れは大切な乙とであり，いわゆる東京で

いわれる「組織なき組織」という考え方は正し くないと

思 う。グループ的カラを作 らぬよう ，会員の拡大をはか

る。

3)  R l l 築教育活動

会員の研究活動を高める とともに，建築労働者の技術

教育機関の設置を考える。ロンドン夜間民衆大学，大阪

労働大学等のように，働きながら建築技術を学びたい人

々のために学問の機会を与えていくものをつくる。乙れ

は，新建内部だけではすまさ れな いので，全姐: 総述，全

日本建築士会等の後援をえて 「建築技術大学J あるいは

「研究集会」で もつくるよう働きかける。

4)  協同設計・体制の強化

乙れから の設計のあり方，あるいは設計事務所のあり

方を民剣 ｦ ｲＮｾ考 えてし 、く。乙 のため，協同組合の問題，協

同設計の体f)li lをたかめていく乙と。 I新建設計事務所連

絡会」の役割lとその発展をはかる。

5)  日中建築交流センターの強化。

6)  友誼団体との提携交流

今後も， 建築事務所労組， 建設労協， 建築労組怨談

会，労住研，学生会議，関西国民文化会議，民主主義を

守る建築会議等々と提携する。

7)  機関紙，出版活動

8)  事務局体制の強化

×  ×  ×  

以上，新建築家集団 (N A  C) の活動をお伝えした。

NA C は現在， 約 100 名近い会員をもっているが， 研究

活動を中心とした建築運動団体として，綱領にのっとっ

て， 今後も建築技術者への働きか けと，新しい協同設庁|

体 11;1) の具体化と，同H寺に労組などの民主団体との提携交

流をつづけていきたいと願っている。

事 ro21!'1総会において ， r会の方針」という乙とばを「綱領J 11: あら

ため，また綱領 ＳＱｾ 対して「国土を荒廃か ら守り Ｎ ＨＰＱ［みよい図や都

ｪｬ ｩ の 創巡 のため ｉｾ 力を合わせよ う」という恕 味 の 修 正ｲ［ｲＮ見がださ れ

た。さら に「活動方針総J ｉｾ 対してもいろいろ怠見がだされたが，

E れらの文集作成については，新しい委員会K 付託され，目下般討

中である。

( 新正II委貝 松井昭光d己)



日 本 建 築 学 生 会 議 ー そ の 歴 史 と 展 望 一

日 本 建 築 学 生 会 議 関 西 ブ ロ ッ ク

日本建築学生会議規約前文

「建築という同じ世界に生きる全国の学生が手をつな

いで，当面するさまざまな問題や希望をとりあげ，相互

に研究討議して解決の道を見いだし，伝統の上に新しい

生命を築きあげるため，われわれは日本建築学生会議を

結成する1

11(:l和2811三IL発足した関西建築科学生会議が関東の組織

と合併し，発展的解消をとげ， 日本建築学生会議( 以下

学生会議と略す〕が昭和30年に発足して以来，はや 7 年

を経過したが，いままで系統的に過去の遺産，伝統を摂

取し，今後の活動のために積極的に取り入れる努力が欠

けていたのではないかと思っている。

今度，日 本建築協会の好意で「建築と 社会J ，ζ 紙面が

与えられたのを好機として，極々 調べた乙とを 1  ) 発

足当時の事悩 2 ) いままでの発展過程 3 ) 今年度の

活動方針 4 ) 今後の展望 に分けて書いてみる。乙の

文が今後学生会議が飛躍的に発展する下地と なり，建

築界の人々 に学生会議を知っていただく資料となる乙と

そ期待している。

1  .  発 足 当 時の事 情

昭和28年以前K ，関西には学生の主E絡機関が新日本建

築家集団 ( N A  U) 所属の学生の提1 I @j で結成されていた

が，極々 の司T ' t l'j 'のためにその活動は停滞 していた。一方

当時の社会状勢は， ビ‘ キニ水爆実験 MSA協定調印等の

ー速の動きに敏感に反応し， 抵抗の姿勢は取られてい

た。 その主体となるべき民主勢力は，メーデ- 4 fC件，破

防法闘争にみら れるように，国家権力をもってする抑圧

と威圧のなかで苦しい闘いを続けてきたが，誤った指導

のためにまった くの低調K おちいり ，民』ζ 人民大衆の幸

福をとの苦しい情勢のなかで獲得していくだけのエ ネル

ギーをまだ持つまでにいたらなかった。

乙れは建築界において も例外でなかったど乙ろか，い

ままで存在してきた種々の民主的団体 (NA U，五j閉会)

は空中分解を起し，その成員は朝鮮戦争後の建築界の好

況のなかへ，自己を社会と隔絶した形で，建築それのみ

を目的とした形でとけ込んでいったのである。

しかし，すべての建築家がそうだったのではない。乙

ういう民主勢力の低調さ . 乙ういう建築界のiWJ きに不満

を感じていた若手研究家の問に 「建研述」が結成され独

自の活動がなされ始めていた。そして，学生庖は乙の総

研速の動きに刺激されていた。

ちょうど乙のと き，ローマより第 2 回国際建築学生会

議の招諮状が，国際学述一全学連を通じて東大の池築学

科に持たらされた。乙れを契機として関東では地区所在

校に有志の人々の努力で迷絡のためのシス テムが作 られ

た。一方，関西では述絡機関が発展的 lζ 関西建築科学生

会議に拡充，強化されていった。

乙の両組織に結集された学生は，自分逮の主張をとの

ロー 7 大会のテ ーマ， ① カリキュラム ①就職状況 ① 

国民的伝統の問題①学生生活の経済状態 を利用して

表現しようとし， そのため関東， 関西の両組織が手を

取り合ってレポート 作成，代表派遣の準備にまい逃し

た。

そして，その活動のなかにおいて全国的組織の必要性

が，その組織が潜在的に持つで・あろう可能性が充分理解

されてきた。

関東では ｎａ ｕ の 一 部会であった ｊｾ 村建築研究 会 の下

ｋ 意識の高い学生が多数参加して ｊｾ 村調査が行 な われて

いた。関西でも NAU {ζ 参加していた学生は r:rn乙民

衆のための建築とは」 と研究活動を続けていたのであ

る。

乙れらの学生逮は，前述のどとき社会情勢のなかで学

生の袈求を，また自分逮が正しいと恩う方向を強く社会

へ，建築界へ訴える組織. 自由な立場，視野で研究でき

る組織を学生会議』ζ イメ ージしたのである。

当時，建築科の学生達は大学院生と協同して種々の調

査を行ない，乙れを通して相互聞の親l佳を行ない，また

社会の実態をはっきり 認識し，そ乙 での問題を建築家と

していかなる態度で取り扱い，いかに解決していく かを

熱心に追求していた。だから彼等が学生会議にそういう

イメージを画いた乙と，スム ーズに組織作りが進行した

ことは理解できる。

2.  いままでの動 き

発足い らい海外的には

1.  1954年第 2 回国際建築学生会議ローマ大会，代表

。1



派遣

2.  1955年第3 回パリ大会， レポート

3 .  1957年第 4 回コ ぺンハ ーゲン大会， レポー ト

4 .  1958年第 5 回レニングラ ー ド大会，代表派遣

5 .  1959年第 6 回ハノーパ一大会，オフ' ザーバ一派遣

6 .  ＱＹＶＱ Ｑｦｾ ｾ＠ 7 回メキシコ大会，代表派巡， 日家建築

学生会議，代表派遣

と各界諸氏のど理解あるど援助の下lζ ，学生会議のー・つ

の大きな活動目様である国際建築学生会議に積極的に参

加する ζ とができた。とくに毎回持参していったレポ ー

ト，パネルは最優秀との折紙をつけられ，国際的に日本

建築界の名を高めた。

また，その作成K 参加した会員はそのなかで学校のな

かだけでは絶対得られぬ刺激を受け，経験をつんだ。そ

とから志織の高まった会員が輩出 し，活動家となってい

っfこ。

一方国内では，国際建築学生会議へ持参するためのレ

ポートの作成のみならず ① 富士 山 麓地方 ｊｾ 村調査 ① 

あやめ池での住宅展 ①鳥取周辺良村調査 @戦災都市

復興についての調査①建築教育についての調査，研

究 ①述続シンポジウム ⑦全国コンペ ③統一テ ーマ

による共同研究( 関西) ①20 .6 C ゼミ( 関東) 等と学

生会議本来の安である研究団体としての役割lを果してき

た。学生会議はいままで，その存在，価値を上に列挙し

た項目での種々の活動を通じてのみ守りつづけてきたの

である。とくに山村調査，住宅展が学生会議lζ 与えた影

響は非常に大きく，全国の仲間が同一目標K 向って同一

場所で調査，研究，討議を行なったなかから現在われわ

れが断片的な資料で伺い知る学生会議の性絡，考え方が

生まれたのである。

ζ れを知るために，第 2 代全国委員長保坂陽一郎氏が

害かれた文章があるので乙乙に要約しておく。

「建築を学ぶ学生の一人一人が強く高い怠識を持って

会員のなかに深く広く浸透し，全体の意識を高め，国際

的な関連のなかに日本の建築学生の動きを発展させねば

なら ない。建築がただたんにその時代の影響で変わるも

のではなく，歴史的な場のなかで社会との対決の場のな

か， その時代での建築の性格の決定がなされるのであ

る。

その性格の決定lζ 際 し学生は大きな役割jをになう。だ

からわれわれ学生は，その社会的役割と立場をはっきり

認識しなければなら ない。それはU本建築学生会議とい

う全国的組織を迎してよ り客観的に なされる。

そのためわれわれは，親l控を通じて全国の仲 間 を知

り，その建設的批判と前向きの言論と行動を組織してい

かねばならなし、」

乙の方針がいつまでも続けばあまり問題はなかった。

ところが 195611¥ 全学述の活動方針に代表されるごと
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く，民主勢力の自信とエネルギーの喪失は学生会議の憎

導屈にも影響をおよぼし「歌え，踊れJ が学生会議の活

動方針と なっていったのである。

ζ のようなサロン的活動は後刻完全に批判され，克服

されねばならない。他の民主勢力の聞では，乙のような

大衆追随主義がなんの創造的な成果を持たらさぬばかり

か，白己の活動の範凶を自ら狭めていっているのが適確

に指適されていた。しかし，学生会議では組織の未整備

という辺白で' 乙の本質的な欠陥は見送られていった。

乙乙 lζ ー時的にせよ，その後の学生会議の活動が低調

になった原因があるのである。

その他全国大会，講演会，見学会，全国卒計股を開き

それなりの成果をあげてきている。また，機関誌「核」

が定期的に発行され，つね fC%!: 識の高い会員の努力によ

り新鮮な問題を提起してきた。実際乙の「核」の編集の

みを 1 (' l の主活動とした l則的もあったのである。

しかし，ζ のような何等創造性を謎い得ぬ，また一般

会員の' ! J f : ; j ( を正しく汲みあげ得ぬ状態で組織が充実する

わけがなし、。毎年，組織の充実のため会員へのアッピー

ノレを行なってきたが，前述のどとき姿勢では会員が学生

会議Iζ 魅力を感じるわけがない。

そζ で， 昨年より研究的な企画が全国的にわちださ

れ，乙の活動を通じて下部組織の充実をはかり，指導部

からの適切な指導と相まって，紫晴しい効果が現われる

乙とが期待される。

乙の方針が打ちだされてからまだ 1 年間しか経過して

いないので成果は確言しかねるが，会員の学生会議への

関心は相当高まり，新しい活動家が生まれてきている。

3.  今年度の活動方針

今年 5 月初旬，鹿児島で聞かれた全国大会終了後のブ

ロック委員長会議に全固執行委員会より，あらゆる可能

性を追求し，そのなかにおいて学生会議の組織の充実を

はかる ，という 昨年度の方針の全面的継続が基本的態度

として表明され，つぎの活動方針が提案された。

1  知 7 回国際建築学生会議に代表を派遣する

1. 資料の保存，整理を行なう

1  全国交流の場を持つ

極々検討の後 6 月初旬に承認された。

一方関凶ブロックにおいては，代議員会で昨年度の活

動方針一一学生会談は建築を通じて大衆に幸福をもたら

しうるものを追求する活動を目的と し，ζ れをあくまで

会員の航極的な支持の下に，全会員の主体的な ill) J きのな

かで発展させるーーを極々検討した結果，全面的に受け

入れた。

執行部ではこの乙とを，また第 1 団代議員会において

関西ブロックが「全員を対称とする親! 庄であると同時

lζ ，ぷ; r r a の高まった会員の聞で分科会を持つJ と規定さ



れたのを考慮しつつ，つぎの 3 点を基本的態度とした。

1. 積極的な意味での親睦をはか り，そのなかから新

しい生命を創造しうるよ う努力する。

1. われわれの活動を通じて学生会議の存在とその怠

義を示し，認識と理解をはかる。

1.  社会的な目を持つ建築家が生まれるよう努力し，

その人達の活動できる場を作る。

執行部では昨年度の活動のなかから教訓を得，よりよ

く乙の目標が達成できるよう，つぎの活動方針案を提案

した。そして数度にわたる代議員会の討議の結果，乙の

活動方針が採択された。

1. ttl 宣機構の整備，強化。

1.  ジュニア生への徹底的アッピールと活動家の怒

成。

1.  統一テーマκ よる共同研究を通じ，支部活動を強

化する。

1.  述続シンポジウムを行なう。

1.  分科会を発足させ，強力に育成，援助していく。

1. 他の研究団体と手をつなぎ，研究機構の充実をは

かり，学生会議の質的向上を図る。

われわれ関西プロック執行部は，以上の方針が歴史的

にみて正しい方針であり，乙れらの事項がぜひ実行され

ねばならないと患っている。

昭和36年度も半年を経過したいま ，われわれは乙の方

針の正しさと完遂の必要性をますます強く感片ている。 品

会員が学生会議IL発足いらいイメージしていた本質と

は窮極研究団体であったと恩う。この乙とを再確認し，

実現してい く手段として，乙の活動方針は非常・! こ大き な

役者lを果している。

沈滞j切をぬけだし，本当 (C 学生会議の必要性を会員の

みならず，建築界，一般社会にも認識してもらうには，

われわれ学生であるという乙とをはっきり認識した上

で，社会の人々と協力し，真に人民のための建築，新し

い時代の主主築像を画き. それの実現へ向って一歩一歩進

んでいく乙とである。

いま，われわれはそれに向って組織作りをしているの

である。

4. 今 後 の 展 霊

今後の学生会議のいき方を考える場合，もっとも大事

な乙とは，学生会議規約前文との関述性において把握し

なければな らないという乙とであ る。なぜなら，乙の規

約百｝文は当 ｮ ｾ ｪ の社 会 情勢の下において自分遥の生活のす

べてを圧迫されていた会員連が，社会の矛盾と鋭く対決

したなかで得られたものであり， 学生会設が持たねばな

らない性格を述べているからである。

その性絡とは，研究団休としての性格である。

また，学生会議を研究団体として初めて，学生会議の

存在と忠義が明らかになってくる。

所得倍嬬といううたい文句 l乙世間はつられ，経営者的

意識を持つホワイト ・カラーも多く なってきた。そし

て，矛盾はますます激化してき，二重構造，差別待遇は

その解消克服が叫ばれるなかでますます強固になり ，即

建築化されている。

木当 IC人々の幸福のために必要な乙とでも， H¥占資本

の要求と合致しないものはそれだけの理由で後回わしに

され，ますますm築環境は悪化していってい る。

現在は，乙のように社会矛盾の激化に伴なう 種々の現

象が建築K も大きく現われてき，われわれを社会人とし

てのみならず建築家として縛りつけようとしている。

ζ ういう認識の上でその根本原因をつかみ，それを克

服していく過程において研究団体の性格が得られると思

う。乙のためには，昨年，今年と採択さ れ遂行されてき

た活動方針を今後とも継続して行き ，その遂行のために

努力していくならば，非常な短時日のうちに研究団体と

しての性格と地盤が得られる。

また 研究の結果，当然われわれは正しい一つの結論

にたどり つくであろう。そして，社会ではそれが佼曲化

されているか，全然行なわれていないのを見いだすだろ

つ。 ‘

乙のとき ，学生会議の果すべき役割は F

いうまでも，研究から得られた正しい結論が実現され

るよヨ行動を品且織し， 全会員をパックとして社会へ訴

ｾｾ＠ ｾＢそＺの実現をかちとっ て いくのがその役割であり，任

務であるo

v  金問建築科の学生が乙の組織に結集しているのも上述

のごとき学生会議の性格を理解，認識し，その果し得る

役割の大きさを理解しているからである。

学生会議創立当初，会員によってイメージされていた

自由な3工場，視野で研究討議し，その活動のなかから生

まれた結果，要求を社会へ，建築界へ訴え実現さしてい

く組織一一 ζ れが学生会議の窮極の目標である。

今年度活動方針でもわかるどとく，現在それに少しで

も近づ乙うとしているし，学生会議は今後より強力に ζ

の方向へ動いていかねばならない。

われわれ学生会談会員は乙の動きの原動力として活発

に活動していくつもりである。

×  ×  ×  

最後に乙の一文を響く IL あたり，; f i l l 資々料の提供， 助

言をいただいた先輩諸氏に厚く感謝いたします。

なお，誤ってい る点，資料不足の点等お気付きの乙と

がありましたら，ぜひお知らせ下さるようお願いいたし

ます。

告: 記局 ・大阪市立大学家政学部住居学科石堂研究室内

( 文立 田 中 康 夫)
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床 tニは色を. ノ

新 し い コ ンク リート 床 美 装 仕 上 材 「カラ・クリート」

があらゆる建築に繁閉され好評を惜しています。

カラヴリート は 耐 感 性 の 大 き い 硬 貨 骨 材 の 粗 粒 子 を

主体とし、 これ に 特 租 薬 品 、 顔 料 を 配 合 し た 「床打

ちと岡峰に仕上る」 床 材 で 既 に 全 回 数 百 の小・中・

高 等 掌 枝 、 大 学 、 ピ ル 、 商 腐 、 工 婦 、 病 院 、 公 会 堂

の 床 、 廊 下 、 階 段 、 バ ル コ 二 一 、 ロ ビ ー 、 ガ レ ー ジ

ガソリンス 9 ン ド 、 住 宅 の 玄 関 、 宮 、 キ 、 浴 室 等 に

広 〈 用 い ら れ て い ま す 。

カラ・クリートが近代理u査に注目されている! 1m

(11  i樹 脂 性 が 大 曹 い の で学校等、交通盆の多い所に

最適。

(21 色 が 貸 し い の で カ ラ ー コ ン デ イ ジョ ニ ングに も

絶 好 ( 緑 、 赤 、 茶 、 小 豆 等10種以上)

(31 耐 水 性 を生か L て 屋 外 風 雨 に 曝 さ れ る 所 に 好 適

(41 床 打 ち と 問 時 に 仕 上 る の で 工 期 が 短 縮 ( 下 記 施

工法参照)

I 緑 m' 当り ￥ 360同 1

(51 手頃な価格! ';' _ '， C _ b  ，:' ; :  ｾ＠ v  ｾＮＺＮＺ［Ｎ，［＠ I  

l そ の 他 の 色 m' 当り 'f 300円 l

サ ッ シ 廻 り の 防 水 に

間宣車冨

A B C コーキングは内部粘性が特によく、

耐久性があり 、しかも経済的な最新の合成

ゴム系コーキング剤です

サッシ廻り

エキス) ¥' ンションジョイント

フレキシブルボード廻り

プレキャスト結合部

その他亀裂、 P S コンクリート自

に A B C コーキングを御使用下さい

包装友価格

18 P  缶入 8，500円( 現場渡し)

3，6P 缶入 1，800円 ( ゥ )  

管脅
詳 し い 説 明 書 を

さ し 上 げ ま す 本

誌 名 を 記 入 の 上

お 申 込 み 下 さ い

( 株) A B C 商 会
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名古屋出廻所 名古屋市中区南久屋町 3 丁目 12番地( 申央建材工業) T E L  (24)  5563 
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1a: 1-¥: m ｾ＠ ｾｉ＠ ｾ＠ ｾ ＮＮＮＮ ｾ Ｉ＠ ｾ Ｚ， ιι 必
近 代 建 築 調 査 委 員; 会; 誠治主12 4 3

明iち

1. 小 序

江戸時代以前K は，もちろん塔婆や，械事sの天主閣な

どの宗教的または軍事的な高l百建築があ った。 しかし明

治J拐に建った楼閣は ，まったく位人眺望遊覧のためのも

ので，外観も滋々あった 。また技術的には在来の伝統的

手法を生かすとともに， 外来法も十分に取り入れられ

た。乙れ ら高機建築を表示すれば， 別表のようにな る。

さて，現在知られている限りで，最初Kmった高楼建築

は，明治10年 5 月 8 日付，新潟新聞によると，新潟五階

楼 の料亭である 。

この料亭は ，本港早川町の割l烹庖主，早川正罪 IJ が建て

たもので，乙れ以上の資料は残念なが ら不明であ る。

乙れよ り10年後 K ，高楼建築の黄金時代が訪ずれる 。

2. 中期の高楼建築

眺望閤 ( 五階) が建ったのは，明治 21 f l"  7 月である

( 写真 1 ) 。当時， 日本橋 4 丁目附近lζ ，私立有宝地遊園

があって，その中央lζ 内部五屈の高楼が廷でられた 。平

面は 8 角形で，上部二庖は洋風手抱子のついた吹き放ち

ベランダで，屋上も展望台にな っていた 。プ ロポ ーν ョ

シは ，不，思議な形をしており ，下町l の八闘の柱は ，異様

な紋様を画き，上部 !C珍形のキ ャピタノレをE互いている 。

構造は不明であるが，事R瓦を主体! [ ， 木造大壁造ではあ

るまいか。なお遊園地内に種々の売! 苫があ ったが， r五

階」がなくな った後も ， r五階」または「五階百貨庖J

の名が残り，古物の商庖fおとな っていた 。

ち ょうど ζ の頃浅草には ，奥山聞や仮富士が建ち ，大

阪でも ，浪速富士山が計画されていた 。また ，パ Dーで

は，万国博覧会の中心塔として，エ ッブェノレ絡が計画中

であり ，明治20年代初頭より ，高楼熱は盛んに なって き

た。ζ の頃，大阪堂島の組重三は，北野村215屋l ζ ( 現 ・

阪急百貨庖北 200米) 九階の楼閣を建設しはじめ， 22年

4 月開業し ，凌雲閣 と称 し た ( 写真 2) 。乙の全景絵図

が大阪城K 所蔵されており( 写真 3 ) ，非常 K 珍品であ

る。九階が どのような施設の 中にあ ったか，乙れを見れ

ばよく了解される。図中左下の門が正門で看板に「鷲の

家」 とあり ，九階の左手lζ 自転車競争場や弓場，右手の

池e! t !C亭がならび，池の下lζ 2 階が コロニアノレ風の洋館

の温泉があり，すべて3900坪の遊園地とな っていた 。

との絵図の九階は ，写真 2でみるのとは恭子異なり ，

とくに最上階は和風lζ 画かれているが， 笑際はすラセ

シ風である 。乙の楼閣の下部 2 庖は 13間四方の方形平面

で，正面外観が洋風になり ，他は和風で，料亭 として用

いら れていた。その上 6 陪は 8 角形で，恐 らく螺施形 l乙

上 って行く ようになっていた らしい。 段上階は 11寺辰台

( とけ いだい) で，円形平面である 。構造はやはり不明

であるが，想像すれば中央部を煙瓦で築き上げ，廻りを

木造( 鉄骨 ? ) で構成し ていたのではな いだろうか。

Eコ

I司 築楼 建

1. 眺 盤 悶 (桐本楠雅氏鍾供〉

2.  凌雲閣 9 階 (桐本楠雅氏援供)
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3. ; . 量雲閣 ( 大阪械所蔵)

ｾ，ＮＮＮ＠

ｾ Ｎ＠ 凌雲閣 ( 明治編年史) 5. 螺 旋 t菩 〈建築雑箆183号 )

6. 通 天 閣 C;良速区史より )
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浪速富士山は，二重のデ コ ν - i / ョシケ ーキのご

ときもので，螺旋形』ζ 上り ，富士山のような絵を

かいて山形にしたもので，今の生玉の附近 ｉｌｾ て

られた 。乙れは ，さびれた丙高津村を繁栄させよ

うとする村氏のなもあり ，単なる高いf? にすぎ十

かっTこ。

22年，パリ ーのエ ッブェノレ搭が，いよいよ完成

するとき，浅草では，乙のJ ; { ¥: Iζ しげきされ，かっ

大阪の )LI 9，削乙対抗 して ，ｾ［ｬ ｩ 瓦造の 十二 階 を主 ｴ 設し

始めたＨ 写真ＴＩ 。 設計者は英人の大Ｇｕ［Ｚｾ， ｨ 数ｦＺｩ ｬｩ ノミ

ノレト: / ， 現場監督は ， 沌大吉であった 。当初AK

54のエ ν ベーターを言l"ii!i iしていたが，のち' ; IJ : 気』ζ

変えられ，エレベ ーター付高さ 165 尺という ，正

lζ 円本ーの高楼が出現した。その名称は大阪北野

の占主主| 品! と同じ名を付け ，231"'. 10月開業した 。こ

の燃の、i Z市一l は，すべて 8 角形で ，細長く下msの一

辺の長さ 251flj ，ｾ坪 ＳＰ 坪， 9  ｾ持が洋間で ， 他は外

IJ4il'1i.'，，'， などの隙列室であり， 11如乙 ，夫人の' ワ: ｾ Ｇ Ｎｩ コ

ンク ーノレも行なわれた 。

梢法は ，lb磁をi也総下 2 二J . : のと乙ろに ，長さ 2

丈の杉丸太をすj ち込み 4 寸松角材を筏地] 巴と

し Ｎ そのｼてに下併でｾ［ｬ ｩ 瓦 Ｔ 枚砧 ， 上師寺で Ｒ 牧町 ｩ と

した 。

乙うして従来 . 111合芝日やIii: 鈴伎などの娯犯し

か勾l らなか ったj II: 人1[ ，ま ったく新らしいレジャ

ーブームを巻きおこし ，地方の必山にも九F待機が

II つようにな った。

3. 後期の高楼建築

!日Jifi 351f. ，建築学会準口阿倍金太郎は ，ｾ｜ｴ ＳＶ 年

大阪で ｉｊ ｉ ｾ かれる第五 ｼ 旦 ｬ 内 ｉｉｾｗｊ 業時 ｬζｾ 設されるよ

うにと ， 螺旋塔 の ｾｉｉｊ ￬ｬￍｉ凶を作成し，建築雑誌にけ

いさいされた( 写真 日 。乙の燃は高さ 282 尺と

いう JI' 'l ii に15いもので ，浅草の十二階を約 120 尺

も依いていた 。( 因みに ，:rl L寺の百. 重土佐は 175 尺)

構造は不IYJ であるが，側 l釘は北野の九| 塘と似てお

り，ヒ Y トをとれ』ζ 求めたと忠われる 。 しかし ，

ＳＶ ｻＡＧＮ の博覧会には ， 実現せず ， 既存の ｉｾｅ 虫ｼ制Ｈ五

昨年) が眺望絡の役割を果した。

乙の時覧会は ，36年 3 ｾ＠ 7 )J の間 ，n 7ド怖から

阿倍町，天王寺一帯で行なわれ，敷地10万坪を第

一会場 ｦ ｛，堺大浜水族館を第二会場として ｉｊｉｾ かれ

た。乙の後敷地が. 天王寺公闘と ，J レナパ ークlζ

分別され，45年 7 )J 3 D ，ニヒ民連夫，下';1的敬介ら

の大阪 ｼ地 建物株式会主 ｊＺ の子で ， ガ ｩ ｪｬｬＺ ｙｾ ノレ ナ パ ー

クがIJH業された。 ζ のパ ークの '1'9とに，社長土居

通夫の一字をとった，通天閣がそびえ ，他の白塔

の問 lζ ，* 辺飛行船が通じ，足下 lζ は，:Jij，おIiの活

協b万:1'! 館や動物園ができた 。動物園は ，のち大阪

ilTの終't:¥. とな ったが，当時の困合が多数存在して

し3 る。

さて ，通天|品lは，設計設波及J l ; 築事務所 ，in-t1は

土木技ｦＺ ｬｪｩ ， 八四 ｾ［ｾｉ 別で ， その Ｑ Ｑ Ｖ さ ＲＵＰ 尺鉄 Ｇ 円Ｎｾで ，

災現した雨後建築 '1'最大最高のものであり ，かつ，

明治 ｛Ｚ Ｎ Ｚｪ 楼ｾ築の最後を飾るにふさわしいものであ

った。 しかし ，第二次大戦rj" t品くも撤去された 。

かくて，J ; R 西高綾子守戦は ，pq方大阪 IC1. l I 配が上 っ

たので‘ ある 。

4. 高 楼 付 建 築

乙れまで ，述べてきた高峰は ，いずれも ，向後



が主で ， その Ｇｬ Ｇｉ ｣ｾ 点列室や料亭などを

含んでいたものであるが，その逆1(，

ある目的の主主物に高桜が附属している

場合が，非常に多くあ った。( 例えば，

|日大阪府庁合，長野の開智小学校笥々)

そして，この系統 ICkJ l ，して ，遊覧施設

とし，かつ高僚をまったく世人眺望の

ために附したものとして ，今宮商事ク

ラブをあげる ζ とができる( 写真 7) 。

ζ のクラブは ，ＳＶ Ｚ ｱｾ の勧業 ｎｊ が聞かれ

るまでは ，2400坪の私設遊園地兼卸IJAil

場であり ，II! 心』ζ 洋風の飴があ った。

ζ の飴は ，5  ｾ持主 ｴ で ， 下 Ｒ 階がｾＪ列場

などの門的の主t物で ，附属して高機を

持 っていた。桃造は恐らく ，主体* * 瓦

造で ， 1 - 2 附はタスカ γ 柱 コロニア

ノレ式で ， 3 併の切安倣風は荊 l風である

が全体として， )hi¥iζ 俊れた建物であ

った。

最後 ｬζ ，乙のような系統を引いたｾ

物で， まだ大| 坂人の記憶に放 ってい

る， 千円前 楽天地 をあげたい ( 写真

8  Ｉ 。 とのｾ物は ＴＵ Ｚ ｱ ム千日前の大火の

後，旧歌舞伎出の以i J iHC千土地株式会

主J が建てたもので ， 設計は ， ノレナパ

ークと同じく設栄建築事務所，施工必

村組で，大正 2 i f 10月起行，翌 3 年 7

Ｉｊ竣工している 。 構造はｾ［ｉＨ瓦および木

造 ， Ｔ 階ｾ ， 1 1向l地階付で ，さらに上

11:1ド ーム上にふ rLr院! と称する螺旋燃を

ほきその上が| 眺望台となっている 。内

1¥111乙は， '1'火劇場 ，キヰ、マ官官，コドモ

鈴; などがあり ，乙れらの上 IC高桜が附

されていたわけである 。

む す び

新潟の五隣接lζ 始まる高楼建築は ，

20年前半'1( ，エ ッブェノレ塔の しげきも

加わり，東illj その高きを競ったが，通

天閣はこの合戦の段後を飾っ た。また

方塔屋から発展した系統の建物も ，

ｾｪ 天地にいたり終止符を打っ た 観があ

ｾ Ｍ
勺 ｉｾ 。

ζ のような高校または高楼付建築

は，高l苗総築構造の発展とその可能性

の追求として，IYJ 治の人々の払 ってき

た努力に対し ， 大いにｾ義があったと

思われる 。

本高 ｉｾｾ を草するに当り ， 大阪史編集室

主幹川端直正氏，同天主閣主任岡本良

一氏始め，本会委員各位の ど教示をね

た。厚く御礼申し上げるとともに ，な

お多くの資料を欠いているので，会口

祐氏のと教示を切裂している。

参考文献

新IIH r 明治編年史J 第 4 巻 第 7巻

明治大正「大阪市史」第 l 巻

浪速区史

北 区 史

他に昭和10年頃の新聞切ぬき鷲谷符風氏「大

阪を怒る」

( 林野全孝記)

(別表〉 参 考 年 実

明治年月日 ｾ＠ 物 名 初:

10. 5. X  五併後

21. 7.  13 眺望| 剖( 五階)

21. X .  X  仮託f土

22. 4. 5  後二 ｓ ｉｾｊ (:J L階)

22. 9  1  i }; ( : i ! s広士山

22.  X  ×  今宮前業クラブ

23.  10. X  凌: 五| 制( 十二階)

ワ
九階

35. 3. X  蝦:!TE犠計画試案

36.  3.  1  第五回内悶勧業博

45.  7  3  i且AI 矧( ノレナパ ーク)

大正 3. 7. X  楽天地登山隊j

7.  今宮商業ヴラプ ( 桐本楠雅氏提供)

8. 楽 天 地 ( 政岡基次氏提供〕

所 在 地 高さ( 尺)

新潟本港早川町

大阪今宮村 102. 6  

東京浅草:

大阪北野村J15照 130 

大阪商高i ' 1!村 120?  

大阪今宮村

東京浅草 165 

松山

建築雑誌 183号 282 

於大阪

大阪新j1i: W 250 

大阪千日前
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特 長

1  すべらない 2. 1寧粍lこ強く 、長もちする

3 .  他のビニー J レタイル {ζ 比べ、庇が目だた ない

4 .  衛生的且つ経済的である

.5. 施工が容易で仕上が美しし、

6.  伸び縮みがな い

室 内 に デ ラ ッ ク ス な ム ー ド を

か も し 出 す 高 級 床 材

ｾ白ＮＮＮ手ヨＭＮ， ... ，1  

• 世界長ゴム株式会社

本社 大阪市大淀区豊崎西通り 2 の 7 (37 )  0736 



伊奈製陶械式曾紅

本社 ・工 場 愛 知 県 日 滑 市 原 市 新 川 氾 市 計 700 (ft! 

東京事務所 東京都中央区西八丁姻 2 - 8  m (551)  6371 ( 代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1 - 23 也 @ 5 4 8 4 ( 代)

伊東の

衛 生 悶 器

の

カタログ送呈
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本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 ノ 5 電話大阪 ⑪ 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ99 電話大阪 ⑪ 0 4 2 6  

汁 Ｇｊｉ ンヲＩ｡Ｂ ￟Ｙｊｾ 製造株式会施
本 社 並 工 場 川 崎 市 大 拘 北 1I ';l!: ;百 [時.) 4947- 9  

主 底 . 出 張 所 へ 幡 ＱＱＱＱ 山 敦Ｉ， ｩ Ｎ ｦｦ 品 ー ｉｊ［ｾ .  i，土山 延院J .'(:rn ，' j :m;  



創 業 大 正 八 年

F

 

F

 

ラパトリーヒンデ

ピポットヒンデ

日本ドｾＭ手工ッ ｏ 製遁株式会 ｩｩ
ヒ・ポットヒンデ

取 締 役 社 長 出 向 弁 啓 蔵

本 社 工 島 品 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2 2 電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代 )

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 1 丁目 2 3 電 話 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・4 9 2 0  

縮 問 出 張 所 福 岡 市 舟 海 町 l 番 地 電 話 術 開 (74 ) 2  3  7  2 ・ 3 3  1  2  

名 古I量 出 張 所 名 古 鹿 市 中 区 下 園町 1 丁目 5 醤 地 電 話 名 古届 ( 23) 7  3  6  1  

! ! 待望の強力耐水性床用接着剤出現! !

その名 は- ミケ口ンボンド - 6 - 6 4 1

青 島

の ｊｾＨ 川再本品は優秀なる技術と伝統を誇る早川 ゴムの再生 ゴムを基材とした州

生ゴム系接着剤( 特願中) であります 。

徴 : 一

再生ゴムを ベースとせる為ゴム 系 として 極めて廉価

従来に見 られぬ極めて優秀な耐水性を具有

従業性が極めて良好

モノレタ ノレ、 ベニヤ と塩ピタイ ノレ、 ア ス タ イノレ、 リノ リクム 、

木タイ ノレ、磁器タイノレ等 の 接着 に適し 塩 ビ の 膨 潤 皆 無

特

1. 

2.  

3.  

4.  

社

応、

Z 三

目指 ＱＱ を知り た いプ ｪ はよ Ｒ ｾ Ｑ 術 ｊ Ｍ ｙｦＡ 下さい 、 ｻ 系 ｄ 参 ｬ ｯｩｩｬｪ ｊ 説明放します 。

式株ムコ

.•••••••• .•••••• 
I

'

/

 

早

m話 ( 代 表) 1  3  0  0  

m話 ( 54 ) 8 9 4 1 ・8 9  4  2  

m話 (641) 4601 ・9826 ・3029

福 山 市 松 浜 町 9 7 の 1 番 地

大 阪 市 西 区 九 条 北 通 1 -J 日10番地

東京都江東区深川佐賀 118. 1 丁目 24落地

本社・工場

大阪営業所

東京営業所



ABC コ- キ

、

〆

ヲ11

n  ゆる間隙から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容をイ呆待する

廉イ函で、耐 久11生のある ゴJ キン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ シ

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現 場 渡 )

( 現 場 渡 )

友 之 乞JL二 一土 美しく ， 附 せ ず，滑 は か つ 附 叫 ん だ 床 材

床，廊下，階段， ロビー，パノレコニー，ガソリンスタ Y ド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る ｊｾ 所や ， 防水力があるので戸外にも使用山来る 。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ ェ ロ コ ン 工

コンクリ ー ト床の金属性硬化材で ，

果を あげる 。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

l その他

7，080円

5，880円

( 坪当り￥ 1，180)

(  1/ ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

ブエ ロコ γ の施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

j 色 物

現場渡{

i ナチュー

6，200円

5，400円

z i k f二ニム 近 代 人 の 部 屋 K. は 疲 れ を い や い コ ら い ら を 抑 制

合成プムとコ ノレクから製造された コノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ プ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレ タ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

イ ノレ

@ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7 7  

T E L  ( 581)  1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町堀通 1- 18 ( 京町会館ヒソレ)

T E L  (44)  3 9  1 5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3
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| 理 事 会 |

11 日 4 時一 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 東 畑 副 会 長 外10理事，早川監事

議 事 (  1  ) 会館敷地借地料値上げに関する件

( 2 ) 第 2 室戸台風災害調査W関する件

( 3 ) 目大阪府建築士会記念事業後援に関する件

(  4  ) 接着剤 lζ 関するパネル ・デイスカッション

共催に関する件

( 5  ) 海外建築事情視察問編成』ζ 関する件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7  ) 報告事項

( イ) 45周年記念事業に関する件

( ロ) 日本建築学生会議事業後援に関する件

( ハ) 会計報告

( ニ) 事業報告

| 事 業 委 員 会 |

小委員会 (古建築見学会)

2 日 正午- 1時半 於 会 館 会 議 室

/ 1 ¥席者藤沢主査外 2 委員，岡m孝男氏

茶宅見学会の企画について協議

小委員会 (各種説明会)

3 日 正午 2 11寺 於会 ｦｲ￮ｬ［ｾｊ 災ｾ

/ 1 ' ，席者井上主査，松下( ー) 委口

説明会開催企画について協議

小委員会 (工場見学会)

5 日 正午ー 1 1時半 於 会 館 会 議 室

/1 11 席 者 山 本 主 査 外 3 委員

11)J 以降の工場見学企画について協議

小委員会 ( 若い会員の集 い)

6 日 5 1時半- 7 時 於 会館会議室

報 (10 月 分)

出席 者 滝 本 主 査，紙野委員

海外視察から帰国した会員の話を聞 く会の企画につ

いて協議

小委員会 (忘年懇親会)

7 日 正午ー 1 時半 於 会館会議宅

出席者 山本主査外 4 委員

本年の忘年懇親会の企画について協 議

委 員 会

11 日 6 時一 7 時 於会館集会吉宗.

出 席 者 岩 崎 ， 岡 本正副委員長外 8 委員

議 事 (  1 )  11月， 12月の事業企画について

( 2 )  45周年記念事業の委員分tR. について

幅五玉玉三l

幹 事 会

12日 4 時一 7 時 於 会 館 会 議 宅

出席者 山本幹事外 3 幹事

2 月「建物管理特集」号の企画について協議

委 員 会

13日 4 時一 7 時半 於 会館会議室

/ 1 ' ，席者森委員長外 4 委員

議事 (  1  ) 経過報告

( イ) 11 n  [ " 建材特集」号

( ロ) 12月「口木近代建築巡動史特集」号

( 2 ) 正月「都市計画特集」号企画審 議

( 3 )  2 月 m物行現特集」号企画審議

幹 事 会

17日 3 時- 6 時 於 会 館 会 議 室

/1¥席者ー 大久保幹事外 4 幹事

正月「都市計画特集」号の企画について協議

7¥¥口lV勺φ附，k 塗 料 /

. 巴ニール・セメント・ぺイシト

｟ＧｾＮｏ 句勺今ＴＨＧＢ

?りよ?七l2; 処参排水谷ペイント
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|教 育 委 員 会 |

小委員会 (工高生デザインコンクール)

16日 正午ー 1 時 於 会館会議室

出 席 者 杉 本 主査外 2 委員

応募作品について応募規定逃反の有無を調査

委 員 会

20日 3 時半- 4 時半 於 会館集会室

出席者中原委員長外 6 委員

議事 (  1  ) 設備技術者のための建築ポケット ・ブック

編集 lζ 関する件

( 2 ) 講習会の企画について

( 3  ) 工高生デザイン ・コンク ーJ レの11)伽「関す

る件

( 4 ) 工高生デザイン ・コンクー J レ饗査結果の報

.&. 

o  

( 5 ) 新設工高に設備専門科目設置要望lζ 関する

件経過報告

I近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

13日 3 時半- 5 時 於 会館集会主

出席者 滝 沢 委 員 長 外 7 委員

議事 (  1  ) 九階百貨庖に関し照会の件報告

( 2 )  12月号発表建物の件

( 3 )  11月号発表建物変更の側二

( 4 ) 鹿児向ザビエル記念堂外lζ 関する件

( 5 ) 昭和37年度発表建物帳補の選定

( 6 ) 煉瓦屑をコンクリート骨材 r 佼則した乍例

調査K 関する件

( 7 ) 旧版阪神間の建物写ι']J たの紹介

|45周 年 記 念 事 業 委 員 長 会 議 |

16日 3 1時半- 51時 於 会卸会議室

出席者東畑記念事業委員長外 4 委員長

議事 (  1  ) 事業資金募集手配の件

( 2 ) 総務委員会分担事業企画促進!( . 関する件

( 3 ) 住宅展企画経過報告

( 4 ) 記念出版企画経過報告

( 5 ) 記念事業実行委員委嘱lζ 関する件

| 海 外 建 築 事 情 親 察 団 編 成 懇 談 会 |

9 日 4 1時- 5 J1寺 於 会 館会議室

出席者 小林清周氏外 6 氏，口 木交通公社吉問官

美雄氏

明"f の募集企画について協議の上， 予定口程を決定

70 

| 工高生デザイン・コンクール審査会 |

18日 2 時半- 6 時 於 会館集会室

出席者 審 査 員 西 島 委 員 長 外 8 審査員，

教 育 小 委 員 寺 岡，増田両委員

設計課題「野外音楽堂J 応募総数19校51点を終夜し

て入選作10点を選定し，さらに入選作の中より最優

秀賞 1 点を決定

|午 餐一三|

菅府建築部長帰国歓迎午餐会

6 日 正午- 2 時 於産経会館新大阪グリル

出席者菅建築部長の外，渡辺建築士会長，東畑

本会副会長始め士会，協会会且40名

大阪府建築士会と共催。

[ 若 い 会員 の集 い |

「新 しいオフ ィスビルのインテリヤ」

26日 6 1時- 8 時 於 会 館 集 会 宗

ゲスト ロ建設計 工務K.K. 岡 村 実 氏

出席者 15名

最近帰国の岡村氏よりスライド| 決写IL よりお訴を聞

く。

|見 学 会 |

「大阪ガス総合研究所と教習所」見学会

設計監理安井建築設計事務所

施 工 大 林 組

ＲＷ 日 ｾ Ｒ JI寺- 5 1時

大林組ど提供のパス1 ( . より実施。 11¥席者 50:7， 

「慈光院の茶室を見る会」

28日 2JI与- 6 1時

岡田孝男氏の解説によっ て見学し，終了後同所にお

いて精進料理を会食。 出席者 19名

10月号書評「発明の世紀にどう対処するかJ (p. 78Ul 訂i E

2 段目下より 14行目 「でも惑い」→ 「し恐い」

2 段目下より 3 行目 (l 千兆円) → (14兆円)

と訂正します。なお目次の「どう対処するのか」→「どう対処する

かJ 1<:: ，まにf医者名早川文9.l →早川文夫と訂i F. します。

11 11 11 111 11 111111 111 111 111 11 11111 111 11111 11 1111111111 111 1111 11 111 11" 111 111 11111 111 111 11111 1111111 1111 111 11 111 1111 

編集 後 記 : 口木の近代建築連動史には，いままで発表されたも のに

かなりの!珂迎いもみられるので，1: . の際それを関係者から当時のこと

を裕って色らうなかで，その間選いを正すと同O{f IC，今後の発展の援

もえがき t: すζ とができれば，と念じて，乙の特集を組んでみたもの

である。 i デザム等々 一新興建築家連盟，IT年総築家9 ラプ等 ー々」

の羽目が依頼先の都合でと りはずさずるをえなくなったのは，残念で

あるが，西山先生の原摘のたかにかなりの ζ とが1! l b>れているので，

それをｾｾはできょう。また本会誌昭和 ＱＲ 年 Ｖ 月りにも 「建築運動 特

集」として. 1: . れらの事情が詳しくでている。

ζ のほかに. r日本の住宅運動史の過程J や「建築運動史年表j も

録集する企磁をもっていたが，実現できなかった。企画1<: C: 協力いに

t: いた幹事の方は. l i ' l 図書;<; / X郎氏，島田勝次氏，早川事1圧II五，向井正

也氏 ，上 林間ｉｴ￮Ｎｬｾである。次号は「郎市計画 ｴｩ￭ｬＧ Ｎ ｕ 。

.  
-



5223 大島it 唱舎のひふくτっばんを
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ゆ"'--・・o&lD.1.Ull. 1尾 町 E・l H _

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 104. ( 931) 7071- 3 

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー JI，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

岡田中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場 東 京 都 ・ 田 区 飾 品 町 1 - 25 

東 京 場ニ 工場 東 京 都 島 田 区 吾 繍 町 東 4 - 122 

)J、 金 工 場 福 岡 県 小 倉 市最 坂 上 の 宿37

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市東 波 回 3 - 43 

札 幌 出 強 所 北 海 道 札 幌 市 北 上 通 東 4 ず 自 4

盛 岡 代 理 底 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・東 北 想 段 { 株 】

名 古 屋 代 理 信 金 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2 - 12 ・岡国温材 K K

米 子 代 理 鹿 島 取 県 米 干 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 唐

長 時 代 理 底 長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関西 工 業 ( 有 )

撤 式

会 最

T E L 大 町. 0)6341 (代 表 ) .  (40)6342 

T E L  東 京 (623) 代 表0106- 0108 ・(622 )07"90 

T E L  東京司: H 1 l 2118- 9  

T E L 小 倉 伺53 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L キL・1]1 @  6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 屋 恒3) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683

T E L 長 崎 ② 回 46

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 ( 34) 207- 8・4836- 7
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本 社

出張所

曜 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六Q5 i 7031@ 6793

東京都中央区宝町二 ・六 t村宇ピ J レ2階) (561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ⑨1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 回98

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

株式会社

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 @ ω6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 111 ② I 3 7 5  

営業所

所張

H

H

山

山

A

一え一品

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

株式

会社

設 計施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 . 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 60番 地

包 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@ 7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電 話 o 5  8  9  2  

庸口城代表取締役

宿

所

支

出

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 宿

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

m 話 東 京 (201) 3761・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 大 同 ピ ル 7 1 4 号

電 話 大 阪 ⑬ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札幌市北四条西16丁目 1 ' 1 l i 地高田屋ピル二階

電 話 札 幌 ②0010 ・0956 ・③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピノレ522号

話 中 局 @1  7  6  6  

張

創 業

大正二年

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ループドレイシ製造販売，

( 1日斎藤久孝事務所)
式

社

京

株

会

東信

庖

日E阪

幌

大

キL

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順援町通一丁目四四番地

包諾大阪｀ 代 表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 審

東 京 都 千 代周区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 ｋ ＲＸ ＺｊＮ Ｉ Ｑ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番
金沢営業所金沢 ｆ 市高岡町三五電話金沢 ｾ｀ ＲＰＷＴ

福井出張所福井市城之橋下町- 0 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

名 古 屋 后

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・ 衛生 設 備

工施E十般

社

大阪市西区土佐掘通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 話(431) 代表7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代泰7お6

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 電話③9153番

神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表4731

賀 工 業 株 式 会

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

l福 岡 支 庖

須

庖

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区高廊繍 3丁目 1番地 電話大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 有 奈 町 1 丁 目 1 0 番 地

支活・出張所名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台・ 富山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

給 ・排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

社キオ建

式

社

株

会

阪 支 底

大 阪 市 北 区 中 ノ 島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

包括大阪@ 6041 ( 代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 町一( 朝日ピル)

大

お西原衛生ヱ業所大阪庖

電話大阪@ 3415番

2  

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44
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空気調和装置、各積冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装間

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

m話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四器地

東 京 ・名古屋 出 様 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 1存地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

庖

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目3 務地( 朝日ピノレ 8 階)

屯 語 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 務地本

生

置

暖

2目

社株式会社

A

9

2

 

株式会社

日E

本

支

神戸出頭所

京都出彊所

三沢出頭所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

! (代表) 0977

大 阪 市 北 区宮岡 町 30 包括大阪@ i o m~9・0針。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

m 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 支 応 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中京区両替町通リ声li 小路上 J レ

匂 話 @ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満ー橋北詰)

m話 @8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 包 話 3 6 1 0

社

大 阪 営 業 所

本

四日市営業所

湾 営 業 所

社

媛 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 段 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ 六階

包 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851- 9 ・9951- 9

東 京 都 千 代 . 田区西村1 関 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

愛 緩 県 川 之 江 市 ・九 州 福 岡 市

京

大

E匝

。時 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 ｾｴ 大阪ピ，ＱＮ

電 路 大 阪 @ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 広 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

話 ( お6) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4

名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 @  4 6 9  0 ・4 3  1  7  

営耳障所・出強所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

名古屋支庖

出頭所

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 sIJ 1  ( 大ピノレ)

電 大 阪 代 (44) 8 6 2 1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピノレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 呑

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷房 。暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 段 備

設 計 施 工

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 エ . 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2- 7  m ( 4307 3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目! l : i ②2203・③5374・5969
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福 屋 工 業 株 式 会 社

6  

大阪市西区南姻江上通一丁目 三一

電 話 大 阪 1 @ 3 4 2 6 - τ

li5 本



広
且ユ

C I  目

ア アスフアルト同業会…. . . ・ H ・..12

アサヒカラ コy ・H ・H ・H ・H ・....17

アノレケシ工業kk ……. ... .・H ・... 11

浅海電気kk ・H ・H ・- …… H ・H ・-… 4

kk 朝日工業社...・ H ・H ・H ・.. …… 3

旭化工板. . . ・ H ・..… …...・ H ・. . 前付

伊家製陶kk ・H ・H ・. . …. ..・ H ・. . 中挟

井岡高感kk …………・ ・... ・H ・.. 17

泉石綿工業… … … - ・・・・・ H ・H ・.. 15

kk 岩住鉄工所・・・・・… ・… ・…・・前付

岩元工業kk ・H ・H ・H ・H ・.. ...・ H ・. .16

kk 栄輿商会. . . ・H ・. .…...・ H ・-‘ … 3

栄進鋼業kk ・H ・H ・H ・H ・......・ H ・. 6

荏原製作所…・. . . ・ H ・......・ H ・表4

A B C商会 ...・ H ・. . …. . .. . …中挟

オリエンタルメタル製造K K ・… ・・ 中挟

大阪建材工業kk ・H ・H ・H ・H ・..... 20

kk 大阪城口研究所・ H ・H ・.. … … 2

kk 大阪電気暖房商会… … … ... 2

大阪耐震ま工業所… ...・ H ・.... .. ..16

大阪鉄工所 …. .. ・H ・・ .....・ H ・. . 8

大島応用化工業kk … … … … … 1

kk 奥村重兵衛商底・H ・H ・- …- 本文

奥山化工業kk …. . .・H ・.....・ H ・" 19

織本建築事務所. . . ・ H ・' "・ H ・.. . .17

小俣製作所・ H ・H ・..…...・ H ・.. 本文

カ 僅 野石灰工業kk ……. .・・ H ・H ・.. 6  

柏原漉育kk …………. . . ・ H ・中挟

kk 川岸窯業・ H ・H ・- ……. ..・H ・.. 5  

川口ゴム工業kk ・H ・H ・. . ……前付

関西暖房工業kk .. ........・ H ・-… 15

関西三星タイル会… … … … 前付

関西ペイジト……. . . ・ H ・. . . . . 前付

協和産業kk ・… ・…. ..・ H ・- …- 前付

工藤電気kk … …. . .・ H ・H ・H ・- … 4

kk 久保商庖…・……. . . ・ H ・- ・…. 1  

栗原工業kk ・・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・. 4  

kk 建材社…. . . ・ H ・...・ H ・- … … . 2

工英社- … …… ……. . . . ・ H ・. . 表2

江東電気kk ………・ …...・ H ・-… 4

小西儀助商庖……………・・・前付

合同特許建材工業kk … … … 本文

恒和化学・・H ・H ・. .. ・H ・- ……本文

kk 金剛商会・ H ・H ・... . .・H ・- … … 5

サ 務久工業kk ・H ・H ・- ……・ H ・H ・.. 2  

kk 斎藤省三商1;5...... .・H ・. . …・ 2

「材料と設計」 ・H ・H ・. . . …・本文

特 別 広 告 ( 順不同)

kk 竹中工務庖…………. . . ・ H ・.. 5  

大阪三越・…. . . . ・ H ・.. ..・ H ・....… 6

内外木材工業kk ・…....・ H ・..・・ 7

亀井kk. … .... ・H ・. . . ……- ……. 7  

三木塗装庖 ・H ・H ・-…...・ H ・. . …. 7  

kk林工業所 .... ・H ・.....・ H ・...・ H ・7

kk 中村塗装后・ H ・H ・..… ...・ H ・.. 8  

田島応用化工kk …...・ H ・.. …… 8

次 ( 印音順) 建 築 と 社 会 昭 和36年 Vol. 42 No.  12 

三栄建材 ・・ H ・H ・...... . .・ H ・-… … 18

三機工業kk … … ..... ・H ・... ・H ・.. 2  

kk 三幸商会… ・... .・H ・.....・ H ・... 5  

kk 三晃商会・ H ・H ・'" ・H ・....・ H ・.. 3  

kk 三興社…. . . ・ H ・...・ H ・・・ H ・H ・5

三宝電機kk ・H ・H ・.... ・H ・....・ H ・. 4

三和ν ヤ ッタ- k k ・H ・H ・. . …前付

敷島金物kk ….....・ H ・. . ……・前付

新鋼建設工業kk . . . . . . . .…・・一 .13

kk 新興建材工業所. . . ・ H ・. .. . … 19

須賀工業kk ・H ・H ・'"・ H ・. . . …… 2

鈴木ν ヤタア商会… … … … … 6

住友金属工業kk. …. . . .・ H ・... ...10

タ 田島応用化工kk … …. ..・ H ・. . 表4

田中工業kk ・H ・H ・H ・H ・. . …・… l

kk 田中風呂製作所...・ H ・. ，…… 6

聞辺工業kk ・H ・H ・.......・ H ・.. . 本文

田村商会建材部… ... ・H ・. . … .. 10

谷山製作所… … H ・H ・. ..・ H ・. .本文

第一企業kk ・H ・H ・...・ H ・. . . …・・ 3

第一工業kk … ....・ H ・....・ H ・・・・ 3

大嘉熱工業kk ・・H ・H ・............. 3  

耐厳化学工業kk ・H ・H ・...・ H ・-… 15

大日本硝子工業kk ・・ H ・H ・.. ..… 14

太洋木材工業kk ・・H ・H ・....・ H ・.. 8  

大仏組. . . . ・ H ・-…・…. . . ・ H ・-… 5

高砂熱学工業kk …・ ・…・…… ・・2

kk 武智工務所. . . ・ H ・. ....・ H ・. . 本文

淡陶 kk・H ・H ・-… H ・H ・....・ H ・. . 挟込

中央電気工業kk …. . . ・H ・........ 4  

朝陽電気kk …………・. . . ・ H ・.... 4  

ジーチ ーサ y ・H ・H ・.....・ H ・-・… 14

東京鋼板工業kk …・…. . . . . … 15

東邦商会・・ H ・H ・.. ..・H ・. . …… .13

東洋キャリア工業kk …・…… 2  

東洋陶器kk ・H ・H ・..… .. .・ H ・. . 前付

東洋リノリュ ームkk … ・… ・前付

東洋レーヨ ;/ kk ・H ・H ・. . ……前付

ナ ナ ニワ瓦kk ・・・H ・H ・..... ・H ・.... 17

内外工業kk .. ..・・・ H ・H ・... ..…・ 14

内外建材kk …-・・ H ・H ・. . . …・…・16

内外写真…. . . . . . . . . …………… 5

中本電気kk ・H ・H ・H ・H ・..… … … 4

中谷化学… . ｾＮ Ｎ＠ .・ H ・. ... .・ H ・.. . 前付

浪速合板 … ... ・H ・... ・H ・.. ........13

浪速建材工業kk .…...・ H ・- …… 18

近畿電気工事kk ・H ・H ・. .. .. ・H ・.. 9  

栗原工業kk … ...・ H ・...・ H ・. 9・13

. 日本熱学工業kk ・・ H ・H ・. ...・ H ・.. 10

kk 鴻池組…. . . ・ H ・-…....・ H ・-…・11

大阪建材工業 kk・・ H ・H ・・・ H ・H ・.. 12

kk 楠本硝子庖・……. . . . . ・ H ・-… 12

東洋リノリュ ームkk ....・ H ・....13

kk 山本建材社… .. ....・ H ・........ 14

日共冷熱機材kk …....・ H ・.. . . 前付

日本プスブァ j lJt .ト

防水工業会関西事務所 H ・H ・前付

日本アスベスト kk ……. . . ・ H ・..11

日本エレベータぃ・ H ・H ・...・ H ・. 5

日本管工業kk ...... .. ・H ・...・ H ・.. 3  

kk 日本金具製作所… ・ H ・H ・. . 前付

日本サッ ν 協会関西支部… 前付

kk 日本ν ヤッター製作所… 表3

日本セメシト防水予測製造所… 表3

日本綜合防水kk . . ……- …・前付

日本電気硝子kk ・H ・H ・・ H ・H ・- 前村

日本ドアーチエ Y ク製造K K … … 中挟

日本熱学工業kk ・・ H ・H ・. . . . …… 3

日本ペイジ ト ………. . . ・ H ・- 本文

日東紡績kk ・H ・H ・-…...・ H ・. . . 前付

日濃化学工業kk …. . . ・H ・. . …市j 付

酋日本アス 7 アル ト事業脇問組合・・… ・9

kk 西原衛生工業所・ H ・H ・.. .・H ・. 2

ハ 早JII ゴム工業kk ・H ・H ・. . . …・・中挟

kk 林塗装庖. . .・H ・- ・…・・……・… 5

kk 平川鉄工所… … … . . .・H ・- 前付

平田タイノレ・ H ・H ・H ・H ・... ..・ H ・. .16

広瀬ハクスヱ業kk ・H ・H ・... .. 前付

ブタパ黒板… … … … … - … ・・ 13

福屋工業kk ・・ H ・H ・- …- ・…・…… 5

藤本鋳造鉄工所・… … ....・ H ・前付

平和工業kk …- ・………ー…・ 6

マ 前回白峰・ H ・H ・. . ……………挟込

松下電器産業kk ・H ・H ・・・ H ・H ・表2

水谷ペイジト kk ・H ・H ・- ……本文

kk 三高製作所. .. .・H ・.. . . . . …… .17

kk 室谷商庖. . . . .....・ H ・. . . ……・・13

森井電業kk … … ・一… . . . . … . 4

森延窯業・ H ・H ・H ・H ・. ....・ H ・- … 18

ヤ 山田工業kk …. . . … … ...・ H ・-… 3

八幡製鉄 ....・ H ・....・ H ・. . . …- 前付

kk ヤマト 電気商会…・・・…. . . . .. 4  

八千代包設工業kk ・H ・H ・...…・・ 5

kk 山本建材社… … … ・ H ・H ・.....20

kk 油脂化工社. . . ・ H ・. . …… … 表3

kk 吉田 芳雄商庖. . .・H ・- …… . .13

吉野石膏kk …. ...・ H ・.. .. .・…・通13

kk 寄木商会………. . . . ・ H ・- … .16

ラ 理研鋼機kk …. .... ・H ・...・ H ・..... 3  

朝日特殊合板kk ・・・ H ・H ・.. ..・H ・.14

内外工業kk ・H ・H ・- …… H ・H ・-… 15

川崎興業kk …・・ H ・H ・-… H ・H ・... 15

サシ エス工芸社… 川 ・h ・H ・H ・.. 15

立川プライシドkk … … .. . .・ H ・.15

須賀工業kk ・H ・H ・..…. . .・ H ・....15

K K 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会 … … 16

日共冷熱kk … .....・ H ・.......・ H ・.16
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古き ｾｾ Ｍ ｴ 斬新会技術を誇る大銀製￡

スチールサッシユ

r  ?  

アルミ

営 業 品 目

シヤりター 193k 製作ｾ砂

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 社

大 阪 鉄 z  pJ( 

車 締 役 社 長 富 田 豊 松

大阪市西区本周囲T一 丁 目 四 四 番地 電 話 大 阪 ⑮ 1254 ・4615 ⑪ 0910 ・0919

j寧 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番 地 電 話 大 阪 ⑮ 1 4 1 8  

千舟 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区f岡田T四 丁 目 五 七 番 地 電 話 大 阪 @ 0 4 2  0  

ク ス 床 材 の 決 定 版 /

TL軍ザヲタ7目・，) グ

iTLモザ'1'1・T D‘ 1'1'1

* フ ロ ー リ ン グ はラ ン バ ー コ ア 合板 式で 狂 いがなく

簡 単 に張る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が 一 定 し て い ま す か ら

取 扱 が 便 利 で す そ の 上 値 段 は 寄 木 の M位 の 格 安 で す

安ブロック は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安価 に豪 華 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ます 。

. ( 各々樹種はな ら、さ く らがござ い ます)

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理庄 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 区横 綱 6 丁目 2 I  電 話 大 阪 @ 1 0 2 5 ・5 I  2 7  



. 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の一 つ で あ り そ の 良否 は 建

築物の死命を制すると 言 っ て も 過言 ではない 。

外 部 に 見 え ないと 言 う理由 で 或 は 又 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 粗 雑 な 工 事 に 趨 り 或 は 一

部に防水工事I ; ; l : t 、くらでも安〈出来ると 云 う概念すらあることは極

め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上 を 阻害 すること甚しいものである 。

アスフ アルト防水工事は今更こと新しく 言 うまでもなく適切な材

料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か も そ れ は 明 確 な 責

任 を 伴 う も の で な け れ ば な らない 。

斯 界 激 讃 の 冊 子

一 一 ア ス フ ァ j レ 卜 防 水 工 事 一 一

・年 限 仕 様 の 理論 と実 際 ・￥ 4 0 0 干 6 0

建 築 家 に 限 り 2 割 引

何 よ り も 安心 で き る 年 限 仕 様

ω  
E量置宣省阪迎 22号Wi可

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  T E L @代表5951 夜 間 管 理 人室 用 ⑬ 9910

東 京 途 絡 所 東 京 都 千 代 田'区 神 田 岩 本 町13 (田 島 応 用 内 ) T  E  L  (866) 代 表 6 1  0  1  

; -
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ゆ

{

回

目
鋼賢三角

角形鋼管 は断菌性 能が著 しくす <: れて押 りますので、

形鋼 を 組み合わせて溶揺した角形鋼などに くらべる と、

溶接の必要がな〈 、均質 で信頼度に富 み、軽震で取 級い が

たやすくなり、その上経済 的であるな ど有利な特 徴をも っ

ており ます 。

+  
住友金属工業株式会社

本 社 大 阪 市 販 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表) 大臣位田) 2回 l

宜 社 東 京 榔千代田区丸ノ 内 1丁目 Sノ6( 斬住友ピル) 電話( 大代表} 東京 (2102211

福 岡 宮 車 所 福 岡 市 天 神 町 5 8 書 ( 荒神 ピル 8 階) 電話掴同開 51剖 3582

広 島 骨 量 所 広 島 市 紙 屋 町 8 暑 地 {広 電 ピル内) 電話広11( 217471 • 7596 

名古島骨量所 名古血市東区久島町5 9 (住宜高司匹名古島ピル} 電量 名古屋開14曲ー位認

仙 台 骨 量 所 仙 台 市 東 l 番 町 1 1 東 l 書丁 ピ ル 内 電信柚副総 回l 脂肪岨

札 純 肯車両骨 札根市北大通西4T 目6(住宜生命札楓ビ ル内} 電笛 札幌 (4) 0  3  7  8  

- 新しい建築資材9 1&亨最高の品

E自E 董 週 - 置

バ ー ル タ イ ル ( ア ル 三 吸 音 板 ) ・ 吸 音 抜

イ ン シ ユ レ ー シ ョ ン ボ ー ド ・ス J マ ン ド. レ j レ

ハ ー ド ボ ー ド ・ 高 級 化 粧 合 板

J V ー テ イ ク J レ ボ ー ド ・ コ ぺ ン ハ ー ゲ ン リ フ ・

フ ロ ー ソ ン グ¥ モ ザ イ 、 ソ ク J ¥0 ー ケ v ト

アス) ， ) レト タ イ J レ・リ . / ) j  ユ - ./..>. 

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ 〆 L ト 板

フ レ キ シ プ J レ L ー ト ・ 石 鯨 板

ヒ ッ タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 脂 ガ う ス ・ ヱ ン ピ υ フ" ・ ナ ミ 板

1.) 7 ・・ ラ ス ・ ラ ス ボ ー ド

シ ー シ ン ク" ボ ー ド ・ j レ ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ュ・ レ ヂ ス タ ー

/ ン ス リ v フ・・ コ ー ナ ー ピ ー ド

Ｍｌ 司・ＮｾＮＮｾ・

E邑週・・・・・・E孟量

ｅ 主週・ＭＮｳ ￮ｩｬｬｾＮ

-a帰国広司・R ヨ. i • 
.  ，J E Z S Z E E位 置

ＮＱ 調・ＮｾｾＮ

田村商奮建材 8B

<8> 
創 業 明 治 24年

貿易・木材・建 材

支 臨
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'* Ii ......11区・庭園 611) 電 ( 572) OJ 21.013l ( 代}

大 阪 支 暗 大医甫繭症竃町過‘ の 2S 電勉・ (25) 5-4 9  ( - .  

名古理主居 名古置市φ直下前樽町 117 電 爾 (32) 6 5 9  1 - 5  
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L ユ 竺 フ ア ル ト 防 水 の 材 料 百 五 一1

( アイクエオ順)

( 301) ω3 7・“ 38

( 66)  8861- 2 

(97)  4460 ・8288

( 44)  5951 

( 41)  3131- 2 

八尾 ( 2 ) 2308 ・3039

(39)  0924- 5 ・2045

( 53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 織 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 鴫 野 6 丁目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1丁 目 7 4

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 姻 上 通 3 丁 目3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁目 1 8

k. k.  

社

社

大阪出彊所

• k 占.

a  k. k.  

k. k.  大阪管議所

大 阪 管 * 所

歯

需

首

提

盛

L

L

工

k

エ

エ

エ

エ.
k. k.  

4 製 造 業 社

箇 和 建 材

k. k. ェ

k. k. 工

田 島 応 用 化

大 恵

東 亙

日 湿 化 学

日 新 工 .

( 202)  2291代

( 45)  7ω 1 - 5  

( 312) ω7 1- 8  

( 39)  2080 ・2207 ・0238

( 36) 鎚 5 8 - 9 ・ω ω

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

( 36)  0774 

( 34)  4305 

(44)  5195- 6 

( 23)  2771- 2 

(44)  5224 

(13)  2514 

( 44)  0255代・ 5392代

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ヒソレ)

大阪市福島区鷺州本通 1丁目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住‘ 吉 区 矢 閏 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5 O( 堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 3 丁目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 5 丁 目3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁目 13

后
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会

K

会

K
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( 37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

( 301) 3340 ・3505

( 37)  1333 

( 931) 7071- 3 

(35)  2922 

(94)  5561- 2  

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・必36- 7

( 34)  1105 ・ぉ40

(37)  0251- 3 

( 26)  719針t

高規 ( 5 ) 1646- 7 

( 63)  6221- 4 

京都 ( 5) 9954

( 35)  4779 ・α) 97

(64)  3434- 6 

( 54)  3785- 6 

(34)  1初 4

(45) 飢渇9

(37)  3375 

( 35)  9231 

(45)  23ω. 2030 

( 35)  2150 ・2030

神戸 ( 5 ) 2697 

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4 ) 5飽 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272

尾道 2760

広島 ( 2 ) お81 - 2

高松 (3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里北通 1 丁 目31

大 阪 市 北 区 浮 岡 町 8 2  

大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町4 丁目 104

大 阪 市 北 区 笠 心 町 1 丁 目 3 0

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 温 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 禄 四 番 了 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 市 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北4 丁目 2 4

大阪市東淀川区木川西ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 様 筋 2 - 1  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 間 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神織共栄ピル

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

必 山 市 一 番 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 S際 社

旭 化 建 工 . k. k.  

k .k. 井 上 浄 夫 商 唐

k. k. 石 田 建 材 后

大 阪 耐 . 工 事 匝 所

大 島 応 用 化 学 工 . k. k.  

k .k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 : . 膏 工 事11 k. k.  

k. k. 木 下 値 三 商 后

k. k. 久 保 商 腐

桓 口 興 . k 占 .

清 水 興 雄 k. k.

k. k. 新 光 商 広

間 本 建 材 k 占 .

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 事11 k. k.  

友 図 工 機 練 式 会 社

内 外 ヱ . k. k.  

日 新 工 材 k. k.

日 本 渥 育 工 . k .k. 大 阪 支 唐

フ タ パ 興 黛 所

k. k. 双 . 商 会

訟 本 湿 膏 工 黛 k. k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 事11 k. k.  

丸 軍事 商 広

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 商 会

三 信 工 . 所

中 村 渥 青 工 割 臨 検 式 会 社

日 建 : . 育 工 禦 k .k.

有 限 会 社 小 野 笹 商 后

k. k. 浜 原 虫 商 底

青 盛 建 材 k . k.

古 市 断 熱 エ . k. k.  

正 和 商 事 k .k.

k. k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 普

( 27)  1251 ( 代)

.  
』 ア ス フ 7 ル ト同 業 会 関 西 支 部 以 i ノ I り 1; 971I hO. ti2K，'"i 

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目
k. k.  

泊石

一 一

12 
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の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

巴 弔 オ シ

九 徳 夫 持 弘

美署長，、本"

'1 A  J. ""'1 J.!. 

••• 

盟

スー穴- 34ョf 歩 一

決然、えない建築資桜

耐火ボード I

厄iE77Z粛ード

境Ｚｦ苅ートＭｾ
結対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

…  

唖 ， ｾｖ Ｂ ＮＡ 皿

ヲイtf-ED
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キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄蒼太阪支后

本

大阪市東住吉区新制I I 3T目59

電 話 大 阪 ⑮ 12 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 婦 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 ②0298・9435・

社本
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『建築写真のことなら

透 視 図 撮 影

地鎮祭一敷地一基礎

一現場一竣工一式典

までの各 種 撮 影

アノレパム・ 絵薬害 ・

額面伸

6. T. SUNI  
⑫ 1263，4  

商業写真と商業美術のジーチーサン
大阪市東区北浜 3 丁 目52番地

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (ZC二[ 建) 長サ9問 問 務

ｾ、，Ｎ内，、，Ｎ除，、

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化 ポ リエス テノレ板) 各種波，す法 ( 長尺物有)

司u、，、 、，岨'"、，..供，、，..，.，..，、，頃'"、，...，、，...，、，噌..，.，.，.，.ゆ 、̂'相、，、~ν 、向相、向旬、，..，..，..，明

⑮ 製 造 販 売 犬日本硝子工業株式会社

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水工 事 重

義 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事 S

S 耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 S

大 阪 耐 酸 Z 業P J {

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪@1333番

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 創造 発 売 元

14 

N. G. C武

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

、



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3- 1  - -8 

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 U! 番地( 衆略ピノレ 3 階)

電 話 @ 9  1  5  4  ｾＭ Ｎ、 Ｗ
名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピル) ④ 2578- 9

福岡市橋口町15番地の1 ( サシピノレ3階) ｾ邸 ＲＵ

本社及工場

大 阪 支 底

名古屋支庖

福岡出猿所

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

ン口プ

............-:;ー一一・ ＮＮＮＮＮＮＮＮ・ｾ｟ＮＮＮＮＮＮ百三一町五Ｍ［ＺＭＭＭＭＮＮＮＮＮＮＭＭＺＭﾭ
..・.- ，"'.-._ .. ._ .. ".- .--: _"' ....・・ー ・・・・・:.-...: -;.'・- .-・::..._.・ .  

.. 

媛冷房温湿度調整

設 計 施 工

-.  

.
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各 種 送 排 風 機

関覇媛胃;E1警棒求舎誕

堺工場

の

最 高 水 準 を 行 く グ

ン・メ石 綿 セ

@  
化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

アスベストパυャ

Asbest o.  Barr i ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室

耐アルカリ

ポリエステル系レヂンライニング

エ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

耐 j由耐酸

発電所: 配電室、製鋼、ガラスヱ場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁などに最適

エ

設計 ・施工には是非弊社で

御相談願いま す

施任責場現

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

8  

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

電 話 ③ 3 4  4  2・4 0 7

耐酸化学工業株式会社

( 呈カタログ)

15 

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

電 話 大 阪 @ 178  ( 代表) 4161 ｾ＠ 4957- 8 



... 

ｾ田タイル

. 緩基準法にフリーバスのガラス星稜

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

.  

電 気 扇ー付 屋 上 強 制 換 気 装 置

工 場 ・プラ ッ トホーム・

体 育 館 ・アーゲードに最適

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西区土佐堀船町2 3 ( 大阪商工ピル ) T E L  (44 )  3983 

工場 大阪市城東区天王田町 l の141 T  E  L  ( 98)  1149 

設 計 施 工

岩 元 式

i スカイライト並努顎ベンチレーター[

カタロ グ進呈

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

4

・
4

4

a

l

 

会

州

げ

4

《

b

同

H

a
、
、

町

民

A

U

4

Z
目

出

~

朱

新

日

4

4

区

6

業

糊

(馴

圃

.

司

話

F

」

阪

園

田

大

電

一

冗

紺

岩

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ シ グ 施 工 請 負

プ ロ ッ ク

ベニヤフラ ッV ュ ド ア ー 造 作 取 付

グ ラ イ Y ダ ー 床 削

6歩稼式
会 社

営 業 所

寄 木 商
. .0.  

ｾ＠

大 阪 市 東 区 横 堀 6- 49

電 話 @3 7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

16 



Ｎシヤ Ｑｾ Ｑｪ・開-

隠』年孟沼四五冒

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

大 阪 301- 0 7  3  7  ( 代 表 )

扇 71< 浸入剥落防止

耐 震 画 風

安 定 軽 量

本社工場

電 話

神

d

v

一
風
飢
一

E
抱

一

伺
州
一

副

題

河

量

-

司
ム
一

信一

ｾＮ＠ 商 月 報 無 料 法 呈

。井田商事様式会最士

大阪市浪速区西円手町一0 一七. 地湊町駅貨物入事門前

電 話 (53) "4 8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

大阪市此花区四貫島旭町1- 3 TEL( 46) 却 4

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1

趨硬骨材に顔料、薬品等を配合 した粉末剤でその僅水練り 、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の鞍点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美 しく 清潔、耐水性に富み

価絡低廉であります。 ( 坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 哨程度

学校、工場、病院、 事務所、商底、 7f レーヂ、ガソ リンスタン ド、住宅の 玄関、流し、 、浴室等

に最適であります。

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

綜合建築設計への道

設計部 1 . 各種鉄骨・鉄筋コンクリート造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラス ・ジグザグ トラ

ス ・平行トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

ｐａｔ ・ Ｐ 式Ｈ織本式Ｉヂペル及クランプｾ

、

建築 物 基礎 工 ｾ＠
土質調査

f A町、

ナ

ニ

ワ

翼

線

式

会

員

益

構

・

選

管

百

一

T

自

セ

聖

書

瞥

口

六

五

、
地質

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所・織本特殊構造研究所・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の2 電話 (671) ω4 3 ・7∞7 ・7062

株式会社

17 



扉 ， 5 5 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ピ端吻ト1 : : : : ' 明

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 奨 矢 柄 町 一 五 一 番 地

大 阪 (74) 4655 ・ 0189 (716) 0188 番

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コ ン ク ソ ー ト パ イ ル ・ コ ン ク ソ ー ト フ ロ ッ ク

助管・煉瓦・ヒューム管・衛生協器

モ ｉｾｬｦｬｴ 敷 ｩｯＮＧｽ ヤ・スマ寸・各種コシヴリート脳ＭＱＮＮ

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下延 幸 ・専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町三一 電 話 (67) 2420 ・8217

浪建式

アルミサv シュ・ド? ー

スチールサ ｉｾ シュ・ドアー
シャ1'19- . it ベレーター

lトカライジ〉タ調理工場鵡

ｾ 一蹴販売ー

盲目町副出r E .

第 二 工 場 可‘ τｾ

浪速建枚Z業株式会誌

臨 3例

全回線代理屈

本社・ 工掲・ 大 阪 市 械 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 番 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第 二 工 場・ 大 阪 市 繊 東 区 茨 田 鍋 堤 町 四 一 番 地 電 話 大 阪@; l 日・鎚24番

東京営 業 所 ・ 東京都中央区 銀 座東六丁目木投館ピ ル 六号館 ＶＰＷ 号室 電話東 京 Ｈ ＵＴ Ｑ Ｉ ｾＱＱ 番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ンピル内 ) 電話 福岡 ④ 8462番

出 彊 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6番

18 
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新 日 京 霊

パピロ‘
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